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序章代わりの前口上







☆




　神とは何か…………それはこの宇宙全てを司つかさどるシステムではなく、知的生命体に崇あがめられ、願いを聞き届けたり届けなかったりする超ちよう越えつ存在の事である。

　彼らは生物のルールを全すべて無視し、時には生命を奪うばい、与あたえることさえ可能だが、その名（あるいはそのシンボル、教典等々）を拝む者が居ない限りは存在し得ない。

　この世の広大さと複雑さと、何よりも理り不ふ尽じんかつ、公平に訪れる「死」への恐おそれが彼らを生み出した。

　人…………いや、知性と呼べるものを装備した生物の恐るべき愚おろかさと英知がそこにある。

　古代の知性はそういう、複雑にして答えの出せない「謎なぞ」を押おし込めておく為ための「箱」を生み出すことによって、それ以外の諸もろ々もろの生存に必要な行こう為いに没ぼつ頭とうすることはおろか、余計な様々なこと（その中には『進化』と呼ばれる適応行為も含ふくまれる）をする時間と余よ裕ゆうを手に入れた。




　シャルル・ゲンズブールがかつて喝かつ破ぱしたように、「人が神を発明した」のである。




　故に、神は人に好かれるように……いや、崇められるように努力する。

　ユダヤ教の神ヤーヴェが。紀元前にひとりの顎あご髭ひげの男によって己おのれのシンボルを拝めばユダヤ人以外にも祝福を約束したように、仏教がそれを学ぶ人たちばかりではなく、「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」を唱える全ての人たちに救いを約束したように。




　それを指さして「堕だ落らく」と呼ぶのも「進歩」と呼ぶのも人それぞれである。




　判っていることはただひとつ「神さえも状じよう況きように適応せねばこの宇宙では存在し得ない」ということだ。







第一章・真夏のお泊まりだったとさ







☆




　水平線近くにまで傾かたむいた、真っ赤な真夏の太陽の中、型こそ古いが、塩害の酷ひどい沖おき縄なわにしては珍めずらしく整備のいい（何しろ大たい抵ていのバスや車は古さが味になる前に錆さびて使い物にならなくなるのが常だ）マイクロバスが停まり、少年少女の一団をはきだした。

　一団はわいわいと賑にぎやかに門をくぐり、売店を左手に見ながら林の中、白い石いし畳だたみの道を通ってペンションの立ち並ぶ一角にやって来ると、二つの建物に分かれる。




　ペンションのドアが開いた。




「さー着いた着いたー！」

　垣かきの華はなユウはそういって元気よく、綺き麗れいに清せい掃そうされたばかりで、静せい謐ひつな空気が漂ただようペンションの中へと入った。

「ようやく二泊はく三日の始まりだー！」

　そう言いながら、片手に大きなボストンバッグを持ったままフローリングで二十畳じようのリビング中央でくるくると回る。

　珍しく気分が浮うき立っていて、そんな子供じみたことをしてしまうのだ。

「いやぁ、長かったねえ。当初の予定が変へん更こうになったモンだから、那な覇はから二時間、船で半時間、港からココまで車で二十分」

　ともっともらしく頷うなずきながら入ってきたのはクラスメイトの胡ご屋や秋あき保ほである。

「あらあら、いつもとは逆なのね」

　にこにこ笑いながらそのことを指し摘てきしたのは、たおやかな長い黒くろ髪かみとほっそりした手て脚あしがまぶしい、玉たま記き真ま弓ゆみ。

　ただし、こう見えても実はテニス部のエースだったりする。

「ホント」

　くすっと笑いながら黒のノースリーブに黒のキュロットというシックというかゴシックな色いろ使づかいの服に細い身体を包んだ文芸部の五ご屋や静しず香かは、荷物を「よっこいしょ」と部屋の片かた隅すみにおいた。

「そうだよな。いつもは秋保の方がぐるぐる回って、ユウの方がしみじみした事言ってるものね……やっぱ、今年は同行者がいるからかなぁ？」

　にやっと笑うのは、ベリーショートに日焼けした肌はだ、頬ほおの絆ばん創そう膏こうが印象的な桂かつら木ぎカンナだ……こちらは見かけ通りの女子空手部の次期主将である。

「そうね、今年はひとりじゃあないもんねえ」

　にやーり。

　いつも何かにつけてユウにからかわれることの多い秋保が人の悪い笑みを浮かべると、それまでにこにこ顔だったユウは、無理矢理仏頂面を作って咳せき払ばらいをした。

「た、たまにはいいだろ？　ひとり云うん々ぬんは関係ないってば！」

「まーたまたーユウったら照ーれちゃって・ま♪」

　ぬふふふ、と勝者の笑みで秋保が笑う。

「違ちがうっ！　照れてないっ！」

　さりげなく否定するつもりが、思わず力が入ってしまうユウである。

「ひゃははー♪」

　勝者の笑みを笑い声にまで進化させて、秋保は腰こしに片手をあて、もう片方の手の甲こうを口元に当てる「お嬢じよう様さま笑い」のポーズで勝ち誇ほこる。

「ちがうってのに！」

「あー、ユウ？」

　ぽんぽん、とカンナがユウの肩かたを叩たたいて、耳元に囁ささやいた。

「完全に負けてるって」

「う……」

　がっくりとユウは肩を落とした。




☆




　賑やかな女子のコテージとは別に、男子のコテージはのんびりした雰ふん囲い気きが流れていた。

「まあ、四日間大変だろうけれど、よろしくね」

　そういって穏おだやかに笑ったのは桂かつら木ぎ祐ゆう太た朗ろう。穏やかな眼鏡の似合う大学生だが、驚おどろいたことにカンナの兄である。

「あ、はい」

　長い間同じ車や船に揺ゆられている間、気さくな祐太朗の会話と、同行者のおかげでようやく緊きん張ちようも取れて、山やま内うち霧きり人とは素直に頷いた。

「しっかしまあ、お前が垣華といい仲だったなんてなあ」

　と笑ったのは、縞しま袋ぶくろ栄えい賢けん。

　ユウのクラスメイトであり、数少ない模型という趣しゆ味みで結びついた友人でもある。

「そ、そっちだってまさかテニス部の玉記さんと付き合ってるなんて……」

「まぁまあ、余りそういうことは言わない方が」

　と仲裁を買って出たのは、ノンビリした風ふう貌ぼうの少年で、こちらは同級生で文芸部の灯ひ嘉が雄ゆう介すけという……驚いたことに、こっちはカンナと付き合っているらしい。

「まあ……な」

　活発すぎる所のある栄賢と、奥おく手てすぎる部分のある霧人、そしてのんびりとその仲裁をする雄介という構図が、ここに来るまでにできあがっていた。

「しかしまあ、君たち……」

　面白そうな顔で、祐太朗は三人を見て言った。

「見事なまでに将来、奥さんの尻しりに敷しかれるタイプだねえ」

「え？」

　三人の少年は思わず赤くなりながら、この場の責任者兼保護者である若者に顔を向けた。

「いやいや、なーに」

　と祐太朗はケラケラ笑う。

「まあ、僕はこれから大学の研究所に行くから、みんなで暢のん気きにやっててくれ……まあ、ほどほどに。僕は未まだ叔父おじさんにはなりたくないからね」

　三秒ほど、少年達は首を傾かしげ、その意味に気づいて赤くなった頃ころには、快活な笑い声だけを残して、祐太朗はコテージを去っていった。

　数秒間、霧人達は顔を見合わせ、溜ため息いきをつくとそれぞれの荷物を解ほどきに掛かかった。




☆




　夕暮れ時である。




　ちりん、と風ふう鈴りんが鳴った。

「……静かじゃのぅ」

　ずるずるとお茶を飲みながら、ユウの自宅裏庭にいる「神さま」はそう言って、のんびりと目を閉じた。

　その隣となりにちょこんと正座したソフビ人形にして彼女の仲間なのか、それとも入れ物なのかよく分からない存在「とらたん」が首をちょっと回して「旅行は今日からですか」とその顔の横の空間に文字を浮うかばせる。

「うむ。男女そろって二泊はく三日のお泊とまり旅行……ちょっと前なら考えられん」

　と小さな二頭身の虎とら神がみ様はそういって再びお茶をひとくち。

「今の連中は進んでおるわ。まあ、沖縄には『浜遊びモーアシビー』の風習があったがのぅ」

　ちなみに「浜遊び」というのはビーチパーティのような若者達の「集い」のことである。

　こっくりと頷うなずいて「とらたん」は「まあ、それだけ平和でよい時代と言うことでしょう」と文字を浮かべる。

「そうじゃな、戦争はいかん、戦争は……」

　などとしみじみした事を言っていると、母おも屋やの方が賑にぎやかになった。

「かみさまー、何か来たぜー」

「かみさまー、何か荷物が来たよー」

　と大声をあげながら、コンバットブーツを履はいた二匹ひきの子こ猫ねこ……正確には猫耳尻尾しつぽ付きの少女ふたりがにぎにぎしくやってくる。

　三毛猫が化けた「りり」と黒猫が変化した「くぅ」である。

　最初の頃はひと目をはばかっていたが、最近はユウの母親に「お披ひ露ろ目め」したせいもあってか、あまり気にしないでこの姿になるようになった。

　大きな荷物を二匹がかりで頭上に担かつぎ、賑やかにこちらへやって来る。

「やれやれ、静かな夏の午後と思っておったらもうおしまいかや」

　と、微び苦く笑しようを浮かべながら虎神さまはよっこいせ、とザブトンの上に立ち上がった。

「なにごとじゃ、りり、くぅ」

「荷物だよー」

　コンバットブーツを履いた足でがらりとアルミサッシを開けながら三毛猫の「りり」が言った。

「あけよーよー！」

　と、黒猫の「くぅ」。

「やれやれ……で、どこから来たのかのぅ？」

　ザブトンから降りる「虎神さま」を、阿あ吽うんの呼吸で「とらたん」が長い尻尾の上に載のせて持ち上げた。

「おう、珍めずらしい。いちかかや…………良いぞ、開けてみぃ」

「うん！」

　と、「りり」が頷くと、プレハブの中に置かれたテーブルの上、まだ香かおりの残るコーヒー豆の空あき缶かんを利用したペン立てから、オルファの黄色い大型カッターナイフを取りだして、手際よく梱こん包ぽうのテープを切り開いた。

　箱の中には一回り小さな箱がある。

「あーぷちぷちだー♪」

　嬉うれしそうに「くぅ」が言って箱の中身いっぱいに敷しき詰つめられたエアキャップ緩かん衝しよう材ざいを取りだし、身体に巻き付ける。

「あー、俺にもくれー」

「りり」がそういって「くぅ」にじゃれるのを笑って見ながら、「虎神さま」はひょいと箱の中に飛び込んで、荷物を取り出そうとする。

「なんじゃ、これは？」

　驚おどろいたことに、「おてがみ」と書かれた封ふう筒とうがちょこねん、と内箱の上に載っている。

「……借金でも頼たのみにきたかや？」

　などと言いながら器用にぴーっと封筒の縁ふちを切り裂さくと、手紙を広げてみる。

「なになに……『暑さ厳しき折でございますが、お客様方には如何いかがお過ごしでしょうか？　そろそろ夏の盛り、【工こう房ぼういちか】は今年の…………わんだーふぇすてぃばるに参加するので』……なんじゃ、わんだーふぇすてぃばるとは？」

　箱の縁にちょいと腰こし掛かけている「とらたん」に振ふり向いて尋たずねる「虎神さま」だが、ソフビ人形は「さて？」と首を傾かしげるばかりだ。

「あー、俺知ってるよー」

　と「りり」が答えた。

「模型とかフィギュアとかいっぱい売ってるお祭りのことだよ。テレビでこの前見た」

「ああ、なるほどのぅ」




☆




　クーラーのキンキンに利きいた部屋である。

「『つきましては、このイベントに合わせて全力を傾けい注ちゆうすることとなり、通常業務を○○日まで凍とう結けつすることとなりました。その間、顧こ客きやくの皆みな様さまのお役に立てるかと思い、新商品を同どう梱こんするモノです』……？」

　霧人のマンションで、「猫ねこ姉ねェ」こと猫神も、同じ手紙を読んでいた。

「どういうモノなのかしら……？」

　がさごそと箱を開けてみると、ランナーから切り離はなされた、プラモの部品のようなパーツが山となって入っている。

「何かしら、これ？」

　ボールジョイントらしきものがついた装そう甲こう板とも、手て脚あしパーツのいずれともつかぬ物をつまみ上げて、猫神は首を捻ひねった。

　手紙をめくる。

「『同梱の商品は東とう欧おう製のブロック玩具おもちやの最新型に、術じゆつ符ふを施ほどこした簡易システムです、【見立て】と組み合わせによってあらゆる形、機能を持つことが出来る優すぐれもの、全体の二十％以下であれば通常の市し販はん部品を使用することも可能です、なお、同系統の他社製品とは互ご換かん性せいがありませんのでご注意下さい……』ねえ？」

　こけ、と首を傾げる。

「どうしろっていうのかしら？」

「何かコレ、面白いですねー」

　プラチナブロンドにゴスロリ衣装が印象的な少女ががさごそと箱の中をかき回してアレコレとパーツを組み合わせながら言った。

　名前は「サコン」。実を言えばれっきとした雄おす猫ねこであり、ユウの家にいる「りり」「くぅ」とは同じ箱に入っていた兄妹だったりする。

「あ、参考資料が入ってますよー」

　箱と箱の隙すき間まに丸めて入っていたコピー用紙を束ねたモノを引っ張り出したのはアッシュブロンドのゴスロリ少女……に見えるが、こちらは「ウコン」といい、やっぱり元は子猫である。

「まーいいわ、しばらくそれで遊んでなさい」

「わーい♪」

　喜び勇んで二匹ひきの子猫は、棺かん桶おけ並みに巨きよ大だいな箱を前後で担かついで、自分達に割り当てられた遊び部屋へと運び込んでいった。

「……そういえば」

　ふと、猫神は遠い目をした。

「霧人も昔、ああいう玩具で遊んでたっけねえ」

　出会ったばかりの頃ころ、ブロック玩具を器用に組み合わせては、少年は誇ほこらしげに「猫姉ェ」に見せに来てくれたモノだ。

　時折、彼女が術を使ってそれを動かしてやると眼を輝かがやかせて何時間でも見入っていてくれた。

　父も母も、仕事が忙いそがしくて、彼が何を作ろうとも見てはくれない。それをひとつひとつ見てくれて、ちゃんと評価してくれる「猫姉ェ」が少年には嬉うれしかったのだろう。

「そうか、あれからもう十年近くになるんだねえ……」

　だが、ふと猫神は思う。

（結局、あたしがしたことはあの子をますます両親から遠ざけてしまったのかもしれないねえ……）

　そんなことを考えるのは、今日、郵便ポストに入っていた絵ハガキのせいだろうか。

　ふと、テーブルを見やる。

　その上にのっている小さな葉書には男らしい達筆で短いが、そうとう呻しん吟ぎんしてひねり出したらしい、少年の健康と生活を気き遣づかう言葉が書いてあった。




　差出人とその文字の主は同じであった。




　毎月一回、思い出したようにこういう葉書が来る。

　文面は全て似たり寄ったりで、霧人は一いち瞥べつすら与あたえずにゴミ箱に放り込むのが常だ。

　少年は言う。

　父は家庭を顧かえりみないと。家族を何とも思わない冷たい人だと。

　こういう葉書で体裁だけを取り繕つくろっているのだと。

　だが……大だい企き業ぎようの社長が、直筆で葉書を書く、というのがどれだけ大変な事か、少年は気づいているのだろうか。

　分刻みで決められたスケジュールの中、個人的な用件で机に向かってペンを執とる、という時間がどれほど難しいモノか。

　秘書に書かせれば済むものでもあるのに。

「そろそろ、考えないといけないねえ……」




　寂さびしげな溜ため息いきが、「猫姉ェ」の口から漏もれた。







第二章・邪じや神しんを崇あがめたかったとさ







☆




　数千万年、いや……数十億年以上前。




　その「神」は地球にやってきた。

　色々な実験を行ったり他の「神」と戦ったり、「神」になる寸前のレベルまで文明を進歩させた異種族と戦ったりもした。

　その「神」はまだその頃、「神」と呼ばれてはいなかった。

　故に無知であり、故に純じゆん粋すいであり、故に人知を超こえていた。

　故に、この先、この惑わく星せいの上に生まれる生命のことを察知した。

　いくつもの命が惑星の上を流れ過ぎゆき、数億年が過ぎ、地上を「人間」と呼ばれる存在が跋ばつ扈こし始めた。

　やがてその存在は「力あるモノ」故に「神」となる。

　そしてその存在は「神」になるべく準備を始めた。

「神」の候補となったそれは、己の自己改革が必要であると判断し、そのために長い長い眠ねむりについた。

　完全な眠りではない。時には海底に沈しずめておいた己の城を浮ふ上じようさせたり、その無限にして軟なん体たい動物にも似た触しよく手しゆを伸のばしたりして地上を見物したりしていくうちに、それは自分が酷ひどく間ま違ちがった存在であると悟さとった。

　彼を崇め、彼を敬う信者達の言うがままに、最適と思われるものを与えたりしたが、どうやらそれは認識不足が生んだ間違いであったらしい。

　魚がもっと捕れるようになって欲しいと言うから暖流の向きを変え、願ったモノとその一族の遺伝子を操作して海で長時間魚捕りが出来るようにしたり、宝物を与えたりしたが、それはその一族を人類から孤こ立りつさせてしまった。

　与あたえられた異形の姿は、それ故に強力な結束力をもたらせたが、事実に気づいたその「神」は激しく後こう悔かいした。

　人類の大多数が本当に望むモノを的確に把は握あくし、与えねば、神様としての存在は先細りである。

　人の心の闇やみが呼ぶのだ、という、「信者達」の言葉は、むしろその「神」の後悔を深めるばかりであった。

　何よりもよかれと思ってしたことが間違いだったのである。

　ついにはこの「神」の作った集団は人類の敵扱あつかいされ、大規模な二回目の戦争が終わる直前、ささやかな神しん殿でんがあった場所に、核かく分ぶん裂れつを応用した爆ばく弾だんがふたつも落とされるにあたって、ついに考え直すことにした。

　何度目かの短い眠りにつきながら、「誰にでも愛され、警けい戒かいも恐おそれもされない、しかし大きな宗教」を作る事に思いを馳はせた。

　最初は誰か、己の力の代理人を人類の中に作ろうかと思ったが、それは当人が潰つぶれてしまう可能性がある（以前、人間をちょっと見やったり、相手の脳内情報をじっくり読んでいたらひどいことになった経験があった）のでやめ、代わりに、自分が表に立つことにした。

　そのためには自分を「誰にでも愛され、警戒も恐れもされない」存在にする必要がある。

　まずは外見だった。

　その「神」は或ある方角にある小さな島国の上に生まれた文化に注目した。




　そして、色々考えた結果、この文化を吸収し、自らの自己改革の最終段階に移行する際の「お手本」にすることにした。




「神」は己の身体のサイズを縮め、人に近づけた。




　外見上の性別は女性がいいと判明、さらに年若ければ年若いほど良いと知り、十代前半から半ばぐらいの年ねん齢れいにした。




　かつて恐きよう怖ふの象しよう徴ちようであった頭部はかぶり物へと変じ、愛くるしい少女の頭の上にちょこんとのっかるように。

　いや、それでもちと怖こわいのでさらに帽ぼう子しっぽく。




　眷けん属ぞくと呼ばれる力の余よ剰じようで生み出されたこの「神」の分身たちも、縫ぬいぐるみと呼ばれる玩具おもちやにアイディアを得て、生物らしさを消し、無機物の可愛かわいらしさを強調させるように外見を作り直した（こちらの方は楽だった）。




　そして、満を持してその「神」は目覚めた。




　姿は完かん璧ぺきだった。




　かつてのタコともイカともつかない、軟体動物のごときおぞましい姿は、ほっそりとした華きや奢しやな美少女の姿になり、露ろ出しゆつが多いので喜ばれるらしい、濃のう紺こんの水着へと着き替がえた。

　目覚めた己を見て、その「神」を崇あがめる者達は喜んでくれるだろう。そう信じて。

　そして、その全すべての「改良」が終わった頃ころ、その「神」……いや、今は少女神か……を喚よぶ「声」が届き始めた。

「hunglui mugleunah Ctuluf luluie uga=nagle hutagun…………」

　ちょうど着替えが終わったところへ声をかけられた舞ぶ台たい女優のように、「神」はうきうきと、可愛らしいマスコットキャラと化した眷属を引き連れて、久々の現世へと向かうことにした。




　閉へい鎖さ空間から出た彼女は、楽しげなオカリナの音をＢＧＭに、くるくると回転しつつ、片足をあげて背せ伸のびをしたようなポーズで、満面の笑みを浮うかべて顕けん現げんした。




「こーんにっちわーっ！」




　ぽおん、と派手やかな輝かがやきを伴ともなう「門」から、現うつし世よへと飛び出す。

　そこは暗く広大な洞どう窟くつだった。

　少し少女神は懐なつかしさを覚えた。

　そういえばココは最後に現世に顔を出したときの宮きゆう殿でん跡あとだ。

　あの時は巨きよ大だいな身体だったので狭せまく思えたが、人の大きさになると驚おどろくほど広大で、天てん井じようなどは地面に煌こう煌こうと松明たいまつやらライトやらを設置して照らし出しているというのに、人の眼では見えないほどに高い位置にある。

　そして、その広大な敷しき地ちを埋うめ尽つくす様な人々の群れ。

　あれから数十年が経過したというのに、まだこれだけの人間が集まってくれることに彼女は感謝した。

　半分ほどは自分の間ま違ちがいによって異形の進化を約束されてしまった連中（早い内に彼らの遺伝子も改良してやらないと、と少女神は思った）の末まつ裔えいだが、残り半分は新規参入者らしい。

「どうもー！」
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　少女神は元気よく挨あい拶さつをした。

　反応は、ない。

　だが、巨大な神しん殿でんの中に顕現した「神」を見て、人々の顔は引きつった。

「なんだ、これは」

　誰かが、ぽつんと呟つぶやいた。

「神」は少々傷ついた。「これ」とは何であろうか。

　だが、落差を考えれば仕方がないかもしれない。

「えーと」

　涼すずやかな声で、少女神となった「神」は自己紹しよう介かいした。

　反応は、またもない。

「…………」

　みるみる下がっていく周囲の温度を、少女神はひしひしと肌はだに感じていたが、それはイメチェンのショックだろうと前向きに解かい釈しやくした。

「えーっとぉ……みなさん、こんばんわー！」

　かつてのように、言語に拠よらない「神」の言葉として。

「お喚びにより顕現させていただきました、クトゥルフあらため、クトゥーラでーっす！」

　満面の笑えみと、これまで収集した情報によって編み出された得意のポーズを決める。




　耳が痛くなるような沈ちん黙もくと静せい寂じやく。




「こいつ…………我らが神ではないな！」

　どうやら司祭らしいひときわ派手な貫かん頭とう衣いをつけた五十代の男が叫さけんだ。

「こいつ、ハスターの手のモノだ！」

　その言葉を、呆ぼう然ぜんと少女神は聞いた。

　二重の意味で信じられなかった。

　自分がクトゥルーとかつて呼ばれた存在であることは、頭にかぶったタコの形をした帽ぼう子しとかで明白なのに。

　しかも、よりにもよって、彼女が一番嫌きらいな神の「手先」だという。

「え……」

　かつての彼女なら、かかる無礼な言葉を認識すらせずに相手を素そ粒りゆう子しレベルまで瞬しゆん時じに分解してしまうか、音速を超こえる速度でひょいと成せい層そう圏けんまで持ち上げてしまったものだが、「常識」が備わった彼女は深く深く傷ついて、立ちつくす。

「警備兵！　警備兵！」

　司祭の声に応じて、手に手に軽けい機き関かん銃じゆうを持った屈くつ強きような男達が祭さい壇だんの上にいる彼女の前に集まった。

「構え！」

　一いつ斉せいに安全装置が外される。

　少女神の足下にいた縫ぬいぐるみタッチの可愛かわいらしい「だごんたん」が真っ黒な銃口をぽけらっと見上げた。

　少女神は忘れていた。

　人は神を生み出した。

　つまりそれは、人は拝みたいモノを拝む、ということでもあるのだと。




　太平洋の片かた隅すみにある小さな孤島で、真夜中に始まった出来事である。




☆




　そんなこととは関係ない、翌日の沖縄某ぼう所しよ。




　まばゆいばかりの砂すな浜はまに、少年三人はぽつねんと、所在なげに腰こしを下ろしていた。

　それぞれにヨットパーカーを着た、水着姿である。

　地元の人間にとっても「穴場」であるこの海岸には人ひと影かげすら見あたらない。

　だが、どことなく三人とも落ち着かない視線を周囲に彷徨さまよわせていた。

「なんか、落ち着かないね」

　思わず、ポロリと霧きり人との口から本音が漏もれた。

「うん……まあ、なぁ」

　栄えい賢けんも、日焼けした顔にきなくさい表情を浮うかべる。

「だよねー。僕も二度目だけど、やっぱこの時間は妙みようにアレだよね」

　雄ゆう介すけも頷うなずいた。

　何がどう「アレ」なのか、具体的な言葉で表現は出来ないが、何となくそのこそばゆいような、ワクワクするような、じれったいような気分は三人の少年達にとっては妙におちつかない雰ふん囲い気きにしてくれている。

　じりじりと、時間が腹が立つぐらいゆっくりと流れた。

　いつしか、三人がかわす口数も無くなって、何となく手持ちぶさたに黙だまり込む頃ころ。

「お待たせー♪」

　苦労してそんな男連中が持ち込んだワンタッチテントの中から、華はなやかな声と一いつ緒しよに少女達が現れた。

　少年達全員がその瞬しゆん間かん、浜はま辺べに華やいだ輝かがやきが増したように見えた。

　スーツケース型で、留め金を外すとひょいと展開してくれる、便利だが持ち運びには不便という妙なテントから出てきた少女達は、色とりどり、デザインもあまたの水着に身を包んでいた。

「やー待たせた待たせた♪」

　もともと日焼けしているカンナはその引き締しまった肢し体たいを際立たせるように白いハイレグワンピースに黄色いパレオ。

「…………ご、ごめんなさい、お待たせして……」

　はにかんで、うつむき加減で出てきたテニス部の真ま弓ゆみは、おとなしいデザインのイエローに黒いラインのセパレートだが、ふたつの豊満な胸を却かえって強調してしまっている。

「ほらほら、真弓ったら、もっと胸張って、胸！」

　とその背中を押おしている秋あき保ほは、子供っぽい身体のラインを自覚しているらしく、赤白の横よこ縞じま模様の入ったセパレート水着。ただし、あちこちに紐ひもをクロスさせて目立たなくさせたスリットが入っていて、うっかりするとドッキリ、という通好みな仕様である。

　文芸部の五ご屋や静しず香かもまたセパレートだが、こちらは黒で、おちついた雰囲気に見える。

「……」

　そして最後に、何ともぎこちない表情でユウが出てきた。

　真紅のハイレグビキニというかなりきわどい代物であるが、すらりとした背の高さと、均整の取れた体形がそれを感じさせない。

　特に、胸元の大きなスリットが、ようやく押さえ込んでいる我わが儘ままな双ふた子ごの水すい蜜みつ桃とうをより強調していて、背筋が伸のびていることも手伝って、まるでモデルのようだ。




　……などと三人の少年達は考える余よ裕ゆうすら無かった。




　ただただ、惚ほうけたように少女達を見つめるばかりである。




「……どうしたの？」

　カンナが首を傾かしげる。

「あ、いや、あの……き、綺き麗れいだな、って」
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　思わず霧人が本音を口にし、残った連中も頷いてしまう。

「あ、や、やだもー！」

　ぱんぱんぱん、と一気にテンションが上がったらしい秋保が大はしゃぎで霧人の背中を叩たたく。

「こ、こらっ！」

　慌あわててユウが間に入って霧人を引きはがした。

「叩くな！　霧人が痛がってる！」

「恋こい人びとのピンチにお姫ひめ様さま登場ぉー！　ひゅーひゅーぅ」

「こらまて、秋保っ！」

「ひゃほーい♪」

　と、ドタバタとふたりは色気も何もない子供じみた追っかけっこを始めた。

「……」

　ぽけらーっと、霧人は魂たましいを抜ぬかれたような顔でそれを見送る。

「おい？　大だい丈じよう夫ぶか、霧人？」

　栄賢が少年の顔の前で手を振ふってみるが、熟したトマトみたいに真っ赤になった霧人はぼけーっと追いかけっこを続けているふたりの少女……正確にはその片方をロックオンしたまま、何の反応も示さない。

「ありゃぁ……オーバーヒートしてるぜ」

　栄賢が溜ため息いき混じりに言うと、少年の整った鼻び梁りようの下に、赤い線が一本、つーっと流れた。




　次の瞬間、山やま内うち霧人はその場にひっくり返った。




☆




　ほんのりした、甘あまい香かおりが、少年の覚かく醒せいを優しく促うながした。

　ゆっくりと、心ここ地ちよく意識がはっきりしてくる。

　波の音が聞こえる。

　彼の家であるマンションの一室からつながる、あの広い海とは違ちがう、暖かい、現世の海の香り。

　それとは別に匂におうのが、あの甘い香りだ。

（いい匂いだなあ）

　いつの間にか鼻の辺りに冷たい感かん触しよくがあって、後頭部からうなじにかけて柔やわらかくて温かいものを感じていた。

　思わず、再びそのまま寝ねてしまいそうになったが、少年は眼を開けてみた。

「……起きたか、霧人」

　目の前、さほど遠くない所にユウの顔が、何故か逆さまに存在していた。

「…………？」

　数秒考えて、自分が……よりにもよってユウの膝ひざに枕まくらの代用をしてもらっているのだと気づく。

「あ、あの、そ、その……」

　慌てて起きようとジタバタして、鼻の上に誰かが被かぶせていてくれた冷れい却きやく剤ざいが砂すな浜はまに滑すべり落ちて小さな音を立てる。

「まだ起きるな、鼻血が止まってるかどうか判らん」

　ビーチパラソルの下、ユウは優しく言った。

　あのビキニの上から、黄色いヨットパーカーを羽織っている。

　そのおかげで、いくらかユウの心臓の動どう悸きは落ち着いた。

「え、あ、あの僕、いったい……」

　それでも、心持ち頭を浮うかせてユウの肌はだに触ふれないようにする。

「鼻血を出して気を失っていたんだ」

　素っ気なく、ユウは情けない事実を少年に告げた。

「う……」

　少年の顔がしかむ。

　十六歳さいという年ねん齢れいは羞しゆう恥ち心しんが芽生えてきたばかりでプライドも高く、自尊心もある。

　それ故に「鼻血を出して気絶」という非常に格好悪い事態が少年の肩の方からしんしんと染みこんできて、思わず泣きたくなった。

「あ、あの…………ユウさん、ごめん」

「いや…………き、気にするな。鼻の毛細血管が弱いのは体質で、君のせいじゃない」

「いや、あ、あのそうじゃなくて…………その…………」

　自分の身体の反応である。どういう理り屈くつでこうなったかはイヤというぐらい理解していた。

「まだ寝てろ」というユウの制止を振り切って、少年は起き上がると、少女に対して背を向けた。

　こういう時に限って、周囲には誰もいない。

　遠くから風に乗ってみんなの騒さわぐ声が聞こえてきている。

　誰か、近くにいてくれたら、とも思う。

　だが、「体質」という便利な言葉で少女を誤ご魔ま化かしたくない、という想いもあった。

　何よりも、そのまま「そういうこと」にしてしまうのは、少女を騙だましているような気がしてならないのだ。

「ぼ、僕は、あの、た、体質じゃなくて…………ゆ、ユウさんに見とれてしまって…………そ、そしたら……」

　少年の顔がみるみる真っ赤になってくる。

「…………」

　聞いているユウの顔も、また赤くなっていた。

「つ、つまりその…………げ、原因は私、というわけか？」

　普ふ段だんのユウを知る者なら驚おどろくこと間ま違ちがい無しのぽけっとした声。

「あ、いやそうじゃなくって！」

　思わず霧人は振ふり向いた。

「違います！　その、ゆ、ユウさんが綺き麗れいなのはいつものことで、ただ、そのビキニっていうか、水着姿は初めてで、いや、だからあの…………つまり…………」

「つまり？」

　うつむいて一気に喋しやべっていた霧人が、その思わぬ優しい言葉に、思わず顔を上げた。




　真っ赤になったユウの顔。




　ふたりは数秒…………いや、もしかしたら数分かもしれない…………見つめ合った。




「その…………つ、つまり、何だ？」

「ユウさんの綺麗さが、その水着で倍加して…………そしたら、あの…………頭の中がかーっとなって、気がついたら」

　一いつ生しよう懸けん命めいになって喋れば喋るほど、自分の言ってることが本当に言いたい真実から遠ざかり、なおかつ支し離り滅めつ裂れつになっていくのを感じながら、それでも霧人は止まることが出来ない。

「…………あ、ご、ごめんなさい。な、何かちょっと調子がおかしいもんだから…………えーと、ぼ、僕が言いたいのはつまり、その」

　タダでさえ頭に血が上りすぎている状態で、少年はそれでも何とか理性的に己の想いを伝えようとあがいたが、少女のほうが幾いく分ぶん冷静らしく、すっと片手をあげてそれを一度制止した。

「あ、あの、す、すまん霧人…………わ、私も混乱してるみたいなんで、整理したいんだが」

　つとめて正常な声を出そうとして果たせず、ユウの語ご尾びが浮き上がっていた。

「…………つまり、そ、それは私を褒ほめてくれている、と受け取っていいのか？」

「い、いや、ほ、褒めてるとか、お世辞とかじゃなくて、ゆ、ユウさんは綺麗です！　本当に！」

　拳こぶしを握にぎりしめて、霧人は熱く言った。




　一いつ瞬しゆん、ふたりの間の時間が止まる。




　波の音だけが、ふたりの間を流れていった。




☆




「ヨシ、そこだ、いけ！　霧人！」

「山内君、頑がん張ばって！」

「違ちがうわよ、ここはユウがリードするべきなの！」

　海岸の波打ち際に幾いくつか点在している岩いわ陰かげで、若者達はこっそりとその様子をうかがっていた。




　呆あきれたことに、全員双そう眼がん鏡きようやらオペラグラスやらを所持している。




　実を言うと今回の「お泊とまり旅行」最大の目玉は、あの美人ながら朴ぼく念ねん仁じんと評判の高かった垣かきの華はなユウと、「目立たないけどダークホース美少年」山内霧人との仲の行方というか、ぶっちゃけ「どこまでいくのか」にあった。




　もちろん、ユウはあずかり知らぬ事で、この連中だけの暗あん黙もくの了りよう解かいである。




「あーじれったいなぁ」

　縞しま袋ぶくろ栄賢が握った拳を上下にぶんぶん振りながら悔くやしそうに言う。

「俺ならもっとこー」

「ダメよ、そういう所で急いじゃ」

　玉たま記き真弓が自分の恋こい人びとを窘たしなめるように言う。

「女の子ってその辺デリケートなんだから」

「そーそー」

　いつもユウにいじられっぱなしの胡ご屋や秋保も頷うなずく。特に彼女は嬉うれしそうである…………おそらく、この現状を後でどうやってユウを「いじる」のに使おうかと考えているらしい。

「ふふっふふふ……いつもいつも、完かん璧ぺき超ちよう人じんなユウがああなるとはーうふふふふふ」

「秋保……あんたの笑顔、真っ黒だよ」

　あきれ顔で桂かつら木ぎカンナが言うが、こちらもオペラグラスから眼を離はなしているわけではない辺り、御ご同どう類るいというか、何というか。

　ちなみに、全員無意識のうちに「自分のことは超ちよう特とく大だいのメタルラックに放り込んで」いることは言うまでもない。

「動かないねえ」

「いいのよ、あれで……ほら、口だけ何か言おうとしてる」

「あー、指向性マイク持ってくるんだったぁ！」

　などと風下なので声が届かないのを良いことにワイワイやっている少年少女たちの中に、

「やれやれ…………気になって様子を見に来てみれば。あれでは先が思いやられるのぅ」

　という、聞いたことのない声が一瞬入ったのだが、誰もそれには気づかなかった。

　声の主は「まあ、それはこやつらも同じか」と笑みを含ふくんだ声で冷静な突っ込みを入れると、そのままチマチマと歩いて側に控ひかえていたソフビ人形の頭にひょいと乗っかった。

「さて、『イキな登場』とやらの準備でもしようかのぅ」

　小さな手を額に当ててひさし代わりにしながら、「虎とら神がみさま」は呟つぶやいた。




☆




「あ、ありがとう」

　ようやく、それだけをユウは言った。

「いえ…………」

　本当に言いたいのはそれだけではないのだが、さてどう言ったらいいものかと考え、少年は途と方ほうに暮れていた。

　そんな素晴らしく美しい物を前に、自分はよこしまな考えを浮うかべてしまうような人間なのだという事実を、どうやって伝えればいいのか。

　少年ならではの潔けつ癖ぺきさと、「嫌きらわれたらどうしよう」という不安が霧人の中でせめぎ合う。

「それはその、つ、つまり…………霧人が喜んでくれた、ということだよな？」

　真っ赤になって目線を砂の地面に落としながら、ユウが言った。

「それは…………嬉しい」

「え？」

「鼻血を流してくれるぐらい、喜んでくれたのは、その……う、嬉しい」

「ゆ、ユウさん、無理しなくて…………」

「無理じゃない」

　きっぱりと少女は言いきった。

「嬉しいんだ、水着これを選ぶとき、霧人が喜んでくれるといいな、って想いながらその…………色々な条件を考こう慮りよして、その…………選んだんだ。だから、本当に、本当に嬉しい」

　ユウの口元には自然に笑みが浮かんでいた。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと、霧人はユウの言葉を聞いていた。

　女性が、相手に喜んで貰もらうために衣装を選ぶ、ということがあるのは理解していても、それが自分のために、今、目の前の少女が、という事実が結びつかないでいた。

「あの…………ユウさん…………」

　思わず正座した姿勢から、霧人は砂地に片手を着いて、目を伏ふせた少女の顔を下から覗のぞき込む。

　ユウの眼と少年の目が合った。

　息が詰つまる、一いつ瞬しゆんのあと、ふたりはどちらともなく身体を前に倒たおしていた。

　少年のほうが先に目を閉じ、ユウも眼を閉じようとする。

　霧人の息づかいが唇くちびるに感じられる…………寸前。

　ユウの視界の片かた隅すみに輝かがやく物がよぎって、彼女の理性を強制起動させた。

「待った！」

　完全にいつもの冷静沈ちん着ちやくな少女に戻もどったユウはキツイ視線をとある岩いわ陰かげへと向け、

「秋保！」

　と、名指しで怒ど鳴なった。

「きゃあっ！」

　演劇部の助っ人で鍛きたえた大声は、絶ぜつ妙みようのタイミングもあって、思わず岩陰に隠かくれていた胡屋秋保に尻しり餅もちをつかせる…………だけではなかった。

「うわっ」

「わわわっ」

「あらっ！」

「とっとっととっ！」

　玉記真弓に桂木カンナ、さらには同行の男子達まで、名人達人の「気合い」を浴びた雑魚ざこのごとくわたわたと岩陰からコケて現れた。

「みんな…………？」

　霧人も目を丸くする。

「…………ったく、油断も隙すきもあったもんじゃない！」

　すっかりいつもの彼女に戻ったユウは、ヨットパーカーを腕うでまくりしながら「ひとこと言ってやる」と、大おお股またでずんずん歩き始めた。

　だが、ちら、と振ふり返って、

「霧人…………また、夕方、な？」

　短く言って、また元に戻る。

　その背中、翻ひるがえるロングヘアとヨットパーカーの裾すそからちらちら見える引き締しまったヒップラインまでを数秒見ていた霧人だったが、ふと我に返ってその言葉の意味を考え、益々真っ赤になった。

　思わず鼻に手を当てるが、今度は血を噴ふき出してはいなかった。







第三章・近づくふたりだったとさ







☆




　逃にげに逃げて、ようやく追っ手はいなくなったようであります。

　スクール水着の少女は、重い身体を引きずるようにトボトボと砂すな浜はまに上がりました。

　もう夜です。

　夜空には煌きらめくお星様が敷しき詰められています。

　ここは、彼女が始めて現うつし世よに現れたあの島からどれくらい離はなれているのでありましょう。

　スクール水着の少女神はもう、へとへとになってしまっておりました。

　当然、そんなことを考える余よ裕ゆうも御ご座ざいません。

「はぁ……」

　溜ため息いきが出てしまいました。

「どーしてこーなってしまったのかしら？」

　頭の上に乗っかった、コウモリの翼つばさの生えたタコのようなかぶり物も、一いつ緒しよについてきた魚に手て脚あしの生えたような「だごんたん」も首を傾かしげるばかり。

「私のお星様フォーマルハウト、いったい、世界はどうなってしまったの？　愛される神様になりたいだけなのに…………」

　少女の頬ほおには真しん珠じゆのような輝かがやきがひとつ。そのまま砂地に落ちたのでありました。




☆




　慌あわててユウは箱のふたを閉め、「あ、ありがとうございました～！」と引きつった笑みを浮うかべてコテージの管理事務所を飛び出した。

　慌てて近くの茂しげみに隠れ、芝しば生ふの上で再び蓋ふたを開ける。

　ゆうパックの「大」そのままの箱の中には新聞紙が敷き詰つめられており、箱のほぼ中央には…………

　二頭身のソフビ虎とら人形、通つう称しよう「とらたん」が「や、どーも」と片手をあげていた。

「なんじゃ、無ぶ粋すいな奴やつめ」

　その白目を剥むいたようなまん丸い眼と眼の間を「へにょ」と結ぶ口元を内側からめくり上げて、二頭身の小さな十二支神「虎とら神がみさま」が現れた。

「せっかく皆みなの居る前でさぷらいずな登場をしてやろうと思っていたに」

「何言ってンの！」

　思わず大声を出しそうになるのを押おさえ込みながら、ユウは眼を剥いて怒おこった。

「家にいる、って言ってたじゃない！」

　ふっ、と「虎神さま」は溜息をついて遠くを見る目をした。

「…………暇ひまでのぅ」

「…………」

　何も言わず、ユウが固く、とても固く拳こぶしを握にぎりしめる。

「わかった、冗じよう談だんじゃ」

　と言うと、一いつ旦たん「とらたん」の中に引っ込み、小さな箱を引きずり出した。

「ほれ、手を出すがよい」

「？」

　言われるままに箱に入った「とらたん」の前にしゃがみ込んで手を出すと、小さな箱が落ちてきた。

「何これ？」

「ちょいと用事が出来たのでな、三日ほど現世を留守にする事にしたのじゃ…………その間、何か起こったらコレを使え」

「？」

　箱自体は半はん透とう明めいのプラスティックで出来ていて、中には随ずい分ぶん小さな人形が入っている。

「我がおらぬ状態でいつもの人形は使えないでな、大分能力は落ちるが、その間はこれで対応せい」

「何か、起こりそうなの？」

「判らぬ……まあ、多分、使ったとしても三日間フル、ではなくてせいぜい一日ぐらいのことであろうがな」

「ふぅん…………」

　まあ、念のためと言うことなのだろう、とユウは納得した。

「んで、なんでまた神世に戻もどるの？」

「このところ、なんぞあったらしい……我の知ち恵えも借りたいそうな」

「よっぽど人手不足なんだねえ」

（まあ、虎だから猫ねこの手よりはましか）

　と内心で思いながらユウが呟つぶやくと、

「なんじゃと？」

　と、「虎神さま」が流石さすがに怖こわい眼でこちらをにらんだ。

「いや、外回り専門の神様まで呼び戻す状じよう況きようって、普ふ通つうそういうんじゃないの？」

　と慌ててフォローを入れる。

「まあ、神無年になると実務をしている神の数が足りなくなるのは事実じゃな」

　うんうん、と気を取り直して「虎神さま」は頷うなずく。

　この辺単純というか、気の良い神様なのである。

　そのことにちょっと微笑ほほえみながら、ユウはふと疑問に思ったことを口にした。

「でも、大だい丈じよう夫ぶなの？　例の猫の神様は？」

　ここしばらく、猫ねこ神がみ一党は随分と大人しくしているが、それだけにこういう時を狙ねらって……という心配が出てくる。

「まあ、それは無いじゃろ。仏ぶつ滅めつはまだまだ先じゃしな」

　あっさりと虎神は言った。

「でも、何で神様ごとが仏教に従うの？」

「世の中はふぃーりんぐで動いておるからな。神も魔まも、人のふぃーりんぐには逆らえんのじゃ」

　判ったような、判らないような理り屈くつである。

「んでわ、そろそろ帰るぞよ」

「え？　泊とまっていくんじゃないの？」

「『りり』や『くぅ』と遊んでやる約束じゃでな」

　ひらひらと小さな掌てのひらを振ふると、「虎神さま」はひょいと「とらたん」の中に戻った。

　箱の中のソフビ人形は「では、蓋を閉めてください」と空中にメッセージを描えがくと、「さようなら」と手を振った。

「う、うん」

　箱の蓋を閉め、箱をそのまま地面に置くと、何の変へん哲てつもないゆうパックの箱はひょい、と空中に浮かび上がり、クルクルと回転すると、次の一いつ瞬しゆん、かき消すように消えてしまった。

「…………義ぎ理り堅がたいのか、野次馬根性旺おう盛せいなんだか」

　くすっと笑って、ユウはその「万が一」の為ための人形をジーンズのポケットに突っ込んだ。

　まさか、数十時間後に、早速ソレを使うことになろうとは、このとき思いもしていない。




☆




　管理事務所で貸し出しをしている鉄板を含ふくめたバーベキューセットを持ち出して、少年達はようやく食事の用意を調ととのえた。

　熱せられた鉄板に、音を立ててバターが溶とけ、その上に野菜類がぶちまけられ、さらに余った所に肉が置かれて湯気と香こうばしい匂においを立ち上らせる。

「いやー今年は楽で良いねえ」

　灯ひ嘉が雄ゆう介すけがのほほんとした口調で言う。

「去年は僕と雄介君だけだったから、大変だったよねえ」

　カンナの兄の祐ゆう太た朗ろうがビールのタブを引き起こしながら、そういって笑う。

「鉄板運んで火をおこして、さらに片付けがまた…女の子連中は上手い具合に逃にげ出すし」

「そ、そんなことないだろ！　翌日はちゃんとカレー作ったじゃないか！　片付けもしたぞ！」

　慌あわててカンナが突っ込みを入れる。

「まーまー。もう去年のことだからいいじゃないか」

　のんびり雄介が取りなす。

「男ってのぁ…………辛つらいねえ」

　何となくしみじみと縞しま袋ぶくろ栄えい賢けんが言って、「何言ってるの」と真ま弓ゆみにこづかれる。

「えーと、タマネギとピーマン、これぐらい切ればいいかな？」

　なれた手つきでタマネギとピーマンを刻んでいた霧きり人とが、紙皿数枚に山盛りになった野菜類を持ってコテージの台所から出てくる。

「お、いいねえ、やっぱ肉と一いつ緒しよに食う野菜はいいよ、うん！」

　祐太朗が満面の笑みを浮うかべる。

「切りすぎたかな？」

「いや、どうせ火が通れば縮むから問題なし！　さーて、後は俺にまかせろ！」

　などと勢いだけで宣言し、鍋なべ奉ぶ行ぎようならぬバーベキュー奉行になった栄賢がさらに上からバーベキュー用のタレをかけ回した。

「しかし意外だなぁ、包丁扱あつかうの、なれてるんだね」

　雄介が感心したように言う。

「うん。僕…………ひとり暮らしだったから」

「なるほど」

　納得した顔になって、雄介は自分と同じエプロン姿の霧人を見つめた。

「しかし意外だなあ、てっきり垣かきの華はなさんは家事のできない相手に徹てつ底てい的てきに尽つくすタイプだと思ってたんだけど」

「い、いやあの、そ、それは…………」

「まあ、でもふたりそろってキッチンにたつ楽しみはあるのか…………いいなあ。ウチもがんばろ」

　腕うで組ぐみしながら雄介の独白は続く。

「いいよなぁ、一緒にキッチンに立ってさ、こう一緒にキャベツとか刻んでて『あっ』とかいって彼女が指を押おさえるのを『どうしたの？』って聞いたらちょっと涙なみだ目めで『指切っちゃった……大だい丈じよう夫ぶだから、絆ばん創そう膏こう取って』っていうのを『ほら、傷口を』とかいって、ちょいと口に含むんだ」

　何やら男女の声色まで使い分けてひとり芝しば居いを始めた。

　普ふ段だんののほほんとした風ふう貌ぼうとのギャップも相まって妙みようにおかしいのだが、それに気づいて笑える余よ裕ゆうは霧人にはなかった。

「『あん、馬ば鹿かぁ』とかいうのを上うわ目め遣づかいにこう、見てさ『大丈夫、君の傷口だから』とか言ってやるんだ、そうすると……」

　栄賢は料理に夢中で気がつかない、女子達は着き替がえに上がってしまってその場にいないからいいものの、こういう状じよう況きようにおかれるというのは不安になってしまう。

「あ、あの灯嘉君……」

　あまり他人とのつきあいがない分、こういう不条理な状況にはなれていないので、さてどうしたものかと霧人がおろおろしていると、

「それぐらいにしてあげなよ」

　祐太朗が笑いながら、雄介の「いじり」から霧人を解放してやるための助け船を出した。

「あんまり茶化すなよ。数少ない同志だろ？」

「いやあ、そろそろ霧人からツッコミが来るかと思ったんだけど……」

　と微び苦く笑しようを浮かべながら、雄介が頭を掻かいた。

「いや、悪い。いつもそういう連中とつきあってるから、人にツッコミ入れるのが難しい人もいる、ってのを忘れるんだわ」

　あははは、と笑う。

　さっきまでの意味不明な言語暴走モードはどうやら雄介の「芸」だったらしい。

「なんだ…………そうだったのか……」

「ま、俺はこういう男なんだよ、ホントは。だからこのモードになったらツッコミ入れてくれい♪」

　にやっと雄介は笑った。

　霧人が思わずホッとして笑い返してしまう、良い笑顔だった。

　案外、こういう所にカンナは惹ひかれたのかもしれないな、と霧人は笑みを返しながら思う。




☆




　同時刻、ある意味ほぼ同じ場所でありながら、本物の星空だけはない場所。

　地下とも、地上ともつかぬ謎なぞの場所「魔ま界かい」のある場所に生まれた人形たちの港町。

　人を模して作られて、それ故に何処か奇き妙みようなこの町の夜は、結構早い。

　現実世界で夜も八時になればもう建物の窓の中に明かりはなく、街灯だけが煌こう煌こうと光っている。

　大たい抵ていの住人はかりそめの眠ねむりについているのだ。

　だが、その薄うす闇やみの中を歩くことを「楽しみ」にしている風変わりな人形もいるのだ。

　きっちりと機械で分けられた金きん髪ぱつに片眼鏡モノクル、第二次大戦における最大の敵役、ナチスドイツの中でも最も呪のろわしいＳＳ将校のコートも印象的なシュナイダー氏だ。

　彼は、この時間の町もまた好んでいた。

　昼間に存在する活気溢あふれる町も、だが、この時間の町はまた違ちがった顔になる。

　かつてはそれこそ本来の「模型」そのままになってしまう時間だったのだが、だんだん、中で暮らす模型人形たちの生活が積み重なるにつれ、「模型」の域を超こえた、微び妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよい始めているのだ。

　毎夜、警備目的で歩き回っていた彼だったが、最近はそういう些さ細さいな変化を楽しみにするようになっていた。

「よぅ、今日も警備か」

　この人形の町に同居している不思議な存在が、伝法な口調で声をかけてきた。

　白くて、ふわふわとした細長い奇妙な生き物だ。

　頭に当たるであろう部分には、いちおう目鼻を示すらしい黒点、口元らしい部分からは煙草たばこのような物が伸のびていて、ゆっくりと煙けむりをくゆらせている。

　この「魔界」本来の住人であり、霧人や猫神たちの「お客」である「亜あ神しん」のひとりである。

「ああ、これはどうも。シガーさん」

　驚おどろきもせず、シュナイダー氏はＳＳの制せい帽ぼうを取って会え釈しやくした。

　いつもの時間通りだった。

「ここ数日、霧人が見えねえが、どうしてる？」

「ああ、わが作り主マイスターならご旅行です。想い人と二泊はく三日の」

「ほう、青春、って奴やつだねえ……どうだい？」

「いただきましょう」

　そう言って、シュナイダー氏が片手を軽く持ち上げると、その指の間に細長い、葉っぱを刻んだ物が現れ、それを薄うすい白紙がくるりと巻いて、細い紙巻き煙草が現れた。

　フィルターなどない、昔の煙草。

　口にくわえると、どこからともなく「しゅぱ」というジッポーライターの着火音がして、煙草の先せん端たんが赤く染まる。

　どういう原理なのかは判らないが、これがシュナイダー氏と「シガーさん」と呼ばれる亜神との間の「煙草のやりとり」であった。

　たっぷり肺に白い煙を吸い込み、はき出す。

　ふたり（？）分の煙が、夜の寝ね静しずまった町に漂った。




　数分の、心ここ地ちよい沈ちん黙もく。




「不思議な気がします」

　シュナイダー氏は、何とはなしに言った。

「こうしていると、この町も、私も随ずい分ぶん昔からこうして存在しているような気になってきますよ……いや、私のモデルになった人たちは、本当はこうやっている時間があったのかもしれない、ひょっとしたら私のような偽にせ物ものにも、そういう記き憶おくが受け継つがれていて、と」

「シガーさん」は答えない。

「所しよ詮せん、我々は作り物ですから、こういう考えそのものが我がマイスターの記憶の一部から偶ぐう然ぜん生み出されただけの事なのは判っているつもりなのですが……私は他に思考のやりかたを知りませんし」

　そこまで言うと、シュナイダー氏は消えかけた煙草をくわえ、深々と息を吸い込んだ。

　紫し煙えんが、夜の中を漂っていく。

　月すらない空。

　地上にある街灯の明かりはあまりに心細く、かつては時折点灯しては夜の空を彩いろどっていた空中母ぼ艦かんは、この前のアマノウキフネに絡からむ騒そう動どうで破は壊かいされてまだ、霧人の机の上で再建中だ。

　だから、町の上にはただの真っ黒な空間が広がっているばかりだ。
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「いいんじゃねえのかい」




　ぽつん、と「シガーさん」は言った。

「どこから来たのか、にあまり意味はネエよ。それよりも、これから何処へ行くのか、じゃねえのかな」

　ひと塊かたまりの紫煙を吐はきだして、夜空を見上げるように頭部（と思われる部分）を上に向けながら「シガーさん」は続ける。

「……俺なんぞは、誰が命じたのか、どうやって生まれたのかという記憶すらねえ。気がつけばこの格好でここにいたんだ。俺自身自分が神様に近い存在なのは知ってるが、何の神様なのかは判らねえ」

　だがよ、と「シガーさん」はいつまで経っても減らない煙草（らしきもの）をくゆらせながら続ける。

「だが、俺は神様になりたい。せめて、それの真似まね事だけでもしておきたいのさ」

　その、何を考えているか判らない無表情な顔（らしき部分）に、微び苦く笑しように似た物が刻まれたような気がして、シュナイダー氏は眼を凝こらした。

　やはり、その顔（らしき部分）に変化は無い。彼の気のせいらしかった。

「誰が命じたわけでもないし、望んでいるわけでもないかもしれねえ、だが、俺はそうするし、そうしたいと思う。こいつぁ、ひょっとしたら仏教の言うところの業カルマって奴かもしれねえがな…………お前さんも同じだ、業って言い方が悪ければ『性しよう分ぶん』ってやつさ」

「イソップ童話ですな」

　シュナイダー氏は薄く微笑ほほえんだ。

「サソリと蛙かえるか…………この前ココに遊びに来てた子こ猫ねこたちがそういう絵本、読んでたな」

「シガーさん」の声に軽い笑みが混じった。

「そうだ、性分って奴だ……うん、我ながら悪くない」




☆




　食事が終われば、自然と自由時間になった。

　カンナの兄の祐太朗は一いつ旦たんコテージに戻もどってレポートの作成に取りかかり、他の連中は三々五々に散っていく。

　幸い、というかそれを狙ねらってというか、コテージの周りにはほどよく暗くて、ふたりっきりになれる場所が幾いくつかある。

　そういう所では他のコテージから出てきたらしいカップルもまた、あちこちに見受けられ、何となく奥おく手てな者同士でも気が楽になるような空気が流れていた。

　とはいえ、ずぶの初心者となればまだまだ結構これでも辛つらい。

「…………」

「…………」

　手をつなぐわけでなく、かといって単独行動をとるでもない（というか取りたくない）、初うい々ういしいふたりがここにいる。

　垣華ユウと、山やま内うち霧人。

　つかず離はなれず、微び妙みような距きよ離りを置いたまま、ふたりは一見ノンビリと、実は互たがいの一挙手一投足をピリピリと意識しながら一いつ緒しよの夜道を歩いていく。

（まいったなぁ、こんなにカップルがいっぱいだとは……）

　ややもすれば少年に先行してしまいそうになるのを、何とか抑おさえてゆっくり歩きながら、ユウは少々困っていた。

（霧人、私が過度に誘さそってるとか思っていないだろうか？　いや、その、期待してないわけではないけど、でも、えーとしかし、何もないのを期待しているわけではないし、何かあって欲しいとは思うが、それには限度というか心の準備も必要なわけで……）

　珍めずらしくユウの思考は隙すきだらけで、千々に乱れている。

「あ、あのユウさん」

　不意に声をかけられて、ユウは我に返った。

　気がつくと思考に没ぼつ頭とうしていて、大分後方に霧人を置き去りにしていたらしい。

「あ、す、すまない」

　慌あわててとって返すと、ごく自然に少年の手を掴つかんで歩き始めた。

「ゆ、ユウさん?!」

　あまりのことに小声で話しかけた少年の声が裏返った。

「え…………あ！」

　自分のしたことに気づいて、ユウは慌てて少年の手を離した。

「す、すまない……つい」

「い、いえ……そ、その…………い、嫌いやじゃなかった…………っていうか、う、嬉うれしいです、ええ」

「い、いや、で、でも、その……」

「い、いや、あの、あー……」

　ふたりとも、立ち止まって黙だまり込む。

　視線を合わせてしまい、すぐに逸そらして、でも、ちらちらと相手の顔を見ながら、ちょっとうつむいて。

　もどかしいような、喋しやべらなくてホッとしたような、でもどこか急せかされているような、奇き妙みような時間が流れる。

　夜空の星がふたりを眺ながめていた。
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「静かだねえ」

　と、子猫が化けたゴスロリ少女（外見のみ）こと、アッシュブロンドのウコンが言った。

「だねえ」

　そう受けたのはプラチナブロンドのサコンだ。

　ふたり揃そろって、フローリングの床ゆかにぺたんと腰こしを下ろし、対戦式のカードゲームなぞで遊んでいる。

「霧人にーちゃん、どーしてるかなぁ？」

「そうだねー…………ねー、猫神様ぁ」

「んー？」

　応接間の四人掛がけソファに寝ねっ転がって、ぼんやりと天てん井じようを見上げていた猫神が、のろのろと起き上がる。

　霧人が居ないときの猫神は、大たい抵ていこのように自じ堕だ落らくで冴さえないことこの上ない。

「ねー、霧人にーちゃんがどーしてるか、見に行かないの？」

「だーめ」

　くすりと猫神は笑った。

「二泊はく三日、じーっと待つの。今回のは霧人のとっても大事な旅行なんだから」

「何で？」

「うーんと…………まあ、いい人生のパートナーを見つけられるかどうかがかかってるの」

「じんせいのぱーとなぁ？」

「？」

　首を傾かしげる二匹ひきに、

「まあ、あんたらも色気づいたら判るわよ」

　と、生まれて半年足らずの子こ猫ねこたちにそう言うと、再び猫神はソファに寝そべった。




☆




　ちりん。




　風が風ふう鈴りんを鳴らした。




　ユウの家、いつものプレハブ小屋には、「虎神さま」が居ない。

　そのせいか、三み毛け猫ねこ頭の「りり」も、黒くろ猫ねこの「くぅ」も何となく大人しく、今日は無言でぱちぱちと、例の送られてきたブロック玩具おもちやを組んでいた。

　どちらも人型のロボットであった。

「神様もユウも居ないから静かだね」

「そだね」

　窓辺にちょこねんとあぐらをかいた「とらたん」が、うちわで器用に自分を扇あおぎながら「おふたりがいないと、あなた達も静かですね」と顔の横に文字を浮うかべる。

「うん。相手が居ないとやんちゃしても楽しくないもの」

「そうだよねー」

　とアーミールックの二匹の子猫は互たがいに頷うなずく。

「つまんないなぁ」

「退たい屈くつだよねえ」

　言いながら、二匹はぱちぱちとスナップフィットのオモチャを組み立て続ける。

「早くふたりとも帰ってこないかなぁ」
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　ようやく、意を決してユウが切り出した。

「と、とりあえず、その先に海が見える所があるから、そこまで行かないか？」

「あ、は、はい」

　そのままふたりは無言で歩き、少し小高い丘おかの上に出る。

　緩ゆるやかな芝しば生ふの先に国道があって、そこから数メートル降りたあたりに海がある。

　珊さん瑚ご礁しよう独特のリーフなので、波は荒あらく、「遊泳禁止」の立て札もあるが、見る分には問題がない。

「…………」

　潮風に長い髪かみをなびかせながら、ユウは少し息をついた。

　その横に立って、霧人も夜の海を眺ながめる。

　海の彼方かなたには、沖おき縄なわ本島の明かりが見える。

　町の灯あかりではない。規則的な、赤っぽい光。

「あの方向だと、明かりは多分、嘉か手で納な基地の奴やつだな」

　ぽつん、と呟つぶやく。

「きっと、滑かつ走そう路ろだ」

「そうなんですか…………」

　こんな距きよ離りからでも基地の明かりが見えることに驚おどろきながらも、霧人は風に乗って流れてくる、ユウのファンデーションの甘あまい香かおりにどぎまぎした。

「霧人…………」

　潮風になびく髪を押おさえながら振ふり向き、ユウは心配そうに霧人を見やった。

「ひょっとして…………今回のこと、迷めい惑わく…………」

「なんかじゃないです！」

　思いっきり、力ちから一いつ杯ぱい。

　霧人は思わぬ大声を出して、慌あわてて口元を押さえた。

「あ、いえ、ち、違ちがいます…………じゃなくて、本当に、迷惑なんかじゃないです、その、男友達ってことで、僕を呼んでくれて、その……」

　息を吸い込んで、でも、大声にはならないように、聞こえるように。

「嬉うれしかったです、本当に！」

「…………ありがとう」

　にっこりと、ユウは微笑ほほえんだ。

　その笑顔が、少年の背中を押す。

「あ、あの…………ゆ、ユウさん」

　思わず一歩前に出ながら、たたみかけるように霧人は言葉を続けようとした。

「ユウで…………いい」

　少し、目元を赤らめながらユウ。

「あ、あの…………ぼ、僕前から、その……」

　霧人は、胸の中にずっとあった想いを口にしようとして、舌が引きつるのを感じた。

　ずっと色々考えていて、恐おそらくそうだと結論して、それでも疑って、考えて、さらに結論して、また考えて……その繰くり返しの挙げ句、ようやく決意した。

　色々と不安な要素はある。何しろ始めてのことだ。

　もしも、拒きよ絶ぜつされたらどうしようという恐きよう怖ふがある。

　ここまでいやがられてないのだから大だい丈じよう夫ぶだろう、という打算もある。

　だが、それよりも何よりも、何もかもを振り切って、有る言葉だけが揺ゆるぎなく、自分の内にあることを、少年はその純じゆん粋すいさで確信していた。

　そして、それを言わねば、何も始まらないし、終わらないと言うことも。

　何よりも、この想いを抱かかえるだけのまま、この少女と顔を合わせることは辛つらかった。

　ひょっとしたら、もっと辛いことになるかもしれないが、それはそれで構わない、と。

　だから、霧人はもつれる舌を叱しつ咤たして、

　逸そらしそうになる目をまっすぐに少女の顔に向けて、

　逃にげ出しそうになる足を踏ふん張ばって。

　言葉を口に乗せた。

「あ、あなたのことが、好きです！」

　その瞬しゆん間かん、びくっ、とユウの身体が震ふるえたように見えた。

　電でん撃げきで打たれたように。
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　少年の言葉が鼓こ膜まくを震わせる寸前、それが「来る」とユウは確信していた。

　絶対にその言葉を言おうとしているのだと、神様よりも確信していた。

　そして、少年は、まっすぐにユウを見つめ、両足を踏ん張り、絞しぼり出すような声で、言った。

「あ、あなたのことが、好きです！」

　瞬間、恐ろしく甘くて、恐ろしく切なくて、そして、今までに感じたことのないふるえが、少女の肢し体たいを貫つらぬいた。

　その瞬間、思わず長い脚あしから力が抜ぬけて、その場にへたり込みそうになるぐらいに。

「好き」という言葉は、日常耳慣れない言葉ではない。

　特にユウの年ねん齢れいの少女達は何かにつけてそれを口にする。

　でも、今聞いた「好き」は今までのユウの人生の中で、聞いたことのない別の音だった。

　どんな音楽よりも心ここ地ちよく、どんな言語よりも素直に耳に入ってきた。

　何よりも、こんなに嬉しい。

　そう…………嬉しい。

　自分の身体を貫いた感情の正体を知った瞬間、目の前がぼんやりと歪ゆがんだ。

　泣いている。

　流れているのは涙なみだだった。

　なんと、自分が泣いている。

　そのことが意外でもあり、また納得できることでもあった。

　ユウだって、そういう事の可能性を夢想しなかったわけではない。

　ただ、その時の彼女は「結構、あっさりと受けてしまうんだろうな」とぼんやり考えたに過ぎなかった。

　それが、現実はこうだ…………そのことも、何故か嬉しい。

　思わず口元を押おさえる。

　耳から入ってきた幸せが、口から飛び出さないように。

（何か言わなくちゃ）

　頭の中で、誰かが囁ささやいたが、言葉が浮うかんでこない。

　何か言わなければ。

　でも浮かばない。

　真っ白な頭の中で、ユウは少年を抱だきしめた。

　腕うでの中に、少年の体温を感じた瞬間、ようやく言葉が口から自然にこぼれ出る。




「私もだ、霧人…………！」







第四章・気配り子猫ズだったとさ
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　ユウの家のプレハブ。

　そうっと、二匹ひきの子猫は外に出た。

　三色三毛と、真っ黒い子猫……垣かきの華はな家の飼かい猫ねこ、「りり」と「くぅ」だ。

　人間形態ではなく、子猫そのままの姿である。

　そのまま、庭の片かた隅すみにやって来ると、そこで始めて空中に飛び上がり、一回転して人の姿になった。

「ふぅ」

「はぁ」

　溜ため息いきをつく二匹は、鏡写しのように揃そろって出てもいない額の汗あせを拭ぬぐう仕草をして、

「とりあえず、ここまで来ればいいよね」

「そだね」

　そう言い合うと、二匹は向かい合うようにして立ち、胸の前で右手の人差し指と中指を伸のばす「剣けん指し」の形に印を結んで何やら口の中でもごもご唱え始めた。

　すると、二匹の周囲に小さな光の粒つぶが漂ただよい始める。

　粒はやがてふたりの周囲を帯状にまとまりはじめ…………不意に消えた。

「あうー」

「失敗だー」

　がっくりと二匹はうなだれる。

　と、そんな三色メッシュの髪かみをした「りり」の脚あしを、妙みように丸っこい手がつんつんと突つっついた。

「ん？」

　と「りり」が視線を落とすと、ソコには二頭身の虎とら型ソフビ人形「とらたん」が「やあどうも」と片手を上げて立っていた。

「わ！」

　思わずコケる「りり」。残った黒くろ髪かみの「くぅ」も驚おどろいて目を丸くする。

　二頭身のソフビ人形は「いったいなにをなさっているのですか？」と頭の横に文字を浮うかべた。

「あ、いやーあはーはー」

「ははははー」

　と子猫二匹は頭を掻かいて誤ご魔ま化かそうとする。

　そんな猫耳少女たちを叱しかるでなく、怒おこるでなく「とらたん」は「術の訓練ですか」とまた文字を浮かべる。

「そ、そうなんだ、じつわー」

「えーと、か、神様帰ってくる前にちゃんとおさらいしないと……」

　じーっと思いつくままの言い訳を下手に並べ立てる二匹の子猫を馬ば鹿かにするでなく、怒るでなく「とらたん」はただじっとその話を聞いていたが、「では、お手本をみせてあげましょう」と言いだし（書き出し？）た。

「え？」

「え？」

　顔を見合わせる「りり」と「くぅ」に「では、場所はランダムでいいでしょう。三十分経過したら自動的に家に帰ってくるようにしますから」と説明すると、「とらたん」はどこからともなく、紙を円えん錐すい状じように曲げたような帽ぼう子しと、ペン型の指示棒にしか見えないモノを取りだした。

　ひょい、と手首をスナップさせた様子もないのに指示棒が伸びて、空中に円を描えがくと、それだけでまばゆい光が現れた。

「え？」

「え？」

　まだしっかりと状じよう況きようを理解できない「りり」と「くぅ」の身体がすうっと浮かんだ。

「え？」

「え？」

　状況を理解できないまま、二匹の子猫は、「とらたん」の頭上に描かれた輝かがやく円の中にひょいひょい、と放り込まれて消えた。

　もう一度、「とらたん」が指示棒を動かしてくるりと円を再びなぞると、光り輝く円は消え去った。

　ひょい、と肩かたをすくめると、「とらたん」はいつの間にか帽子と指示棒を何処かに片付けて、トコトコとプレハブに戻もどっていった。
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　そしてほぼ間かん髪はつ入れず、ある茂しげみの中に光り輝く円が現れ、二つの影かげをぽんぽん、と空中高くはき出すとかき消えた。

「わわっ！」

「とっ！」

　人型とはいえ元は猫ねこ、いきなり空中三メートルの位置に放り出されても、くるりと一回転して「りり」と「くぅ」は地面に降り立った。

「あーびっくりした」

「驚いたー」

　などと安あん堵どの溜息をついていると、背後にがさごそという気配を感じて、三色メッシュの「りり」が振ふり向いた。

「くぅ」と顔を見合わせると、双そう方ほう頷うなずいて再び空中で一回転する。

　ただの子こ猫ねこの姿になると、二匹ひきはそそくさと茂みの隅すみに隠かくれた。

「ちょっとズレちゃったねえ」

「仕方ないよ、始めて使う術だもの」

　と言いながら茂みをかき分けて現れたのは、猫耳を生やし、ゴスロリ衣装に身を包んだ「ウコン」と「サコン」である。

「霧きり人とにーちゃんの居場所は…………と、たぶん、あっちだね」

「そうだね」

　と頷うなずき合うと、二匹はすっとかがみ込んだ。

　瞬しゆん時じにこちらも灰色と白の毛をした元の子猫になる。

　とててて、と「りり」と「くぅ」が茂みの隅から出てきた。

「あー」

　猫の姿のまま、三み毛け猫ねこ頭の「りり」が話しかけた。

「ひょっとして、ウコンとサコン？」

　灰色子猫の「ウコン」が驚いたように「りり」を見つめた。

「お前…………『りり』に『くぅ』なの？」

　四匹の子猫は、ひょいと後ろ足だけで立ち上がると、とてとてと歩み寄った。

　それから一様に首を傾かしげて、一いつ斉せいにこういった。

「…………何で喋しやべれるんだ？」
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　外から霧きり人ととユウが帰ってくると、他の面子もコテージに戻っており、一いつ緒しよにトランプゲームなんぞに興じていた。

「あ、僕も交ぜて」

「私も」

　さりげなくつないでいた手を離はなし、ふたりもその輪の中に加わる。

　ゲームは定番の「ババヌキ」だが、ジョーカー無しで、カードを一枚抜ぬいておくタイプ。

　意外と白熱して、二ゲームもやると「取り敢あえず一時休きゆう憩けい」という事になって、飲み物が回される。

　たまたまトイレに立った霧人に栄えい賢けんもくっついてくる。

「どーやら、イイコトあったみたいだな」

　トイレから出てきて入れ替かわろうとする霧人にさりげなく、小声で栄賢が言った。

「え？」

「外から帰ってきたとき、手ぇ繋つないでただろ？」

「…………」

　てっきり見られてないと思いこんでいた霧人は、見るからに体育会系の友人の意外に細やかな観察眼に驚おどろいた。

「告白コクったんか？」

「い、いやあの…………」

　どういえばいいのか判らず、ただ霧人は頷いた。

「で、ＯＫか…………おめでとさん」

　にこっと笑って栄賢はトイレに入った。
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「…………」

　そんな光景を窓の外から眺ながめていた子猫四匹はそっとその場を離れて近くの茂みに隠れた。

「どーする？」

　三毛猫の「りり」が言う。

「どーする、って言っても…………なあ？」

「ウコン」が猫ねこの姿のまま、腕うで組ぐみをして考え込んだ。

「まさかそっちが虎とら神がみの巫女みこさん家だったとはなぁ……」

「そっちこそ、まさか猫神様の所とは…………」

　子猫たちは思案投げ首で溜ため息いきをついた。

「あたしら考えるの、苦手なんだけどなあ」

「僕たちだって苦手だよぉ…………」

　また溜息。

「それよりも、霧人にーちゃんとユウねーちゃんだよ」

　珍めずらしく灰色猫の「サコン」が意見を言った。

「どうする？　あのふたりに知らせる？」

「良い雰ふん囲い気きだったよねー…………」

　しみじみと黒猫の「くぅ」が呟つぶやいてしょんぼりとうなだれる。

「知ったらあのふたり、どーするかな？」

「戦うと思うよ、それでも」

「戦うの？」

「うん、虎神の巫女さんたちに対して、霧人にーちゃん怒おこってるから。『何で邪じや魔まばっかりするんだ』って」

「ウチのほうだっていい顔してないよ…………」

　どうやら子猫たちは自分達の関係よりも、それぞれの主が敵対関係に有ることのほうが重要らしい。

「もしも、ふたりが相手の正体を知ったら……」

「やだなあ」

　頭を振ふりながら、心底嫌いやそうに「りり」。

「くぅ」も頷うなずいて、

「あたしたち、あのふたりが居なければ死んでたし、恩があるし…………何よりも幸せになって欲しいもん」

　ウコン、サコンも同意の頷きを返した。

「そうだよね」

「うん」

　四匹ひきは愚ぐ痴ちとも相談ともつかない話し合いを続けるしかない。

　とはいえ、こまっしゃくれた所があるにせよ、うまれてせいぜい半年の子猫たちに、すぐに出てくる知ち恵えがあるわけではない。

　焦あせりまくった、数分間の沈ちん黙もくが流れる。

「そだよね…………でも、こういうの、『虎神さま』に相談できないし」

「ウチだってそうだよ…………猫神様に言えたモンじゃない」

「そうだ、秘密にしよう」

　不意に「ウコン」が結論らしきものを口にした。

「このことを知ってるのは、幸い僕たちだけだし…………僕らが黙だまっていれば大だい丈じよう夫ぶ」

「あ、そーか！」

　ぽにゅ、と肉球のある掌てのひらを打ち合わせて、「りり」が頷く。

「でも、どうする？　戦いになったら？」

「サコン」が疑問を口にする。

「その時は僕たちが頑がん張ばるしかないよ」

「どうやって？」

　その答えは「くぅ」が出した。

「……ドジっ子になればいいんだ。ほら、オレ達まだ子猫だし！」

「そうか、俺達がドジった振りをして……」

「それだ！」

　ぽにゅっと掌を打ち合わせて「サコン」の顔がぱあっと明るくなる。

「でも、怒られるよ？」

　答えを口にした「ウコン」がそうなったときの可能性を口にした。

「怒られるぐらい、何だい！」

　と「りり」が言い、残り三匹の顔を見み渡わたす。

　どの顔も「うん」と頷いた。

「じゃあ、頑張って戦せん闘とうが酷ひどいことにならないようにして、このことは秘密にする、いい？」

「おーけい！」

「うん！」

「判った！」

　こうして、誰も与あずかり知らぬ場所で、子猫たちの結束が固まったのである。

「じゃ、俺たちそろそろ時間だから」

　と、体内時計で「とらたん」の言う「時間」が来たことを察知した「りり」と「くぅ」が普ふ通つうの子猫らしく四本脚あしの体勢になると、「ウコン」と「サコン」も「じゃあ、僕らも」と帰る準備を始めるべく別の茂しげみの中へと走り出す。

　最後に四匹は足を止めて、離はなればなれに暮らす兄妹（あるいは姉弟）の姿を見やると、それぞれ別の方向へと走り出した。
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「でね、振り向くとソコには…………」

　絶ぜつ妙みようの間をおいて、ユウはこっ、と首を微び妙みように嫌な角度に曲げて、




『こっちへ、おいでぇええええ』




　と地の底から響ひびくような声を出した。

「きゃああああ！」

「はひいいいいいっ！」

　桂かつら木ぎカンナと胡ご屋や秋あき保ほが悲鳴を上げて耳を押おさえる。

「い、いきなり大声上げるな！　心臓に悪いっ！」

　ユウの怪かい談だん話ばなしよりも、少女二名の悲鳴のほうがショックだったらしく、縞しま袋ぶくろ栄賢が声をあげた。

「いやー、やっぱ怪談話はユウのに限るわねー」

　文芸部で元からホラー小説が好きな五ご屋や静しず香かが「いいもの聞かせて貰もらったわ」という風にうんうんと頷うなずく。

「こわいよーこわいよー」

　秋保は備品である大きなクッションを頭からかぶり、

「やっぱ怖こわい～」

　カンナはと言えば雄ゆう介すけにしがみついている。

「はいはい、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　と子供をあやすようにカンナの頭を撫なでてやる雄介の顔はどこか満足そうだ。

「いやー、観客が多いとやり甲が斐いがあるな、うん」

　あはは、と快活に笑いながらユウは首を微妙な角度に曲げたときにずれた眼鏡を直した。

「…………」

　霧人は別の意味で驚おどろいている。

「ユウさんって、怪談話も上手うまいんですね……」

「あ、まあな。こう見えても以前はお化け屋や敷しきでアルバイトとかしてたから、タイミングを掴つかむのは上手いんだ」

　少し照れながら、少女は紙コップにコーラを注いで口をつけた。

「か、怪談話ってのはタイミングさえ掴めればいいんだ、うん」

「あ、ユウが照れ……」

　すかさずクッションの中から秋保がツッコミを入れようとするのを、玉たま記き真ま弓ゆみが口を塞ふさいで止める。

「ささ。秋保、女子は女子で話し合おうか」

「ほがー、ほごごごごご、ふごぅー」

　ずるずると、真弓は秋保をクッションにくるむようにして引きずってコテージの奥おくへと引っ込む。

「じゃ、じゃああたし達も……」

　と、雄介の腕うでにすがるようにしてカンナが立ち上がった。

「あ、こ、こら、ナニ気を遣ってるんだ！」

　慌あわてて赤くなったユウが引き留めようとするが、全員「ほいじゃ、頑がん張ばって」と謎なぞの言葉を残して去っていく。

　そんなわけで、ふたりはコテージに残されてしまった。

　深夜も近いのもあって、妙みようにしん、と静まりかえっている。

「ま、まったくみんな変な気ばかり遣う」

「ほ、本当だね」

　などと、ふたりは並んで座ったまま、視線もあわせきれないで、ただただ、言葉を紡つむごうと努力した。

「で、でもほ、本当にユウさんはお話、上手いんですね」

「い、いや、あの、か、怪談話だけは、自信、あるんだ……」

「あの、今まで、どんなアルバイトをしてきたんですか？」

「その……大したことはしてない。せいぜいが、コンビニの店員、ウェイトレス、本屋の店員に新聞配達、ビラ配り、あと短期で年賀状の仕分け……ぐらいかな」

「……凄すごい」

「凄くなんかないよ」

　ま、同年代の連中よりは多いかもしれないが、とユウは笑った。

「たかがバイトだし…………それに、大して稼かせいでるわけじゃないしね」

「そんなこと、無いですよ…………僕なんか、アルバイトなんかしたことないし」

「へえ？　そうなんだ……親が許さないとか？」

「考えたこと、無かったんです…アルバイトしよう、なんて…………ユウさんはどうして？」

「ああ、自分の自由になるお金が欲しかったんだ…………将来のこともあるし、あんまり親に頼たよってばかりだと良くない、って思ってさ」

「…………偉えらいなあ」

　溜ため息いき混じりに霧人。

「い、いや偉くなんかないって！　働くの、好きだしさ」

　あははは、とユウは笑い声をあげた。

「別にアルバイトするのが偉いワケじゃないよ。バイトで稼いで無む駄だ遣づかいする奴やつもいるし」

「でも……やっぱり、広い世界を見ないといけないような気がするんです」

　何となく、思い詰つめたように霧人がユウを見た。

（あ、真面目に思ってるんだ）

　そう思うと、ユウは少し考え、慎重に言葉を選んだ。

「まあ、そいつは必要かも、な」

　でも、あまり無理はしない方が良い、と続けようとして、ユウは止めた。

　まるっきり同じ台詞せりふを、最初のアルバイトを決意したとき、母親に言われて、酷ひどく腹が立ったことを思い出したのだ。

　軽い気持ちで「働こうと思う」と言ったとき、ユウの母親は正直、あまりいい顔はしなかった。

　今から思い返せば、親にしてみれば「不自由させているわけではないのに」という気持ちもあったのだろうと理解できるが、あの時は自分の決意を軽く見られているような気がして、憤ふん慨がいしたモノだ。

　それに、自分がアルバイトをしてる、ということも少しは少年に影えい響きようを与あたえているのだろうか、と思うと嬉うれしくもある。

（でもまあ、それで一いつ緒しよの職場とかだったら面白いかもな）




　たとえば本屋。




『ユウ、発送伝票ってどうやって読むの？』

　書店のエプロンをつけた霧人が、伝票を挟はさんだボード片手に聞いてくる。

『ああ、それなら簡単だ、ここが発売月、これが発注数、こっちの手書きが予約注文数、何も書いてないのは予約がなかった、ってこと』

『なるほど』

　そして、顔を見合わせて微笑ほほえみ合うのだ。




　たとえばファーストフード。




『えーとバンズは三十秒で、ミートが片面一分…………ってことは』

　エプロン姿の霧人が、マニュアル片手に思案している。

『三十秒刻みでタイマーを見れば良いんだ。ちょうど二分で一個、って』

『なるほど…………』

　尊敬の眼まな差ざしでユウを見る霧人に、少女は照れてそっぽを向く。




　たとえば…………




　はっ、とユウは我に返った。

（な、何考えてるんだ私は！）

　慌あわてて頭を振ふる。

（これじゃまるで恋こい人びととのデートの妄もう想そうに耽ふけってる馬ば鹿か女子高生そのものじゃないか！）

　これじゃまるで、も何も、そのまんまである。

「どうしたの？」

　急に頭を振って苦い顔になった少女の顔を、霧人が心配そうに覗のぞき込む。

「い、いや何でもない。ほ、ほら夜も遅おそいから、ちょっと眠ねむ気けが…………大だい丈じよう夫ぶ、今のでピークは過ぎたから」

　あははは、と笑ってユウは誤ご魔ま化かした。

「あの…………辛つらいなら、もう今夜は」

　少年は気を遣ってくれた。

「あの、明日もあるし…………」

「いや、いいんだ」

　少女は、自分でも驚おどろくほど優しく微笑んだ。

「もう少し…………もう少し、君と話していたい。霧人は大丈夫か？」

「い、いえ…………全然！」

　思いっきり力をこめて答えてしまい、少年は恥はずかしげに目を伏ふせた。

「良かった…………じゃあ、いろんな事を聞かせてくれ。君のことを」

「じゃあ、ユウさんのことも聞いて、良いですか？」

「構わない…………だが、ひとつ、その前に頼たのみがあるんだが？」

「？」

　にっこりとユウは深く微笑んで、

「ユウさん、は止めてくれ。ユウ、と呼んで欲しい」

「…………」

「ダメか？」

「いえ…………」

　少年はぐっと顎あごを引いて覚かく悟ごを決め、まっすぐにユウを見つめると、それから口を開いた。

「じゃあ、…………あの、ユウ」

「なんだ、霧人？」

「あなたのことも、教えてください」

「判った」

　そして、ユウはちょっとだけ霧人の側に身体を近づけ、床ゆかに置かれていたその手に、自分の手を重ねた。
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　並んで座った少年と少女の手が重なった。

「よし、そこだ、いけーっ！」

　押し殺した小声で、胡屋秋保は言いながら拳こぶしを握にぎりしめた。

　コテージのリビングが見える、茂しげみの中である。

　片手にオペラグラス、足下には蚊か取とり線せん香こうという沖おき縄なわの夏に対応した「覗き」スタイルである。

「ユウ、いくのだーっ！　おっしたっおせっ！　おっしたっおせっ！」

「あんたねえ…………」

　携けい帯たい型がたの防虫マットを手首に巻いてもよってくる蚊に閉口しながらも、五屋静香はそれ以上に妙みようなエキサイトぶりを発揮している友人に突っ込まずには居られなかった。

「ユウも山やま内うち君もそういうキャラじゃないでしょうが」

「なーに言ってるの！　夏なのよ！　人里離はなれたコテージなのよ！　ぎらぎら輝かがやく太陽！　白い砂すな浜はまにドッキリ水着、夜ともなればしんしんと静かな海鳴りが遠く…………そこへふたりっきりの夜！　おじゃま虫はどこかへ消え、フラッシュバックする昼の記き憶おく、そして今、ああ今なのです、触ふれあう手と手、通い合う体温、そうなれば、そーなれば！　後は決まってるじゃないの！」

「秋保、あんた文芸部ウチに来たら？　いいポエマーになれるわよ」

「そのうち考えとくわ……で、今がそのタイミングなのよ！　ほら、絶対ユウって姐あねさん女によう房ぼうだし、山内君奥おく手てだし、となれば、あれよ、この前静香の貸してくれた本にあった『誘さそい受け』じゃない！」

「盛大に間ま違ちがってる」

「細かいことはいいのよ…………お！」

　冷静な静香のツッコミをにべもなく一いつ蹴しゆうし、再び秋保は、親友の恋こいの行方にぐっと拳を握りしめ、オペラグラスに集中した。

「ど、どうしたの？」

　慌あわてて静香も自分のオペラグラスを取り上げる。




　こういう状じよう況きようのふたりを、古い日本語で「同じ穴の狢むじな」という。
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　さて、同じ頃ころ。




　神様でもお腹は空くものです。

「お腹すいたなぁ……」

　と少女神は薄うすい腹部に手を当てました。

　かつての姿なら、海の中にいる全ての者が彼女の食物であり、それを阻はばむ者はどこにもなく、「飢うえ」というものとは無む縁えんだったのですが、この姿になる際に人の食べるものと同じモノを、と作り替かえてしまっています。

　また、今の精神こころでは、好き勝手に人間を襲おそう、という事などできるはずもありません。

　トボトボと、少女神は何処どこまで続くのかよく判らないアスファルトの道を歩いていきます。

　遙はるか彼方かなたにヘリの飛行音と、それらしい小さな光が見えましたが、よもやソレが自分を捜そう索さくしている対地攻こう撃げき用の軍用ヘリだとは…………いえ、「軍用ヘリ」そのものの存在を少女神はまだ知らないのでありました。







第五章・神様転がり込んだとさ
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　妙にそわそわする朝が来た。




「…………」

　ひとり暮らしの時間の多い山やま内うち霧きり人とにとって、誰に起こされるでもなく、目が覚めるなんてことは別に珍めずらしくはない。

　だが、こんなに朝が待ち遠しいのは初めてと言えた。

　コテージのベッドの上、少年は起き上がって数分、まだ予定の時刻まで三十分以上あることを教えてくれている目覚まし時計を眺ながめていたが、そのうち、二に度ど寝ねするよりも、この朝の空気を吸いたいと思って着き替がえることにした。

　汗あせを吸ったバミューダとＴシャツを脱ぬいでジーンズと別のＴシャツに着替える。

　念のため、携けい帯たい電話は持って行くことにした。

　与あたえられた個室を出ると、まだ、誰も起きていないらしく、静かなコテージの空気が心ここ地ちよく出で迎むかえてくれた。

　誰も起こさないようにと足音に注意しながらそっと一階に下りて、スニーカーを履はいた。

　オートロックのドアだが、鍵かぎはひとつしかないし、コテージ内にも人がいるので大だい丈じよう夫ぶ、とそのまま外へ出る。

　沖おき縄なわの朝は遅おそい。

　五時頃はまだ暗く、それだけに空気がシン、と清らかに張はり詰つめていて、それがまだ眠ねむりの余よ韻いんの残る身体に染みこむようで、何とも言えないいい気分にさせてくれた。

　砂利の敷しき詰められた道を歩いて、他のコテージを眺めながら、霧人は昨日、ユウと一いつ緒しよに夜の海を見たあの小高い丘おかまで行ってみる。

　夜はユウと一緒と言うことで気づかなかったが、結構キツイ傾けい斜しやと高さがある場所だ。

　歩きながら思わず霧人は苦笑した。

　自分は結構現金な人間らしい。

　しかも、昨日の事を思い出しただけで、妙みように足取りが軽い。

（まさか、昨日みたいにユウさんが居るわけでもないのに）

　丘を越こえた瞬しゆん間かん、少年の脚あしが止まった。




　垣かきの華はなユウが、そこにいた。




「え…………」




　霧人が思わず息をのむと、ウィンドブレイカーにスパッツという出で立ちの少女が振ふり向いた。




「…………？」




　心底驚おどろいた顔で、少年を見つめる。




　海鳴りの音がヤケにはっきりと霧人の耳に響ひびき、それが幾いく度どとなく繰くり返され、思わず意識がそちらに逃とう避ひしそうになるのを、何とか押おさえた。

（何か挨あい拶さつしなくちゃ）

　色々な言葉が、映画、漫まん画が、テレビ…………今までに見聞きした「こういう場合」の例が脳の中を駆かけめぐる。

　だが、どれもこれもこの場には相応ふさわしくない気がした。

　少なくとも、自分には似合わないし、口にしたいと思うような台詞せりふでもない。

　考えに考えて、ようやく、少年は口を開いた。

「お、おはようございます」

　笑みが、自然に浮うかんだ。

　ユウの顔にも、笑みが浮かぶ。

「あ…………お、おはよう」




　何とも平へい凡ぼんで、だけど必死に考えた挨拶を、ふたりはようやく交わした。
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「まだ準備は整わないのか！」

　ジョナサン・Ｍ・Ｙ・サルガッスセ・マーシュは、その、まるでハンサムなサメのような容よう貌ぼうとは裏腹に、滅めつ多たなことでは怒おこらない男である。

　その彼の怒ど号ごうに、彼の御ご座ざ船ぶねであり、「教団」の象しよう徴ちようでもある真紅の豪ごう華かクルーザー「ルルイエ」の中にあるオペレーションルームのスタッフたちは内心冷ひや汗を掻かきながら己の仕事を黙もく々もくとこなし、マーシュの怒号を真っ向から浴びた戦せん闘とう指揮官は「しばしお待ちを」と苦しい声で答えるのみだ。

「準備にはあと十分ほどかかりますので」

「…………」

　なおも何か言いかけ、マーシュは自分が我わが儘ままを言っていることに気づいた。

「済まない、私も苛いら立だっているようだ」

　穏おだやかな声に、明らかな安あん堵どの空気がオペレーションルームに漂ただよう。

　彼はすでに教団内で言うところの「第六段階」…………つまり、あと数年経過すれば「母なるダゴン」の御み許もとへと全ての煩ぼん悩のうを捨て去り、永遠の命を得て肉体そのものが変化してはせ参じることが出来る、という大変羨うらやましくも素晴らしい段階の手前に来ているのだ。

　だから、滅多に感情が動くことはない。

　儀ぎ式しきの時以外、ここ十年ほどヤケに離はなれてしまった両眼を適当に空中に泳がせながら、分厚い唇くちびるを半開きにして、まるで金魚のようにぼうっと過ごすことが大半である（もっとも、これは彼一流の韜とう晦かいの技であったが）。

　が、今回の「儀式」によってそれは一変した。

　無理もない。あの「大儀式」は数千年に一度の星辰を待ちに待って行った、悲願とでも言うべき儀式であり、やり直しの利かない事なのだ。

　そして、儀式が見るも無む惨ざんな「失敗」に終わってから数分後より、マーシュはそれまでの半死人状態をかなぐり捨て、十年ぶりに自ら御座船である大型クルーザー「ルルイエ５」に乗り込み、陣じん頭とう指揮を執とってあの儀式で呼び寄せられたことになっている「あのような存在」の捕ほ獲かく、もしくは抹まつ殺さつを命じた。

　数千年の悲願の末に現れたのが「あのような」存在だということは、儀式そのものが、いや、教団そのものが間ま違ちがっていたことになる。

　何が何でもあれを捕獲、もしくは抹殺して、教団員たちが恐きよう慌こうに陥おちいらないようにせねばならない。

　数千年をかけて世界のあらゆる所に浸しん透とうした教団のメンバー達は即そく座ざに動いた。

　儀式を行った島には瞬またたく間に数千人の兵士が上陸して掃そう討とう作戦を展開、だが相手はそれをくぐり抜ぬけ、何と海に逃にげた。

　船でさえ、広大な海では見失ったが最後、発見するのは難しい。

　まして人間サイズともなれば、それが如何いかに超ちよう絶ぜつ的な事であるかは、多くの海難事故の犠ぎ牲せい者しやが漂ひよう流りゆうの後に救助された場合、大たい抵ていのマスコミが「奇き跡せきの生せい還かん」扱あつかいをすることを見ても明らかだ。

　しかも相手は「見つけて欲しくない」のである。

　が、彼らは人工衛星を使った位置測定、海中のソナー及および数々のハイテク、ローテクを駆く使しして遂ついに「それ」が何処に逃げ込んだのかを知った。

　東洋の島国、日本の片かた隅すみにある小さな小さな島。

　最近リゾート施し設せつがようやく整って本格誘ゆう致ちが始まっているものの、未いまだに「穴場」扱いされているマイナーな場所である。

　それは、却かえって都合が良かった。

　多少の「荒あらっぽいこと」をしても日本政府が動くまで時間がかかるし、アメリカ軍は「侵しん略りやく行こう為い」でなければ動かない。

　また「教団」の力は各国の軍部にも深く食い込んでいた。

　そんなわけで、二十時間以上も前に、事前の交こう渉しようは終わっていて、これから「太平洋一帯を荒あらし回っている海かい賊ぞく達の戦い」が行われ、付近住民は残らず待たい避ひするように、との通達が回る筈はずだ。

　実際の戦闘には間に合わないかもしれないが、それはその国の政府機関の処理能力の問題で、彼らの与あずかり知る話ではない。

「出動準備、整いました」

　作戦指揮官の声に、マーシュは優ゆう雅がに頷うなずいた。

「よろしい、ではこれより作戦を開始する」

　作戦指揮官はローマ皇こう帝ていに対する百人隊長のような態度で一礼すると、ヘッドセットに向かって、今までとは打って変わったコックニー訛なまりのキツイ英語で怒ど鳴なった。

「クソッタレ共、○○○○の時間は終わりだ！　○○○○な×××の小こ娘むすめにお前達の手に持った武器で×□△××してやれ！　いいか！　俺たちの得意なことは何だ？　…………そうだベトナムの勇士達のように○××、○××、○××、○××！　しかる後にフルオート！　判ったかクソッタレ共！」

　その装着されたヘッドセット越ごしに「サー・イエッサー！」の怒ど号ごうにも似た大声が聞こえてきた。

「よし、少しはしゃんとしているらしいな！　いいか、筋金の入ってない××××野や郎ろうはジジィの×××をシャウトさせるぞ！　逃げる奴やつは寝ねたきりのジジィに××××させるからそう思え！」

　その下品きわまる言葉に、思わずマーシュは顔をしかめたが、これもまた必要な「軍隊用語」であることは知っていたので、何も言わずに専用のイタリア製の革かわ椅い子すに深々と腰こし掛かけた。

　中央の大モニターには、「ルルイエ」や、その随ずい行こうをしている教団保有のヘリ母ぼ艦かん（表向きは輸送船）の甲かん板ぱんから次々と飛び立つ軍用輸送ヘリが朝日に逆光となって映っている。

　もしも教団の広報部がここにいれば、ベストショットを撮とりにオペレーションルームの外へと走っているだろう。

　今回動員されている兵士の数は三百名以上…………一個大隊だ。

　これでも駄だ目めな場合、あるいは相手が援えん軍ぐんを呼んだ場合は、この「ルルイエ５」の装備が日の目を見ることになる。

「…………それも、また良いかもしれんな」

　その装備の概がい要ようを思い出し、それがまだ実戦に使用されていないことを思い出したマーシュは、揺ゆらいでいる教団を立て直すためのシンボルとして、その装備を利用するという手を真しん剣けんに検討し始めていた。
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　何となく、道路に降りて、あの海の近くまで行ってみようか、ということになった。

　そうなると、コテージの周囲に張はり巡めぐらされた塀へいを乗り越こえるか、それとも門から出てぐるりとこのコテージ集落を半周するか、という事になる。

　いつものユウなら一も二もなく「塀を乗り越える」なのだが、何となく今日は「じゃあぐるりと半周」という選せん択たく肢しを取った。

　三十分ほどかけて、コテージ集落から出て塀沿いに半周。

　それから階段を下りて砂すな浜はまに出る。

　潮風は心ここ地ちよい冷たさと、激しさでふたりを出で迎むかえてくれた。

　髪かみの毛を押おさえながら、ユウは静かに微笑ほほえみながら波打ち際を歩いていき、霧人もその後を追う。

　何も言わないでも、波の音、風の音がふたりを包んで、結びつけてくれていた。

　やがて、朝日が水平線に昇のぼり始める。

　ふと、脚あしを止めてユウと霧人はその朝日を見つめた。

　ゆっくりと朝日は海の彼方かなたから顔をだし、じっくりと、しかし確実に全身を現し始めた。

「じゃあ、行こうか」

　ユウの言葉に、霧人は頷いた。

　その頭上を物もの凄すごい爆ばく音おんを立てて、ヘリコプターが通り過ぎる。

「なんだ？」

　あまりに無ぶ粋すいな闖ちん入にゆう者しやに、ユウが顔をしかめる。

　ヘリは、一機だけではなかった。

　それからさらに四機…………いや、六機、立て続けに通り過ぎる。

　川かわ崎さき興業がヨーロッパ共同体のＤＡＳＡ（ダイムラー・クライスラー・エアロスペース）と共同開発した双そう発はつ汎はん用ようヘリコプター、カワサキＢＫ１１７だが、ユウにも霧人にもそこまでは判らない。

　どれもこれも、素人のユウが見ても明らかに武装ヘリと判るような銃じゆう身しんを何本も束ねたような銃じゆう器き類を横っ腹から突つき出し、中には機体の下に何本もロケットだかミサイルだかを納めているらしい筒つつ状じようのパーツをつけている。

「…………とうとうキタの国でクーデターでも起こったのか？」

　首を傾かしげたが、よく見ればその機体にはアメリカ軍の所属を示すあの白い星がない。

「…………？」

　横を見ると、霧人も首を傾げている。

「武装ヘリなのに、所属マークがタコのマークだけって…………？」

　と呟つぶやいていたのだが、それはヘリの羽音にかき消されて聞こえなかった。
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「こちら、マッドリーダー、各機に告げる。母艦からの通達によると、標的の外見は十三歳さい、濃のう紺こんのローレグのワンピース水着を着用、頭部には翼つばさの生えたタコ型の帽ぼう子し、魚に手て脚あしを生やしたような生き物と一いつ緒しよに行動中」

　各かく戦せん闘とうヘリの操縦士パイロツト、銃座要員ガンナーに対して、隊長機からの通信が入った。

「各機に装備された例の『レーダー』の調子はどうだ？」

「二号機、問題ありません」

「三号機、今のところ壊こわれた様子もないッス」

「四号機、未まだ壊れてません」

「五号機、同じ」

「六号機、問題なし」

「了りよう解かい、コレより散開し、段階的に相手のいる場所を探っていく。相手にも二本の足がついてる以上、誤差は仕方がないが、検査範はん囲いが百メートル単位以下にならない限り、発はつ砲ぽうするな」

「了解」
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　何となくヘリの登場で「帰ろうか」とどちらからともなく言いだして、ユウ達はもと来た道を戻もどることにした。

　道を半ばまで引き返してきたとき、不意に霧人の携けい帯たい電話が鳴り響ひびく。

　少年はジーンズのポケットから携帯電話を取りだして、相手とひと言ふた言会話を交わした後、済まなさそうにユウの方を見て、

「あ、ユウさ……じゃなかった、ユウ、先に行っててくだ……先に行ってて」

　まだ敬語が抜ぬけない霧人の対応にちょっと微び苦く笑しようを浮うかべながら、ユウは「ああ、いいよ」と少し歩く速度を加減しながら先行して歩き始めた。

　このことが、後々深刻な状じよう況きようを招き入れることになろうとは、まさに神ならぬユウは思いもしない。
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『どうしたの？　猫ねこ姉ねェ』

　電話の向こうの霧人の声に対し、「猫姉ェ」こと猫ねこ神がみは済まなさそうに、

「どうもね、今朝から妙みような感じがソッチの居る方角からするのよ」

『妙な感じ？』

「正確には昨夜からなんだけど、どうも妙な神気がこっちに向かっているというか、向かっていたというか、って感じで…………何か、変わったこと起こってない？」

『…………』

　普ふ通つうなら笑い飛ばすか、イライラと叱しかりとばされるような話であるが、何しろ神様の端はしくれの言葉であるし、しばしばこういう言葉が的中して、難を逃のがれたことのある霧人は、電話の向こう側で考え込んだようだった。

『今のところ、ないなあ……せいぜい、変な軍用輸送ヘリが飛び回ってるぐらいで』

「まだ何が起こる、ってあたしも理解してるわけじゃないから、このまま何も無いのかもしれないけれど…………取り敢あえず、そっちの部屋は個室？」

『そうだけど？』

「じゃあ、術式使ってそっちの部屋に非常用装備、送っておくわね」

『非常用装備、って憑体よりしろ、もう直ったの？』

　この前のアマノウキフネ騒そう動どうで、多少調子がおかしくなった霧人の憑体は、現在補修に出しており、最低でもあと一週間は返ってこない筈はずだから、声に驚おどろきが混じる。

「憑体じゃなくて、巨きよ大だい化かするブロック玩具を使った『道具』の一種よ。作り込めば作り込むほど高機能になるのは模型と一緒」

『へえ…………』

「いつもの装備が返ってくるまでの、代車みたいなもんだけど、大たい抵ていのトラブルには対応出来ると思うから」

『あ、う、うん…………』

　困ったような声が響いた。

『それって、大きい？』

「取り敢えず、今はウチのサコンとウコンが組み立ててあるから大だい丈じよう夫ぶ、そんなに大きくないから」

　ちろり、と猫神は舌を出した。

　実を言うと、彼女が電話しているリビングのど真ん中に鎮ちん座ざしているロボット型のブロック玩具は、どう見ても全高三十センチはあるし、予備部品もあわせるとゆうパックの「大」でふたつ分ある。

「何事もなければ、同どう封ふうした術式を使って送り返せばいいから」

『判った』

　そして、電話が切れた。

「なーんか調子悪いわぁ……」

　んーと首や肩かたを叩たたきながら、「猫姉ェ」は顔をしかめた。

「妙な神気なのよねえ。莫ばく大だいなのか、小さいのか……何か全体的にこの辺一体の運気そのものが乱れてるっていうか……超ちよう古こ代だいの邪じや神しんクラスが活動でもしてるみたい」

　などとひとりごちる。
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　電話を切った瞬しゆん間かん、巨きよ大だいな蜂はちの羽音のようなモーター音と火薬の破は裂れつ音おんが連続して響き、足下のアスファルトからド派手な震しん動どうが伝わった。

「！」

　平へい凡ぼんな高校生ならともかく、山内霧人は憑体を使っての戦せん闘とうをくぐり抜けてきている。

　それがバルカン砲ほうの発射音であり、震動は着ちやく弾だんによるものだと即そく座ざに悟さとった。

　思わずその伝わってきた方向を見る。

「きゃーっ！」

　道路の向こう側、海岸線の辺りから、可愛かわいらしい悲鳴をあげながら、スクール水着の少女が、逃にげまどってアスファルトの上に上がってきた。

「え？」

　さらにそれを追いかけるように…………いや、実際に追いかけて、さっき頭上を過ぎ去ったはずのヘリコプターがぬうっと海岸線の辺りから上じよう昇しようした。

　どうやら超ちよう低てい空くう飛行をしながら少女をバルカン砲で追い回しているらしい。

　大型ヘリの脇わき腹ばらから突つき出すように配置されたバルカン砲は、なおも少女を狙ねらったが、どうやら故障したらしく、射手らしい兵士が引き金を絞しぼるそぶりをしてもピクリとも動かなくなった。

　何度かあちこちをガチャガチャやっていた兵士が引っ込むと、再びヘリは下降を開始した。

　ローターの巻き起こす風が恐おそろしい突とつ風ぷうとなってアスファルトの上にあるゴミはもちろん、海岸線からの砂すな粒つぶに至るまで、霧人に向かって吹ふき付けてくる。

「！」

　思わず片手で顔の前を覆おおい、薄うす眼めを開けて少年は状況の推移を見守った。

　地上二メートルほどの所にホバリングしたヘリの脇腹にあるスライドドアが開いて数本のロープが垂れ下がったかと思うと、それを伝わって次々と完全武装した兵士が地面に次々と降りてくる。

「～！」

　何事か叫さけびながら、風圧にこけつまろびつ、それでも逃げようとしている少女に向けて、手にしたアサルトライフルを構えた。

「！」

　ヘリの音に比べれば遙はるかに小さな破裂音が連続して轟とどろいて、逃げまどうスクール水着少女の周囲に着弾の火花が散る。

「なんてことを！」

　映画のような光景だが、その意味するところを少年は知っている。

　どう見ても虐ぎやく殺さつ…………正確にはその現場に自分は立ち会っているのだと気づく。

　そのことを頭が理解しきるよりも先に身体が動いていた。

「止めろ、馬ば鹿かっ！」

　叫びながら走って兵士の前に飛び出す。

　ヘリのローターの引き起こす突風の中、意外なことが起こった。

　如何いかにもひ弱な少年がいきなり乱入しても、一いち撃げきで沈ちん黙もくさせることが出来る筈はずの兵士達は、完全に不意を突かれ、しかも少年の身体は訓練された兵士以上の動きでその脚あしを払はらい、倒たおれた所に正せい拳けんを叩き込み、奪うばった銃じゆうを棍こん棒ぼう代わりにして残りの兵士を殴なぐり飛ばしたのである。

　七人の兵士が一いつ瞬しゆんで沈黙してしまった。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと霧人は自分の手の中、銃床部分からへし折れたＭ４カービンを見つめた。

　自分のしたことが信じられない。

　殺してしまったというのなら、火事場のナントカ、で済む話だが、目の前に転がっている兵士達は、皆みな、気絶しているだけなのだ………しかも、そのことを自分はちゃんと理解している。

　なぜなら、そうなるようにしたはずだから。

　でも、そんな技術を、少年は学んだ覚えがない。

　憑体よりしろに入っているときは別だが、あれは憑体が覚えているのであって、少年が、ではない。

　そのまま手を離はなす。

　乾かわいた音を立てて、アメリカ軍の正式アサルトライフルでもある軽合金の塊かたまりはアスファルトを転がった。
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　バルカン砲の砲ほう声せいに気づいたのは霧人だけではなかった。

　同じく、憑体を使って数々の戦闘をこなしている少女…………垣華ユウだ。

「！」

　慌あわてて引き返したユウは、ヘリのローターが引き起こす嵐あらしの中、霧人が驚おどろくほど鮮あざやかな動きで屈くつ強きような兵士達を殴り倒すのを見た。

　その動きに、覚えがある。

　スピード重視、思い切った手持ち武器の使い方。

　身長も、体型も、何よりも性別も違ちがうが、どこかに実際に戦ったものでなければわからない共通点があった。

「え…………？」

　その動きは、彼女のいつもの相手…………猫神とか言う跳はねっ返りの手先として、ことあるごとにユウと対決する、あの憑体の動きだ。

「な、何で霧人が…………」

　実を言えばこの瞬しゆん間かん、ユウの無意識はすでに正解を出していた。

　だが、それを彼女の感情が抑え込み「疑問」という海の中に蹴けり落としていた。

　そんな疑問に支配され、少女が固まっている間に、地面すれすれでホバリングしていたヘリが軽く機首を前に倒し、ゆっくりと少年に近づいてくる。

「まずい！」

　その横腹のスライドドアが開いて、中から別の兵士がロケットランチャーらしい四角形の物体を持って顔を出している。

　奇き跡せき的てきにそのとき、ユウの理性は、今着用しているウィンドブレイカーの内ポケットに昨夜、「虎とら神がみさま」から受け取った人形が入っていることを思い出した。

　昨日、受け取ってからすぐに、用心のため取扱説明書にざっと目は通している。

　そのまま、霧人に向かって走り出す。

　距きよ離りは約二百メートル。

　テレビのリモコンほどの大きさの箱を引き裂さくようにして中身の人形…………いつもの六分の一サイズではなく、十八分の一ほどの小さなモノだ………を取りだし、握にぎりしめて叫さけぶ。

「代われっ！」

　次の瞬間、肉体から解放された身体の軽さが少女の隅すみ々ずみに行き渡わたり、いつものロングヘアからショートヘアに切り替かわった分だけ、頭が軽くなったのを感じ、同時に眼鏡のいらないクリアな視界が与あたえられた。

　ウィンドブレイカーとスパッツではなく、極ごく薄うすの素材で作られた、ハイレグワンピースだけを身にまとったショートヘアの美女となったユウである。

　無事に非常用装備は作動してくれたらしい、と思う間もなく、ユウはアスファルトを駆かけ抜ぬけ、思いっきりジャンプしながら、四連装ロケットランチャーを構えた兵士の顔面を蹴り飛ばした。

　まさか、数百メートルを数秒で駆け抜けたあげく、二メートル以上の高度を飛んでケリを繰くり出す人間が居るとは思わず、兵士はそのまま顔面にユウの足あし跡あとをつけたまま、ヘリの後部座席へと吹ふっ飛んだ。

　その衝しよう撃げきで機体が大きく傾かたむいた。

　だが、ユウは慌てずそのままヘリの中に入ると、気を失った兵士の腰こしから銃じゆうを奪うばった。

　オーストリアのグロック17。素早くスライドを引くと、あらかじめ装そう填てんされていた弾だん薬やくが薬室を飛び出して舞まったが、それを左手でキャッチ、一いつ瞬しゆんで弾だん倉そうを抜いてその弾たまを押し込み、元に戻もどすと、問答無用でコックピットの計器を撃うち抜いた。

　プロの兵士相手に脅おどしは無用、それよりは実力行使。

　悲鳴をあげるパイロットとサブパイロットの顔面を殴なぐって気絶させ、メインパイロットはパラシュートコードで背中に、サブパイロットは後部座席でノビているさっきの兵士と一いつ緒しよに両りよう脇わきで抱かかえ込むと、ドアから空中へと飛び出す。

　この憑体よりしろに移った瞬間から、その能力と装備は理解している。

　たかだか数メートルの距離から人間三人を抱えて飛び降りた程度ではビクともしない。

　まるで羽毛のようにアスファルトの上にユウが飛び降りると、その視界の片かた隅すみを、主あるじを失ったヘリがゆっくりと失速しながら海へ向かって落ちていくのが見えた。

　やがて、盛大な着水音がして、ヘリのエンジン音も聞こえなくなった。

「あ、しまった…………」

　ユウは、せっかくの観光地でその海を汚よごしてしまったことに気づいて顔をしかめた。

「お、お前は…………」

　振ふり向くと、どうやら霧人の目の前にユウは降り立ったらしい。

　明らかに、少年の顔が敵意に歪ゆがんでいる。

「！」

　心臓が冷たい手で握りしめられたような気がして、ユウは思わずよろけてしまいそうになった。

　どうやら、恐おそれていたことが事実であったらしい、とユウは確信した。

　今のユウの姿を知っているのは猫神の憑体使いだけだ。

　何よりも、その目の色は、間ま違ちがいなくユウとしょっちゅう戦っているあの少女と同じだった。

（なんてこった…………）

　手て脚あしまで痺しびれるような、重いものがどっかりと身体の上にのっけられたような気分になる。

　ユウはそのまま身を翻ひるがえし、少年の前から消え去りたくなった。

　だが、別のヘリが低空飛行で突っ込んでくるのが見えて、それどころではなくなる。

　明らかにその数機のヘリにはこちらを攻こう撃げきする意志が見えた。

　何しろバルカン砲ほうは微び調ちよう整せいしているし、そうでないヘリは乗せている兵隊が次々と顔を出してはこちらを指さしてアサルトライフル片手に何か言っている。

「なんでこんな所に居る！」

「こ…………」

　ついいつもの口調で言いそうになったユウは、憑体に装備されたボイスチェンジャーを使って声を低くし、話し方を咄とつ嗟さに変えた。

「こんな時に、そんなこと言ってる場合じゃないでしょ？」

　穏おだやかに、大人の女性がやるように。

　時折、演劇部のヘルプに担かつぎ出された経験が生きて、いざ「スイッチ」が入ると気が楽になった。

　艶えん然ぜんと、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべ、背中の兵士を落とし、少年の手を引っ張る。

「とにかく、ここから離はなれないと」

「…………」

　何か言いかける少年の背後から、おそるおそる声がかけられた。

「あ、あのぅ…………申し訳ないんですが、どうか私もご一緒させてはいただけないでしょうか？」

「え？」

　ちょっと視線を下におろすと、そこには何故かスクール水着に、コウモリの翼つばさが生えたタコという妙みような代物のデフォルメ帽ぼう子しをかぶった少女がぺたんと座り込んでいた。

　よく分からないが、ここまで来ればひとりもふたりも同じ事だ。

「ええ、いいわよ、こっちの坊ぼうやと一緒に行きましょ？」

　にっこり笑って、少女の小さな手を引っ張って立ち上がらせる。

「アリガトー」

　なんと、そういう生物なのか、それとも昨今流行のペットロボットという奴やつか、はたまたユウの所にいる「とらたん」同様の「神様」の一種なのか、魚の身体に短い手脚が生えたマスコット人形みたいなのが、三つ叉槍トライデント片手に舌っ足らずな声で挨あい拶さつした。

「ま、まあ気にしないで」

　そういいながら奇き妙みような一行は走り出した。

　真っ赤な金魚みたいなマスコット人形は、ひょい、と飛び上がってスク水少女の肩かたの上に乗っかる。

「あ、私のパートナーの『だごんたん』です」

　少女が自己紹しよう介かいした。

「私は、クトゥルフ…………じゃなかったクトゥーラ・フングルイ・ムグルウナフー。クーちゃんと呼んでください」







第六章・がんばる少年だったとさ







☆




　朝が明けたばかりの小さな孤島に、六機のヘリコプターが飛ぶ。

　その中の一機から、残りの五機へと通信が飛んだ。

「こちらマッドリーダー、標的を見つけた。人里にはいる前に処理する…………おかしな護衛役がふたりいるが、この際だ、構わずに撃うっちまえ」

　彼らの誰もが落とされた四号機の乗員が、まさか気絶だけで済んでいるとは思っても居ない。

　その辺、やはり彼らは兵士であった。

　現状に過度な期待もしないし、絶望もしない。

　それがどんなに嫌いやなものであっても確率的に高い方を、状じよう況きよう的てきにはより悪い方を「あった」もしくは「ある」と仮定する。

「二号機了りよう解かい」

「三号機了解」

「五号機了解」

「六号機了解…………カーティスたちの敵討ちだ！」

　一機減って六機編隊となったヘリコプターは、哀あわれな獲え物もの三人を追って加速した。




☆




　霧きり人ととの電話を終えて、なおも「妙な予感」に苛さいなまれていた猫ねこ神がみの横で、この家に彼女が持ち込んだ、どこの電話回線にもつながっていないＦＡＸが急に作動を始めた。

「？」

　しばらく待って、「受信が終しゆう了りようしました」の文字が出た後「出力」ボタンを押おすと、一気に印刷されたロール紙が出てきた。

　自動カットされるのも惜おしんで、猫神はその内容を読む。

「…………神属性運命変へん更こう状じよう況きよう現出につき、半径百キロ圏けん内ないへの立ち入り禁止ぃ？」

「猫神様ーどしたの？」

　暢のん気きな顔をしてアッシュブロンドの「ウコン」が顔を出した。

「ちょいと厄やつ介かいなことになっちゃったわ」

　顔をしかめて、猫神はＦＡＸ用紙をひらひらさせた。

「どうもどっかの神様の運命が変わる状じよう況きようが今、霧人のいる島で起こってるらしいのよ…………お陰かげ様さまで、私は向こうに行けないし、直接干かん渉しようも出来ないわ」

　難しい顔で、猫神は続ける。

「まあ、憑体よりしろを使って長いから、ある程度その能力がコピーされてるはずだし、大たい抵ていのトラブルには個人で対応出来るとは思うけれど…………」

　ブツクサ言う猫耳の神様もどきに対し、子猫たちは首を傾かしげた。

「俺たち、非合法じゃなかったっけ？　ルールに従うの？」

「違ちがうわよ、もうそういう現象が起こっている以上、そういう風になってるの。従うも従わないもないわ」

「…………神様なのに、ヘンなの」

「…………言わないでよ。あたしだって万能じゃないんだから」

　ソファーに腰こしを下ろすと、猫神は心配そうな顔になって溜ため息いきをついた。

「霧人、無事だといいんだけど……」

「俺らが行こうか？」

　ひょこっとプラチナブロンドのサコンが顔をだして提案した。

　コンマ五秒ほど、猫神は考えたが、すぐにぱあっと明るい顔になって、

「…………そうね、あんた達なら制限には引っかからないかも？」

　よし、と手を打った。

「でも、術式は自分でやらなけりゃいけないけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫大丈夫、だってこの前…………」

　と安やす請うけ合いしようとするサコンの口を、慌あわててウコンは塞ふさいで、

「練習だけはちゃんとやってるから大丈夫、きっとできるよ」

　と頷うなずいた。

「…………ま、頑がん張ばって貰もらいましょ」

　ちょっと不安げな表情になるのを、頭を振ふって追い払はらい、「ま、ダメで元々か」という顔で猫神は頷いた。




☆




　最初は手を引いて走っていたが、最初の攻こう撃げきで、掃そう射しやされたバルカン砲ほうの弾だん丸がんが、アスファルトを砕くだきながら追ってきた瞬しゆん間かん、ユウは面めん倒どうくさくなってふたりを小こ脇わきに抱かかえ、全力疾しつ走そうに切り替かえた。

　さらにアサルトライフルまで銃じゆう撃げきに加わったが、これはヘリの上からという関係もあって、無視していいと判断、そのままユウは道路から外れ、近くの森へと飛び込んだ。

　流石さすがに森の中へ銃じゆう弾だんをばらまいても無む駄だだと思ったのか、ヘリからの銃撃は一いつ旦たんは止やんだものの、足を止める暇ひまはなかった。

　擦さつ過か音のような火薬の燃ねん焼しよう音が遠くから急速に近づき、うっそうと茂しげるガジュマルの一本を粉々に吹ふき飛ばしてしまったのである。

「ミサイル！」

　そういえば、胴どう体たい下部にミサイルランチャーらしきものを装着したヘリがあったことを思い出す。

「何か武器は?!　応戦！」

　右みぎ脇わきで叫さけぶ霧人。

「悪いわね、リゾートで来てたから、無ぶ粋すいな物の持ち合わせがないのよ！」

　怒ど鳴なりかえしながら、ユウは裸足はだしでジャングルを駆かけ抜ぬける。

　ナイフ一本の装備も無いのが辛つらいが、こういう「緊きん急きゆう事態」を想定しているわけではないだろうから仕方がない。

（どっかで術式を展開して、装備を呼び寄せないと）

　だが、雨あられと降ってくる弾丸とミサイルの中、うっかり立ち止まったらそれこそどうなるか判らない。

　耳を塞ぎたくなるほどの低空飛行のローター音と、爆ばく発はつ音の中をただただ、必死になってユウは駆け抜けた。




☆




「目標、森に逃にげましたが、あと数分で決着がつくはずです」

「ルルイエ５」の船体ほぼ中央に設けられた作戦ルームで、マーシュは作戦指揮官からの報告をつまらなさそうに聞いていた。

　どうやら「あれ」は甘あまんじて死を…………あるいは破は壊かいを受け入れるらしい。

　いや、やはりタダの人なのかもしれなかった。

「……つまらん」

　口の中で、そっとマーシュは呟つぶやき、自分が愚ぐにもつかない状じよう況きようを期待していたことに驚おどろいた。

　どうやら自分は、「あれ」が邪じや神しんとはいかないまでも、それなりの強大な力を振るって、追つい撃げき部隊を全ぜん滅めつさせ、結局今この「ルルイエ５」の船倉深くに格納された物を使う状況が来ることを願っていたらしい。

（まるで、新しい玩具おもちやを見せびらかしたい子供だな）

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。

　そうだ、船倉の物は、間ま違ちがいなく「玩具」の類だ。

　武器と呼ぶには大きすぎ、兵器と呼ぶには採算を度外視しすぎている。

　だが、だが、だが……

（ショーグン・ウォリアーズのファンだったのは私ではなかった筈はずだがな）

　マーシュは、まだ二十代の頃ころ、ニューヨークの「ハロッズ」の支店で玩具売り場のアルバイトをしたことがある。

　その当時、日本からやってきた巨きよ大だいロボットの玩具が、瞬しゆん間かん的てきな大ブームを起こした。

　後の「トランスフォーマー」のようにアニメがあったわけではなく、まず玩具だけが輸出され、マーベルコミックで独自に展開したのだ。

　日本側からすれば、国内の減価償しよう却きやくの終わった玩具を偶ぐう然ぜん輸出したに過ぎない上、当時の輸入代理店もあまり力を入れなかったため、あっという間にブームは消えてしまったのだが。

　あまりサブカルチャーに興味のないマーシュだったが、その日本製玩具の出来の良さに驚いたのを良く覚えている。

　そしてその時のバイトの同どう僚りように、この玩具に心しん酔すいし、「いつかは日本に行くんだ」とまで言い出した奴やつがいたことも。

（彼を笑えないな、私も）

　船倉の中に収められた物は、まさに「玩具」とでも言うべきしろものだった。




☆




　ユウの家のプレハブでは、「とらたん」がようやく「りり」と「くぅ」を呼び寄せたところだ。

「どしたの？」

「なんかあったー？」

　人間型になるのも最近は楽になったらしく、一日の殆ほとんどをその姿で過ごしている猫ねこ二匹ひきは小首を傾かしげる。

　そんな二匹に「とらたん」は怒おこるでなく「遊んでいたところをすみませんね」とまず謝った。

「でも、ユウさんの一大事なのです」

「いちだいじ？」

「何かあったの？」

　勢い込む二匹のアーミールックな子猫に、「まあ落ち着いて」と「とらたん」は片手を上げて「ユウさんの居る辺りで何やらトラブルが起こっているようなのですが、私では手が出せないのです、そこで」

「わかった、オレたちの力を借りたいんだ！」

「いいよ！　なにすればいい？」

　随ずい分ぶんと話が早い二匹に対し、「とらたん」は「では、これを取り敢あえず向こうへ送って下さい」と例のブロック玩具の詰つまった箱を指し示した。

「おーけー！」

「でも具体的にはどこにおくるの？」

　もっともな質問に対し、二頭身のソフビ人形は「この術式を丸写ししてください」と新聞紙ほどの大きさの紙をどこからともなく取りだした。

「わかった…………って、うわぁ、字がびっしり！」

　自分達の学んでいた「術」の発展型ながら、かなり高度なその「術式」と呼ばれる計算式を見て、三毛猫頭の「りり」が目を丸くする。

「とらたん」はそんな二匹の対応に構わず「とにかく、いそいでください」と顔の横に文字を浮かばせた。

　心なしか、その無表情に焦あせりがあるように見えた。




☆




　ヘリはしつこく三人を追いかけ、さしもの憑体よりしろも「疲ひ労ろう」を覚える。

　これは肉体的な物ではなく、精神の疲労だ。

　手足のコントロールが上手うまくいかない。

　何度も転びそうになるのを、辛かろうじて反射神経で補うが、それもそろそろ限りがある。

（くそ、もう少し根こん性じようあると思ってたんだけどなあ）

　とはいえ、絶え間ない銃じゆう弾だんの雨の中を二十分以上逃にげ回っているのだから大した物ではあるのだが、今は「大した物」を越こえないといけない状況にある。

　くわえて、両りよう脇わきには生身の人間である。破は片へんひとつがかすっても大けがになる。

　走りに走るユウを追って、銃弾とミサイルが森を破は壊かいしまくる。

「一体、何だって言うのよ！」

　小さな声で罵ののしり声をあげた瞬しゆん間かん、何処どこかの神様を怒らせたのか、ユウの足あし下もとが急に無くなった。

「わああっ！」

　いや、正確にはユウの周囲数十メートルがいきなり陥かん没ぼつしたのである。

　足場が無い状態でジャンプは出来ない。

　ユウはただひたすらに落下した。




☆




　山やま内うち霧人にしてみれば、生身で、フロントガラスもなにもない、ヘルメットすら無しでＦ１マシンの、しかも運転席ではなくフロントカウルにくくりつけられ、フルアクセルで走っているような状じよう況きようだった。

　何か罵り声でもかけてやろうかと思ったが、そんなことをして口を開けば、間ま違ちがいなく舌を噛かむ…………どころか、噛みちぎる事になりかねないので自重した。

　ただ、意識だけはしっかり持っておこうと考えるが、それは彼自身の正気を保つためでもあった。

　実際、あまりのスピード故ゆえに何度か短く気を失っているようで記き憶おくが飛んでる部分がある。

　だが、それは始まったとき同様、唐とう突とつに終わった。

　ぐら、と柔やわらかい物にでも突っ込んだかのようにスピードが緩ゆるやかになったかと思うと、今度はベクトルが下に向いた。

「え？」

　声を上げた瞬間、自分が落下していることに気がついた。

　ついでに言えば、あまりの事に自分を抱かかえていた例の虎とら神がみの仲間の女は、腕うでを外してしまったらしく、少年はひとりで宙に浮ういていた。

　思わず下を見る。

　かなり広い範はん囲いにわたって陥没しているらしいのに、地の底は見えなかった。

（死ぬ？）

　何となしにそう思った瞬間、

『霧人にーちゃん、受け取って！』

　とウコンとサコンの声が頭の中に響ひびいた。

（あ、とうとう僕、壊こわれたのかな？）

　そう考える間もなく、いきなり足下に巨きよ大だいな掌てのひらが現れた。

　上手いタイミングで、足下から落下してその上に降り立つ。

　掌の主は、それに相応ふさわしい機械の巨きよ人じんだった。

　全高で十メートルはある。

　ただし、赤メインにグレーが差し色的に入った派手なその姿に、霧人はどこか見覚えがあった。

「…………あれ？」

　子供の頃ころ、一いつ生しよう懸けん命めい遊んだブロック玩具のパーツによく似た物がそのボディのあちこちに見受けられた。

　特に頭の部分は、昔霧人が組み合わせて作ったオリジナルロボットのように、同じブロック玩具の中でも、別々のロボットタイプのヘッドパーツを、本来なら胸だったか背中だったかの部品と組み合わせたやつそっくりだ。

　胸の部分が「かぱり」と開いた瞬間、その第一印象は確信に変わった。

　開いた部分はコックピットになっていて、そのヘッドレストの上の壁かべに、懐なつかしいロゴマークが浮うき彫ぼりになって刻まれている。

「これか…………非常用装備って」

　携けい帯たい電話で聞いた事を思い出す。

　コックピットに座すわると、上下開きのハッチが閉まって、計器類が輝かがやき始めた。

「この辺、作り込んだのはサコンだな」

　くすっと笑う。

　最近、二匹ひきの子こ猫ねこは人間のすることが面白いらしく、中でも霧人の細工仕事に妙みような関心を示して、自分達なりに色々やっているのを少年は知っている。

　特にサコンはコックピット、ウコンは武器を作り込む事に熱中している。

　ともあれ、反はん撃げきの武器が出来た。




☆
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　ユウは青メインに所々黄色が入ったデザインのロボットのコックピット…………というよりも単に胴どう体たいの中に設けられた空くう洞どう……に収まると、伸のびてきたコード類を文字通り身体からだ中に「接続」することで即そく座ざに機械と一体化した……この辺は、憑体よりしろのありがたさだ。

　さらに気を失って落下中のスク水少女を拾い上げ、霧人を探すと、赤いロボットみたいなのが浮かんでいて驚おどろいた。

　よく見ると、それはこちらと同じ部品を使って作り上げた品物らしい。

（神様関係者ってのは発想が似るのかね？）

　よもや同一業者への発注だから、とは思いもしないユウはそう苦笑いしながら、試しに話しかけてみた。

「ソッチにいるのは猫神の人？」

　すると、外部スピーカーからの声が返ってきた。

『やっぱりお前か』

　不ふ機き嫌げんそうな霧人の声に、ちょっと辛つらい気分になりながらもユウは安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「どうする？　共同戦線を張るのが一番良さげだと思うけれど」

『…………仕方ない、判った』

　答えを聞いて安堵する。

　ユウは、ロボットアームに乗のせたスク水少女をそっと自分のコックピットまで運び、幸いにも後ろに余よ裕ゆうがあったので背中に背負うようにする。

　再び「接続」するとぐん、と何もない空間を蹴けって急きゆう上じよう昇しようした。

　一いつ瞬しゆんで世界がまばゆく輝く。

　ユウは、空の中にいた。




☆




　ヘリの連中にしてみれば、それは、考えられる予想を全て裏切るような話だった。

『なんだ、これは！』

『トランスフォーマー！』

『ふん！　いくらここが日本だからって！』

『散開しろ！』

　通信は錯さく綜そうし、操縦士は混乱し、通常なら訓練やこれまでの実戦通り、一瞬で散開して次の態勢を整える筈はずのヘリは辛かろうじてぶつかるまいとするばかりで、そこへ赤いロボットと青いロボットが躍おどり込んだ。

　赤いロボットの手刀がテイルローターを斬きり飛ばし、青いロボットのアッパーがメインローターを遙はるか虚こ空くうへと打ち上げる。

　近くの海にそれぞれが落下していくのを横目に、赤と青のロボットはテイルローターとメインローターをそれぞれ失った二機のヘリを抱かかえ、地面に降り立ちながらそれをそっと地面に横たえてやる。

　その気き遣づかいが、相手の余裕を生む。

　ようやくヘリの操縦士は己を取り戻もどしたらしく、残った三機のヘリは広こう範はん囲いに散開しつつ、二体のロボットへむきなおった。

『……不味まずいわね』

　青いロボット…………ユウが思わず呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ヘリの機首近くで煙けむりが上がった。

「わっ！」

　思わず避さけようとするが、人間サイズならともかく、十メートルはある巨きよ大だいな身体では当然反応が違ちがう。

　次の瞬間、ユウの乗る青いロボットは真っ正面から数発のミサイルを食らって後ろへ倒たおれ込んだ。

　コックピット部分の装そう甲こうが元がブロック玩具だけに綺き麗れいにバラバラになって、青空が見える。

「このぉっ！」

　鎖さ骨こつの辺りに痛みを感じながら、ユウは右みぎ腕うでに内蔵されているバルカン砲ほうを展開、残った相手に向けた。

　それでも、相手の操縦席は外し、威い嚇かくモードで乱射する。

　更さらに横でも爆ばく発はつ音が轟とどろいて、前のめりに赤いロボットが倒れるのが見えた。

　こちらは片手で立ち上がると、背中に折りたたんで背負っていた長ちよう距きよ離り砲ほうらしいものを展開させ、砲撃する。

　こちらも相手の機体ではなく、威嚇なのを見て取って、思わずユウは微笑ほほえんだ。

　やがて、なおもこちらが戦せん闘とう能力を保有していることに驚いたのか、それとも燃料切れか、ヘリは瞬またたく間に撤てつ収しゆうしていった。

『そっちは大だい丈じよう夫ぶ？』

　外部スピーカーで話しかけると、

『気にするな』

　と、さっきまでとは少し角の取れた声が聞こえてきた…………一いつ緒しよに戦うことで、少しはうち解けてくれたらしい。

「…………」

　そのことも含ふくめ、状じよう況きようが終わったということに安堵の溜息をついたユウは、頭のなかに展開している各種ディスプレイに、赤いまま明めい滅めつしている物があることに気がついた。

（一体…………？）

　ようやく意識をそっちに回す。

（術式回路損傷？）

　憑体よりしろを使っていて初めての表示に、ユウは頭を捻ひねっていたが、

『とりあえず撤収しよう……きっと奴やつら、また来る』

　という霧人の提案に、再び現実に引き戻された。

「とりあえず、元の穴に戻りましょうか」

　そういって、ようやく立ち上がる。




☆




「きゅぅ～☆」

　こて、と三毛猫頭の「りり」が倒れ、それから「くぅ」も倒れた。

　慌あわてて駆かけ寄り、頭の上に持っていた座布団を折りたたんで枕まくら代わりにしてやりながら、二頭身の虎とら型ソフビ「とらたん」は溜ため息いきをつくように頭をかくん、と下げて、「やはり、予備パーツまでは無理でしたか」と顔の横に文字を浮うかべた。

「ごめん、やっぱ完成品送るだけで精せい一いつ杯ぱいで…………」

　見もしないでも「とらたん」の言葉を理解しているらしく、「りり」は目を閉じたままうめくように言った。

「集中力がもたなかったー」

　こちらは黒くろ猫ねこの「くぅ」。心底悔くやしそうである。

　団扇うちわでふたりを交こう互ごに扇あおぎながら、「とらたん」は「いえ、あなたたちは初心者なのに良くやりました、偉えらいです」と褒ほめた。

「でも悔しいよぉー」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱい、目の下に隈くままで浮かび始めた「りり」は本心からそう思っているらしく、唇くちびるをへの字に曲げた。

「もう少し、もう少しだったのに～」

　じたばたと手て脚あしをばたつかせるが、それも数回で止まる。

「うー、つかれたー」




☆




　同時刻、霧人のマンションでも、同じような光景が展開されていた。

　リビングの中央で、二匹ひきのゴスロリ子猫がひっくり返っていた。

「自分を送り込むンなら楽なのに～」

　アッシュブロンドのサコンが仰あお向むけにひっくり返ったまま悔しそうに言う。

「物だけ送り込むのがこんなに大変だなんて思わなかった～」

　その横で、もう口をきく気力さえ無くしたウコンはピクリとも動かない。

「しかしまあ、あんた達まで規制対象になっちゃうなんて…………いったい、あの島、何が起こってるのかしら…………？」

　不安げな表情で、猫神は腕うで組ぐみをして右手の親指の爪つめを噛かんだ。




☆




「なんだと！　巨きよ大だいロボット?!」

「ルルイエ５」の作戦室で、マーシュは思わぬ大声をあげた。

　客船で言えば一番大きなパーティ会場を改造した室内、びっしりと詰つめ込まれた電子機器とそのディスプレイシステムに張り付いた職員が、思わず彼の方を見る。

　慌ててマーシュは咳せき払ばらいをし、教祖としての威い厳げんを保った。

「それは、本当なのかね？」

「…………はい、彼らは兵士です、マーシュ様」

　作戦指揮官は複雑な表情の上に「無表情」というカバーを無理矢理掛かけているらしい微び妙みような気配を漂ただよわせながら太たい鼓こ判ばんを押おした。

「彼らの報告は信用できます。たとえニューヨークのど真ん中でピンクのカバに出会ったと報告があっても、作戦行動中なら、それは事実だと考えます」

「そうかね」

　マーシュは専用の椅い子すに深く座り直すと、好みで高めかつ前にせり出して作った肘ひじ掛かけに両方の肘を預け、顔の前で手を組んだ。

　そうしないと、ハムを二枚重ねたような、分厚い唇に浮かぶ笑みが見えてしまいそうだったからだ。

「判った…………では、我々も奥おくの手を使おう」

「奥の手…………ですか？」

　作戦指揮官の無表情が崩くずれ、複ふく雑ざつ怪かい奇きなそのものの感情が表に現れる。

　兵士としての彼は『アレ』が存在すること自体が許せないし、それを「奥の手」と呼ぶマーシュ氏の言動も認可できないものを強く感じているらしかった。

　他の、作戦室内にいるオペレーター全員が同じ感情を抱いだいているらしく、動どう揺ようと疑問の気配がマーシュに向けられた。

　彼らもまた、「普ふ通つうの」現実世界に生きている連中であった。

「アレ」をサポートする、というかそれを戦せん闘とうにおける道具の一種と見なすことを、無意識のレベルで拒きよ否ひしているのである。

　だが、マーシュはそれをあえて無視する。

（だから、何だというのだ）

　その程度のことで、彼の楽しい玩具おもちやのお披ひ露ろ目めを取りやめる気はもう無かった。

　今を置いて他にはないと確信さえしていた。

　本当に「この次」が来るかは判らない。

　若くして彼が財を成したのは、あの神の信仰と、この「タイミングを掴つかむ能力」に長たけているおかげであった。

（今後の為ためにも、新しいシンボルが必要なのだよ）

　何度も自分に言い聞かせていた言い訳は、もうとっくに心ここ地ちよく耳になじんでいた。

「そうだ」

　とマーシュは深く頷うなずいて、真っ向から指揮官の目を見返してやった。




　自分の真意を測りかねて、相手は思わず目をそらす。




　自分が、周囲の戸と惑まどいと反比例するようにひどく楽しい気分になっていて、マーシュは愉ゆ快かいだった。

　まるで、根性の曲がった子供のような気がする。

「奥の手だよ、アレはね…………発進準備だ！」







第七章・敵もさるものだったとさ







☆




　琉りゆう球きゆう列島とは本来珊さん瑚ご礁しようの島々であり、それゆえに島の地下に鍾しよう乳にゆう洞どうが多い。

　ヘリによるミサイル攻こう撃げきで陥かん没ぼつしたのは、正にこの部分であった。

　おかげで二体のロボットが隠かくれる程の縦穴、横穴には事欠かない。

　脚あしを破は壊かいされた霧きり人との赤いロボットと、上半身を破壊されたユウの青いロボットは、結局、それぞれの立場を一時棚たな上あげし、互たがいに支え合うようにして、いくつも分ぶん岐きし、どこまでも伸のびているその洞ほら穴あなのひとつに隠れることが出来た。

「…………みんな、大だい丈じよう夫ぶかなぁ」

　ぽつ、とコックピットの中で呟つぶやき、霧人は携けい帯たい電話を取りだした。

　あの時はユウと大分離はなれてしまっていたし、彼女の悲鳴も聞こえなかったから大丈夫だろうと思いこんでいたが、いざ状じよう況きようが落ち着いてみると、酷ひどく不安になる。

　まずはユウの携帯にかけてみる。

「…………」

　コールを二十回分ほど待ったが、少女の出る気配はなく、仕方なしに一時電話を切ると、縞しま袋ぶくろ栄えい賢けんからの電話が即そく座ざに飛び込んできた。

『おい、ユウ、無事か!?』

「あ、う、うん」

『そうか…………良かったぁ』

　安あん堵どの溜ため息いきと同時に、周囲で他の友人達が安堵の声を上げるのが聞こえ、それが霧人の胸を熱くした…………「猫ねこ姉ねェ」以外の誰かに心配して貰もらう、なんてことは久しぶりだったからだ。

『で、今どこにいる？』

「どこって……」

　霧人は戸惑った。

「なんて説明したらいいのか……とにかく、まあ安全な所」

『ひょっとして、役場の人たちが手配した船の上か？』

「えーと、まあ、その……うん」

　まさかブロック玩具を巨きよ大だい化かさせたロボットに乗って地底深くに潜せん伏ぷく中、とは言えず、霧人は相手の誤解したままに話をあわせた。

『ま、とにかく無事で良かった、俺たちも次の便で那な覇はに帰るから、向こうで落ち合おうや……垣かきの華はなさんによろしくな、じゃ、通話制限中だから、切るよ！』

　と一方的に向こうが誤解したまま、電話が切れた。

　大規模な災害が発生したとき、携帯電話の使用はひとり一分以下と制限され、最近の携帯電話の中には中ちゆう継けい基地などからの通達により、自動的に一分以上の使用を警告するモードが立ち上がるようになっているものもある。

　恐おそらく栄賢の機種もそれだったのだろう…………いや、結構常識人なのかもしれなかった。

　それはともかく。

「…………ユウさん、向こうにいないんだ」

　ぽつ、と霧人は呟いて、通話状態の解除された携帯電話をじっと見つめた。

　果てしない不安が、今自分達の居る洞どう窟くつ以上の闇やみとなって少年を包み込む。




☆




　困ったことになっていた。

　霧人からの電話が掛かかってきたとき、ユウはコックピットの中にいた事もあって、即座に憑体との融ゆう合ごうを解除して、電話に出ようとした。

　それが出来ない。

「え？」

　予想もしなかった事態に、ユウは焦あせりまくり、何度も融合解除を試みて、結局できないと悟さとった。

　どうするべきか焦りに焦って、結局、向こうからの電話のコールは終しゆう了りようし、ユウはようやく、先ほどの憑体の異常が何に対してなのか理解した。

「えーと、確か憑体にはカスタマイズ機能があったよな」

　それまで壊こわれてませんように、とおっかなびっくりユウは目を閉じて意識を集中して、頭の中に大きな本ほん棚だなをイメージした。

　その中から「非常用マニュアル」と書かれた一冊を選び取り、抜ぬき出す。

　表紙の色は薄うすい水色、タイトル部分だけ赤い囲みになっている、四よ隅すみには保護のためにＬ字型の金具。すり切れて水色の塗と料りようが剥はげ、真しん鍮ちゆうの色が出ている。

　漠ばく然ぜんとした物よりも、細かく思い浮うかべた方が確実になるということで、ユウはそこまで考え頭の中で架か空くうの本棚からそれを抜き出した。

　あっさりそれは指先に引っかかり、広げられる。

　あとはそれに従うだけだ。

　イメージは木の枠わくに収められたカラフルな積み木。それを組み合わせて枠に対角線を描えがくように並べ直すのだ。

　しばらく掛かって、なんとか上手く行った。

　この憑体はいつもの魔ま法ほうステッキ（笑）をつかって「入れ替かわる」タイプと違ちがい、非常用だけに、その体内に作った亜あ空くう間かんにユウ本来の肉体を「重ねて」いる。

　だから、ユウの携帯電話も一いつ緒しよにある。それを内蔵された通信機の代わりにするのだ。

　まずは、両親に電話を入れる。

「お母さん、私。大丈夫だから安心して。少しドタバタがあってすぐには帰れないけど、じゃあ」

　次に秋あき保ほの携けい帯たいに電話を入れる。

　何度か「混雑中につき、つながりません」のアナウンスが流れたが、四度目でコールが鳴った。

　三回で相手が出る。

「秋保？」

『よかったぁ…………ユウだぁ！』

　いつもドタバタしている仲ではあるが、やはり友人らしく、少女の声は半泣きに近い。

『心配したんだよー。あんたたちが出かけてたらいきなりドカン！　ボカン！　でいきなりコテージ全部に退去命令が出るし……どっかの国が攻せめてきたのかなぁ？　とにかくあたしたちは最後まで残ってたんだけど、警察の人が来て、とにかく逃にげろって言うから』

　そのことを嬉うれしく思いながら、努めていつもの冷静な口調を心がける。

「そっちはどう？」

『みんな一緒だよ、替わろうか？』

「いや、いい。時間が惜おしい」

『あ、そうか、制限中だもんね……山やま内うち君はそっちに居るんでしょ？』

「あ、うん」

　事実には違いない。

「で、何処にいる？」

『えーとね、今、役場の人たちがだしてくれた避ひ難なん用の船の中、そっちは？』

「それ、何なん隻せきあるんだ？」

『今、五、六隻せき出てる…………ひょっとしてユウ、先発で？』

「ああ、まあ、そんなところだ。私と霧人は無事だから、心配しないで那覇に帰れ。こっちも自力で那覇に帰る…………明日か明後日にでもまた会おう」

『うん、じゃあ明日！』

　サバサバしたいつものユウの言葉に安あん堵どしたのか、秋保はあっさりと電話を切ってくれた。

　安堵した後、最後に電話をかけるべき相手を思って、少女はしばし悩なやんだ。

「…………」

　しばらく考えて、電源を切ってしまおうと考えた瞬しゆん間かん、コールが鳴った。

　反射的に取ってしまう。

　そして、自分が後あと戻もどりできないレールに乗ってしまったことに後こう悔かいしたが、もう遅おそかった。

『あ、ユウさん！　霧人です』

　十メートルも離はなれていない所から、少年が電話をかけてきた。

「あ、き、霧人か……今、何処にいる？」

　思わず口が動いていた。

『あの、えーと…………なんて説明したらいいのか…………と、とにかく無事です、そっちは？』

「だ、大だい丈じよう夫ぶだ、安心してくれ…………他のみんなは？」

　ひと言何かを口にするたびに罪悪感の重りが背中に積まれるのを感じながら、ユウはそれでも努めて平静に会話を進める。

『みんな無事だそうです。今は船に乗って那覇に帰ってるみたい』

「そ、そうか…………わ、私も別の船に乗ってる」

　まさか、隣となりにいるとは言えなかった。

『そうですか…………僕は、ちょっとここで足止めなんです』

「…………大丈夫なのか？」

『大丈夫、明日には帰れますから……』

　言葉の後に少し生じた沈ちん黙もくに「多分」という言葉を聞いたように思え、それが少年の気き遣づかいだと理解できるだけに、ユウは胸が詰つまるような思いになった。

　だが、今は言えない。本当のことは。

　いずれ明かさねばならないにせよ、今ではダメだ。

　もっと、お互たがいに気持ちが落ち着いてからでなければ。

　そんなことを考えている自分のタクティカルさ加減に、ユウは反吐へどが出そうになった。

　だが、それ以上に怖こわかった。

　自分が敵だと判った瞬間、霧人がどういう態度を取るのかが。

　少年が踵きびすを返して、どこかへ去っていく姿が一瞬脳裏に浮うかび、ユウは背中を上ってくる悪寒にぶるっと身体を震ふるわせた。

「判った、明日、那覇で会おう。また電話を入れる」

『ええ。そうですね……ユウさん、気をつけて』

「ユウ、と呼び捨てにしてくれ」

『あ…………ご、ごめんなさい。じゃあ、ユウ…………これで』

「うん」

　電話が切れた。

「…………」

　何も言えず、ユウは額をコックピットの全面パネルに押おし当て、深い深い自己嫌けん悪おの溜ため息いきをついた。

　そんな少女の後ろ姿を、何を考えているのか判らないまん丸の目玉で、スク水少女神のマスコット「だごんたん」がじーっと見ている。




☆




「良かった…………ユウさん、無事なんだ」

　少年はホッと溜息をついた。

　身体中から力が抜ぬける。

「良かったぁ」

　顔に自然に笑みが浮かぶ。

　そういえば他人の安否を気にかける、なんてことはいつ以来だろうか。

「…………明日、か」

　そう呟つぶやいて、今の自分が置かれた立場に気がつく。

　敵と一いつ緒しよに、妙みような格好の女の子と一緒に、正体不明の敵を相手に戦っている状じよう況きように変わりはないのだ。

「…………」

　そのことを思い出して、思わず霧人は顔をしかめたが、ぱしん、と自分で自分の顔を叩たたいて落ち込みそうになる自分を奮い立たせた。

　ともかく、何が何でも明日には那覇に帰って、ユウに会わなくては。

「まずは、状況を確認しないと」

　そのためには、敵との共きよう闘とうをしばらく続けるしかない。

「嫌いやな相手と協力する」という、今までの人生にあまりない行こう為いに、始める前から少々疲ひ労ろう感を覚えながらも霧人はハッチを開けた。

　ともあれ、話し合わなければならない。




☆




「あと十二時間はかかります」

　真っ白な白衣に身を包んだ技術屋はそういって、まっすぐにマーシュを見た。

　三十代前半の線の細い、しかし眼の力は正にただ者ではない雰ふん囲い気きを四方に放つという異相の人物だ。

「技術者エツグヘツド」と傭よう兵へい達は陰かげで呼んでいる。

　この、ＭＩＴ首席で卒業したその日に、フランスの兵器企き業ぎようと競り合って、何とかこちら側に引き抜いた経歴を持つ技術屋の性格は彼も良く知っている。

「不可能に思えることでも出来ることは出来るといい、出来ないことは本当に出来ないという」、ある意味ゼロサムな人物で、だからこそ、その言には重みがあった。

　恐おそらく、彼が言うからにはその通りなのだろう。

　とはいえ、早く事を終わらせたいと思うのは人情だ。

「もう少し、早くならないのか？　せめて六時間に」

「無理です。今の状態では一歩前に踏ふみ出して、次の一歩を保証することは出来ません」

　やっぱり、技術屋の言うことは揺ゆるがなかった。

「調整槽そうの胎水を抜くのにあと一時間、その後のボディの損傷チェックに二時間、各種機械の起動調整に三時間、それらシステムと肉体との拒きよ絶ぜつ反応を緩かん和わする薬物の投とう与よに一時間、それがちゃんと機能しているかを確かめるのに四時間。本格起動に一時間、これ以上は短縮すればするほど、戦せん闘とう地域に赴おもむく前に故障する確率が飛ひ躍やく的てきに上がっていきます」

「やれやれ、キングタイガー並みだな」

　溜息をついて、マーシュは専用の椅い子すの肘ひじ掛かけで頬ほお杖づえを突ついた。

「戦車数千台並みの戦せん闘とう力りよくということは、同時に戦車数千台分の壊こわれやすさもあるのだ、とご理解下さい」

　船倉深くに横たわる「新兵器」を完成させたとき以来、何度も繰くり返している言葉を、再び技術屋は口にした。

　マニアと軍人は「常識」として知っているので対外的な説明をせず、結果あまり一いつ般ぱんには知られていないが、実は戦車と呼ばれる兵器は故障の塊かたまりである。

　キャタピラひとつをとっても、数千個の部品の塊であり、自動車のタイヤのように数パーツで構成されているわけではない。

　そして、部品点数が多いと言うことは、壊れてしまう部分も多い、ということになる。

　ましてそれを動かして、荒あれ地や砂さ漠ばくなど、普ふ通つうの自動車でさえ壊れやすい場所を走り回り、あまつさえ、火薬という、本来は物を壊すために作られた物質をバカスカ燃やしては砲ほう弾だんを撃うち出しているのだから、ある意味当然といえる。

　マーシュが口にした、第二次世界大戦、出現と同時に世界の軍隊を恐きよう慌こうに陥おちいらせた「キングタイガー」はその芸術的なまでの能力とデザイン、そして何よりも「すぐ故障する」デリケートさでも有名な代物だった。




　そして、そのデリケートさは後の戦車というジャンルの兵器全てに引き継つがれた。




　タイガー以後、これに対たい抗こうするべく進化した各国の戦車はすぐ背後に補給修理の部隊を抱かかえて動くハメになり、それは現在も変わらないという程に。

　そして、今船倉で発進準備を整えつつある「新兵器」は単体で戦車数千台に匹ひつ敵てきする戦闘能力と、味方に与あたえる心理的影えい響きようを考こう慮りよして作られた代物なのだ。

　世界では唯ゆい一いつ、マーシュ達の「教団」が保有している。

　当然のごとく、「超ちよう兵へい器き」にはそれなりのコストとリスクがついて回るものなのだ。

　技術屋のたとえ話は、その一端を示したに過ぎない。

「スペクターのボスが羨うらやましい。彼らの超兵器はボタンひとつで動くし、故障もせん」

　皮肉か自じ嘲ちようか、本人も判然としないマーシュの言葉に、技術屋はちょっと顔をしかめ、

「我々が使おうとしている物は原げん爆ばくに匹敵する画期的兵器です。頭からレーザーを出すサメや、巨きよ大だいタンカー型の潜せん水すい艦かん基地とはワケが違ちがいます」

　と反論した。

「判った…………で、君の言うとおり十二時間待とう。その間も島の監かん視しをして、標的が逃にげ出さないようにする……ところで、戦場まではその十二時間で保証してもらえるとして、一発殴なぐっただけで壊れたりはしないだろうね？」

「そのためにナックルガードがついております」

　マーシュのからかいに、憤ふん然ぜんと技術屋は答えた。




☆




　真っ暗な鍾しよう乳にゆう洞どうの奥おく、まるでスポットライトのようにコックピットからの光がスクール水着の少女を照らす。

「…………というわけで、あの人達は私を狙ねらってきてるんです」

　さて、これからの話し合いだ、と霧人がユウのロボットへ向かうと、ちょうど目を覚ましたスク水少女が「ごめんなさい！」とぺこぺこ頭を下げだした。

「？」

　と思わず顔を見合わせ、ユウと霧人が事情を説明させた、というわけである。

「じゃあ、つまりその…………邪じや神しんからその、スク水魔ま法ほう少女に転職ジヨブチェンジしちゃった、ってわけ？」

　話の前半をまとめてユウが訊きくと、少女はこっくんと頷うなずいて、恥はずかしそうに横を向いた。

「いえ、魔法少女っぽい恋こいの神様に…………なろうか……なーって」

　などとぺったんと鳶とび座りをしたまま、鍾乳洞の地面に「の」の字を書きながらぽうっと赤くなる。

「…………」

　なるほど、邪神だと思ってご神体を呼び出したらスク水姿の魔法少女な恋の神様だったら、そりゃあ怒おこるはずである。
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　崇あがめる神様がこうも変わりすぎていたら、信者がクーリングオフどころか抹まつ殺さつに傾かたむいてもおかしくは無かろう。

「…………でも、神様って殺せるんだっけ？」

「はあ、正確には殺すことは不可能ですが、この身体を破は壊かいすることは簡単の筈はずです。簡略化、単純化をしてますし、まだ私がこの身体になれてないので…………えーと再生までにまた数千年は必要でしょうね」

　はあ、と溜ため息いきをつく。

　心底困り果てているらしい。

　とても元邪神とは思えない姿だ…………どうやら「反省した」というのは本当のことらしかった。

「本来の能力を使えればいいんですけれども…………」

　あははは、と少女は頭を掻かいた。

「この身体になった瞬しゆん間かん、ごっそり捨てた情報の中にその能力の使い方まで入ってたみたいで…………」

「んな、年末の大おお掃そう除じじゃないんだから」

　思わずツッコミを入れてしまうユウだった。

「…………さ、ところであなたはどうするつもりなんですか、虎とら神がみのエージェント」

　ちょっと厳しい声がユウに向けられる。

（そんな眼で見ないでくれ、霧人）

　いささかしょんぼりした気分で、ユウはそれでも「いかにも余よ裕ゆうのある大人の女」を思わせる余裕の笑みを浮うかべた。

　悲しいかな、こういう場合は小器用な事が彼女を完全に垣華ユウとは別人に仕立て上げてしまう。

「あなたこそどうするの？」

「僕はあなた達とは違いますから」

　少年は吐はき捨すてるように言う。

「この人を見捨てはしません、戦います…………要いらないから殺す、なんて馬ば鹿かなこと、許されていいはずがない」

（優しいんだな、君は）

　自分相手には決して見せない少年の力強い言葉に、ユウは少し嬉うれしくなった。

　以前、レストランでウェイトレスのバイトをしているときに見た、激しい表情も思い出す。

　どれも山内霧人という少年であり、ユウにとっては大事な人の顔の一部だ。

　もっとも、喜んでばかりも居られない。

　怪あやしまれないように…………そして、ちゃんと信しん頼らいされるように。

「じゃあ、共同戦線を張らなきゃいけないわね」

「…………」

　案の定、疑いの目を向けてきた。

「別に驚おどろく様な事じゃないでしょ」

　くすっと「余裕の笑み」を浮かべてショートヘアの謎なぞの美女となったユウは続ける。

「新しい神様が勝手に出来るのが問題だから、私たちはそれを防いでるわけで、すでに存在している神様を保護するのは何の問題もないわ」

「新しい神様？」

「あなた達がやろうとしていることは、そういうことでしょ？」

「違ちがう、僕らは……」

　と少年は言いかけ、「いや、そんなことは今はいい」と話がおかしな方へ脱だつ線せんするのを自力で防いだ。

「ま、その辺はこの騒そう動どうのカタがついてからにしましょ♪」

　とユウはウィンクする。

「あ、あのぅ…………」

　おずおず、という感じでスク水の神様…………もとい、スク水姿の神様が発言を求めて手を挙げた。

「お願いがあるんですがー」

「？」

「私を守ってくださるのはすっごく嬉しいんですけれども、できれば、そのー…………教団の人たちとか、周囲に怪我人が出るのは避さけていただけないかなぁ、と」

　えーと、本当なら注文とか、つけてはいけないことは判って居るんですけれども、と少女神は心底済まなさそうな顔で、

「それにそのぅ………そういうのって、おふたりにも良くない、と思うんです。あの」

「ああ。それなら大だい丈じよう夫ぶですよ、神様」

　にっこりとユウは微笑ほほえんだ。

　何となく、彼女はこの奇き妙みような格好の神様が好きになっていた。

　こんな状じよう況きようでも信者の心配をしているのである。

「私たちも人殺しにはなりたくないですからね」

　ぱちん、とウィンクすると、少女神の顔がぱっと明るくなった。

「よかったー」

「じゃ、話もまとまったことだし…………ちょっと出てくるわ」

　とユウは踵きびすを返した。

「何処へ行くんです？」

　霧人が訝いぶかしげに尋たずねるのへ、

「敵情視察…………それに、食料とか、色々居るでしょ？」

　にこっと微笑んで、ユウは鍾しよう乳にゆう洞どうの中を走り始めた。
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　ひょいと塀へいを乗り越こえて、ユウは敷しき地ち内ないに入ると、自分達の居たコテージを目指した。

　人気の絶えた敷しき地ちは妙みように広く、自分達のコテージにたどり着くと、ユウはどこからか進入できないか、窓という窓を動かしてみた。

　幸い、二階の天窓が開いたままになっていたので、そこから中に入る。

　自分の個室へと向かうと、さすがに荷物は殆ほとんど秋保達が一いつ緒しよに持って行ったらしいが、幸い、作り付けのクローゼットの中にウェストポーチが残っていた。

　家にいるときのクセで、クローゼットの片かた隅すみに押おし込むように入れていたのが良かったらしい。

　小銭入れと、いざというときの用心にと小さく折りたたんだ一万円札を納めたお守りがちゃんと入っているのを確認し、腰こしに巻く。

　ついでに玄げん関かんで備品のサンダルも拝借して、再び天窓から外に出る。

　そのまま屋根を伝って、あるいは飛び越えて敷地の外へ出る。

　憑体のありがたさで、こういうアクロバティックな行こう為いが簡単にできた。

　しばらく早足で歩くと、シャッターを閉めようとしているコンビニを見つけて中に飛び込む。

「お客さん、どうしたんですか？　もう観光客の人はみんな避ひ難なんしましたよ？」

　と迷めい惑わく半分、気き遣づかい半分で店員が言う。

「さっきまでダイビングしていて知らなかったのよ……荷物は友達が全部持って行ってくれたからいいけど、必要な物も欲しいの」

　と適当に話を合わせながら、ユウはペットボトルの水とお茶、さらに懐かい中ちゆう電灯とランタンの二種類光源のライト、ポータブルラジオ、その電池を買った。

「あ、弁当は？」

「いつ帰れるか判らないからもう廃はい棄き処分ですよ…………なんなら持って行きます？」

「貰もらう貰う、ありがたいわー」

　つとめて「この場に及およんでも暢のん気きな観光客」を演じながら、ちゃっかり弁当を貰うと、両手に膨ふくらみきったビニール袋ぶくろをさげて店を出る。

（お祖母ちゃんの言うことは聞いておくモンよね）

　ずっしり重い袋をさげてコテージに戻もどりながら、ユウは今は亡なき祖母に感謝した…………小さく折りたたんだ一万円札の知ち恵えは、生前の祖母が修学旅行に行くユウに教えてくれた最後の言葉のひとつだ。

　あの時は「えー」という顔をしたものの、旅行や遠出の度に一万円札を折りたたんでお守りに入れるクセはユウの身についていて、今回はそれが役に立った。

　もしもこれが無ければ、泥どろ棒ぼうにでも入るしか方法はなかったわけで、それは如何いかにも神様の代理人としては具合が悪い。




☆




　胡ご屋や秋保とその友人たちは、無事に那覇の港に降り立った。

　時ならず始まった「海かい賊ぞく同士の戦せん闘とう」という物に巻き込まれた小島からの避ひ難なん者しや、という非常に興味深い事件である。

　当然那覇港にはマスコミ各社が押し寄よせていて、しばらく一行も追い回されたのだが、一時間もすると一いつ般ぱん客きやくか避難者かの区別はつかなくなるし、まして彼女たちは地元民なので、避難民とは判らなくなる。

　何よりも次から次へと来る避難民ですぐにマスコミも身動きが取れなくなった。

　とりあえず、「那覇港経済復興計画最大の失敗」と言われている那覇港管理ビル「とまりん」の中に逃にげ込み、二階の吹ふき抜ぬけにあるベンチで一息つく。

　かつては様々なテナントが入っていたビルだが、五十八号線沿いでありながら駐ちゆう車しや場じようが小さい上、料金も高く、結局客を呼べなかったと言うことで、今は殆ど空きテナントばかりが目立つ。

　故に静かきわまりなく、地上で起こっている騒そう動どうとは無む縁えんだった。

「まー、とにかく、ユウも霧人君も無事らしいし、良かったぁ」

　と秋保が溜ため息いきをつく。

「しかし、海かい賊ぞくねえ」

　桂木カンナはもはや映画の中でしか聞かない『海賊』という物が急に現れたという話に納得できかねているらしい。

「二十一世紀なんでしょ？　どうしてまた……」

「珍めずらしい話じゃないよ」

　灯ひ嘉が雄ゆう介すけが優しく諭さとすようにいう。

　船を下りるまでは不安と緊きん張ちようで殆ど会話らしい会話をしなかった一行だがようやく気分がほぐれてきた。

「今でも石油タンカーとか、時々襲おそわれたりするんだよ。時折ニュースでやってる」

「ふぅん…………でも海賊がミサイルとかヘリとか、持ってたりするの？」

　どうもカンナの脳裏には、海賊というと時じ代だい錯さく誤ごというイメージがついているらしい。

「まあ、二十一世紀だからね」

　と、今度は隣となりで縞しま袋ぶくろ栄賢が腕うで組ぐみして頷うなずいた。

「最近の海賊の武装ってのはかなり本格的らしいからなぁ…………うかつに米軍も手出しできないって聞いてるぜ」

「でも何でまたそんなものが沖縄近海まで来るのよ？」

「まあ、海でつながってるんだもの、仕方がないわよ」

　五ご屋や静しず香かがほとほと疲つかれたという顔で溜息をついた。

「静香、疲れてる？」

　玉たま記き真ま弓ゆみが心配そうにテニス部のホープの顔を覗のぞき込む。

「違ちがうの、お腹が空いて……何か食べようよー」

「そういえば、朝から何も食ってなかったっけ」

　ぼけっとした真弓の声に、一同はようやく笑うことが出来た。

　…………だが、その全員の片かた隅すみに、この場に足りないふたりが居ることが、より一層強く印象づけられる。

「…………ユウと山内君、どうしてるかなぁ？」

　笑いが収まった頃ころ、ぽつん、と秋保が呟つぶやいた。

　思わず全員が黙だまりそうになるのを、雄介が手を叩たたいて一同の落ち込みを食い止めた。

「さ、取り敢あえずご飯食べてから考えよう！　腹が減ってたらろくな考えなんて浮うかぶはずがないよ！　この辺なら歩いていけるあたりに『ルビー』があるだろ？」

　那覇市内の学生なら誰もが知ってる、数件ある大衆食堂の名前を雄介はあげた。

　雄介の行こう為いに、栄賢があえて乗っかってきた。

「前は『リンガーハット』だったトコだろ？　ちょっと遠いかなぁ？」

「じゃ、みんなでタクシーだ！『ルビー』までは僕が払はらうよ！」

　雄介はややもすれば全員の頭上に立ち込めそうな暗雲を追い払うように、もう一度手をたたいて行動を促うながした。







第八章・共同戦線だったとさ
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　両手にパンパンに膨ふくらんだ買い物もの袋ぶくろを提さげてユウが戻もどってきて、遅おそい昼食となった。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの中は寒いが、ユウが留守の間、霧きり人とが外に出て薪まきを拾ってきてくれていたので、それに火をつけると大分楽になった。

「ああ、おいしー！」

　感極まったように、おにぎりを囓かじった少女神が声を上げる。その足下で、両手で抱かかえるように同じおにぎりを食べながら魚マスコットの「だごんたん」が「ウマー」と可愛かわいらしい声で意思表示した。

「これまで『必要な食事』はしてきましたけれど、こんなにいい物なんですね『ご飯を食べる』って行為は！」

　単純なサケ入りおにぎりなのだが、少女神におかれては、涙なみださえ浮かべて喜んでいる。

「あ、これもどうぞ」

　と買い物袋の中から昆こん布ぶ入りのおにぎりを取りだして、ユウはスクール水着を着けた神様に手て渡わたした。

「ありがとうございますぅ～」

　そういうと、こっちの方は包装を剥むいて、頭の上に乗っかった帽ぼう子しへと近づけた。

　てっきりコウモリの翼つばさを付けたタコをモチーフにした半はん透とう明めい樹じゆ脂しの帽子だと思いこんでいたそれは、もにょりとタコの脚あしのような触しよく手しゆを伸のばしてそれを口元…………らしい所に運んでペロリと丸まる呑のみし、んぐんぐと収縮したあと、眼を細めた。

　どうやら喜んでいるらしい。

「えーと、ひょっとして頭のソレ、帽子じゃなくて身体の一部とか？」

　そーだったらグロイなあ、と思いながらユウが尋たずねると、「まっさかぁ」とクスクス笑って「クトゥルフ・フングルイ・ムグルウナフー」こと「くーちゃん」はかぽっとそのタコ型帽子というか、帽子型タコというかを外して見せた。

　にゅる、とタコの脚のような、しかしそれよりも遙はるかに本数の多い触手が動いて「よ」とユウに挨あい拶さつした。

「この子は、私の分身なんです。最初はイカにしようか、とも思ったんですけれど、タコの方が丸っこくって可愛いと思いましたので……」

「はあ」

　まあ、ともかくグロい事じゃなくて良かった、と胸を撫なで下ろしながらユウも自分の分のおむすびの包装を解く。

　霧人はというと、ちょっと離はなれた場所に座り、ひとりで弁当をぼそぼそ食べている。

「ほら、君もこっちに来て一いつ緒しよに食べようよ、しばらく休戦なんだからさ」

「馴なれ合いはしない主義なんです」

　つん、とした顔で霧人。

（やれやれ、意外と意地っ張りなんだな）

　苦笑し、それからひょいとユウは立ち上がると、ランタンモードのライトを片手にすたすた歩いて霧人の真向かいに腰こしを下ろした。

「ひとりでご飯なんて、美味おいしくないわよ？」

　にっこり笑って（年上のお姉さんっぽく）、頭を撫でかねない顔で食事を始める。

「図々しいんですね」

　じろり、と霧人は上うわ目め遣づかいにユウを見たが、その眼の中には明らかな戸と惑まどいが見て取れた。

「人なつっこいって言って欲しいな♪……ほら、神様もこっちへ！」

　こういう時、別人の姿というのは有り難かった。
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　ジョナサン・Ｍ・Ｙ・サルガッスセ・マーシュは食事時間だけはたっぷりと取るようにしている。

　どんなに忙いそがしいときでも、外部を遮しや断だんして一時間、というのが彼の過ごし方だ。

　部屋は小さく、鍵かぎが掛かかり、完全防音。

　お気に入りのクラッシック、もしくはスウィングジャズをかけながら、この一時間だけは全てを頭の中から追い出す。

　これはかつて太りすぎて１８０キロ近い体重になったときからの反省で、かつてのように様々な情報を処理しながらの山盛りの食事、というのを止めて、今は努めて簡素に、ただし、ひと口ごとにナイフとフォークを置いて、という食事の取り方である。

　それと週二回、二時間の水泳のおかげで体重は減少し、今は「貫かん禄ろく」という言葉のレベルで留まるようになっている。

　おかげで母なるダゴン、父なるクトゥルーの許もとへ赴おもむく前に成人病関連で死ぬという情けない事態を避さけることが出来たが、同時に、この方が年老いた身には「楽」だということに気がついた。

　ほうれん草と半熟卵のサラダをつつきながら、食べること以外は何も考えない時間を、彼は満まん喫きつしていた。

　若い内は忙しく「仕事」というマジックで二十四時間のマスを塗ぬりつぶす事が重要だったが、「人間は上のぼり詰つめたら、いかに空白を作るかがステイタスでもある」とよく言われることの意味がようやく理解出来るようになった、と思う。

　サラダとハムステーキとふすまパンという簡素な食事を終え、しばらくコーヒー一いつ杯ぱいでくつろぐ。

　あと十分でその時間が終わる、という事を知らせるアラームが腕うで時ど計けいから響ひびくまで、彼はある意味、忘我の極致に沈しずんでいた。

「やれやれ、下界に戻もどらなければならないか」

　苦笑しながら立ち上がる。

　贅ぜい沢たくではないが、十分な食事と、何も考えない時間のおかげで、色々リフレッシュ出来た。

（母なるダゴンの許に行けるようになれば、この状態が永遠に続くのだろうな）

　ふと思う。

　扉とびらを開けると同時に、待ち受けていた秘書が歩み寄ってきた。

「日本政府から抗こう議ぎが来ています。事態が大きすぎる、とのことで」

「ナガタチョーからかね、それともカスミガセキの方からかね？」

「カスミガセキです」

「よろしい、ならば現在検討中と言って誤ご魔ま化かしておけ。どうせ役人だからな、こちらが答えを出さない限りは動かん。ナガタチョーのボスたちにはちゃんと鼻薬は嗅かがせてあるだろうな？」

「はい、今朝入金を」

「よろしい」

「それと、これ以上停てい泊はくするなら入国許可を、と日本の入国管理局が言ってきました」

　差し出された申しん請せい書類にざっと目を通し、マーシュは愛用の万年筆を取りだしてさらさらとサインした。

　これから後十時間以上、事態の決着がつくまでこういう仕事がマーシュの前には山積みになる。

　いっそ、今からでも出しゆつ撃げき命令の中止を、と考えないでもないが、そんなことをしたら教祖とはいえ周囲の心証が悪くなるのは確実である。

　宗教団体とはいえ、人間が成り立たせる物である以上、ある程度のはったりや信しん頼らい関係、威い厳げんとか言う装そう飾しよく品ひんが必要なのだ。

　まして、テレビ伝道師が幅はばを利きかせる現在、「教団」もいつ四し分ぶん五ご裂れつするか判らない…………数千年の間に、「教団」は何度もその危機を迎むかえたし、実際数十年前にはフランスの教団が分離して、東とう欧おうのグループと結けつ託たく、新しい「教団」を結成してしまった。

　恐おそろしいことに彼らは邪じや悪あくなる我らが神が復活し、世界を滅ほろぼした後、新しい世界を作ろう、などという考えに取り憑つかれ「邪神のコントロール」などという馬ば鹿かげた事に血道を上げているらしい。

　そんなことを許すわけにはいかなかった。

　魂たましいすらも邪神に捧ささげ、世界と共に滅び、邪神と一体化することすらなくこの世から消しよう滅めつすることが、彼らの目的だというのに。

　死だけが平等に配当され、誰も、何も生き残らない。そして、全てが終わる。

　これほど美しい「滅び」があるだろうか。これほど優しい「死」があるだろうか。

　死ぬのは自分だけではなく、全てのひとが死ぬ。




　自分が死んだ後の世界は無いのだ…………自分だけが死ぬという寂さびしい事もない。全ての人類が、生物が道連れなのだ。




　その瞬しゆん間かん、ある意味でヒトは死を超ちよう越えつするのではないか。




　そのことを考えると、マーシュは今でも少年のように心を震ふるわせる。




　とはいえ、そのためには日々の努力が必要だ。

　我が儘まま放題のことをしていては、いずれ教祖とはいえ放り出される。

「やれやれ、美しく滅びるのも難しいものだ」

　自じ嘲ちよう気味にそういうと、マーシュは再び作戦室へと歩き出した。
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　食事が終わると、ユウはラジオに電池を入れて聞いてみた。

「…………」

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥おくである為ためか、電波が入らないらしい。

「やっぱ、無理かぁ」

　すると、指についていたご飯粒つぶを舐なめ取っていたスク水少女神の「クーちゃん」が、

「あ、まかせてください♪」

　と立ち上がると、背中に手を回し、偉えらく長い杖つえをどこからともなく引き抜ぬいた。

「！」

　ショッキングピンクがメインカラーで、ソコに金銀宝石で飾かざられた☆マークが大量に散らばっているという、まあ可愛かわいらしいというか正統派の「魔ま法ほうのステッキ」…………いや、長さからすると「魔法の長杖ワンド」である。

「…………」

　硬こう直ちよくしているユウに気づかず、「クーちゃん」はワンドの中程を両手で持って、

「せーの！」

　と可愛らしいかけ声ひとつ、ガッスリと鍾乳洞の地面に深々とワンドを突つき刺さした。

「…………力持ちなんだ」

　ぽけっと霧人が呟つぶやく。

「まー、これぐらいは。だって神様ですから♪」

　にっこり「クーちゃん」は微笑ほほえむ。

「さ、これにラジオのアンテナをくっつけてください」

「あ…………う、うん」

　ちょっと「魔法のステッキ」には複雑な思いのあるユウは何となく素直に頷うなずけないままにラジオのアンテナを伸のばしてくっつけてみた。

　たちまち、嘘うそのように放送が入り始める。

「へえ…………」

　素直に感心した。

　神通力にしてはいささか情けない発はつ露ろではあるのだが、今一番必要な能力なのは間ま違ちがいない。

　最初、ラジオはクラシック音楽を流していたが、すぐに何度目かの午後のニュースになり、アナウンサーが興奮気味に状じよう況きようを報告し始めた。

　数分後、番組はまたクラシックに戻もどる。

「…………海かい賊ぞく、ねえ」

　ユウは、何とも言えない表情になった。

　小なりとはいえ、神様が絡からむことなので、色々な力が働いているのだろうが、海賊というのはリアルに過ぎた。

　やはり、この場合、邪じや神しんを崇あがめる連中の手が動いているのだろうか。

「他でもニュースやってないかな？」

　とダイヤルを動かすと、おかしな声が入ってきた。

「…………」

『あの玩具は今どうなってるだWhat state is that luggage now?？』

　Whatが「ワラ」、thatが「ダーット」に聞こえる酷ひどい英語で普ふ段だんのユウなら聞き取ることすら難しいが、幸いにも憑体には国際時代に合わせて、万能の翻ほん訳やく機能がついている。

『ああ、教祖様のクソッタレ玩具おもちやなら今クソッタレな起動準備中だ。出しゆつ撃げきはクソッタレな事に深夜になるとよ』

　こちらは色々、放送禁止な四文字が間に入るまた酷い英語であった。

　どうやら、神様のワンドは、ラジオ以外の電波も拾ってくれるらしい。

『仕方なかんべ。ありゃあ手間ぁかかかる代物だでよ』

『まったくクソッタレだ、教祖様のクソッタレなご趣しゆ味みもクソッタレなもんだぜ、あの白衣のクソッタレ野や郎ろう、張り切ってやがったが、巨大ロボットメガゾードなんざお呼びじゃねえのによ、クソッタレ』

『んで、ターゲットはどうなってるだ？』

『今のトコ、クソッタレの島から動いている気配はねえ。ただ、このクソッタレ鍾乳洞のおかげでクソッタレ位置の特定がクソッタレなぐらい出来ないけどな！』

『お疲つかれサン。そのまま哨しよう戒かいを続けてくれぇ』

　そして唐とう突とつに音声は途と切ぎれた。

「メガゾードって…………巨大ロボット？」

　思わずユウは呟いた。

「どういうことですか？」

　霧人はどうやら会話の内容が聞き取れなかったらしい。

「なんか、私たちに対たい抗こうするために巨大ロボットが出てくるらしいわ」

「まさか…………？」

　思わず笑った霧人の顔がこわばった。

　自分達の後ろに鎮ちん座ざしている物が何かを思い出したのである。

「…………」

　ふたりの間に同じ危機感を覚えた者同士が共有しうる、重い沈ちん黙もくが落ちた。

「…………えーと、どういうことなんでしょう？」

　当然の疑問が「クーちゃん」の口から出た。

「まあ、早い話、今度は苦戦しそうだ、ってことかしら」

　何しろたかがヘリ数機にユウは上半身部分を破は壊かいされ、霧人の奴やつは脚あしの部分を破壊されている。

　人型兵器といっても、だから強い、勝てる、というわけではない。

　まして、元はブロック玩具なだけに衝しよう撃げきには弱いらしい。

「アニメだったらそれだけで勝てるんだけどなあ……」

「部品があれば」

　じっと自分の赤いロボットを眺ながめながら、霧人が言った。

「そっちが買い物に出ている間、調べてみたんですけれど、構造が複雑で強い…………作り込みがされている部分はやっぱりミサイルを撃うち込まれても壊こわれてないんです。だから、もっと部品があれば、作り込んで強化が出来るんじゃないかと思うんですが……」

「部品ね…………でも、作り込む、ってどうやって？」

「僕も、そっちの奴も、元は普ふ通つうのブロック玩具を組み合わせて作った物を、術をかけて巨きよ大だい化か、本物化させているだけですから、元に戻もどしてしまえば……」

「あ、なるほど、普通の玩具、ってわけね」

「えーと、それなら、何とか…………半分ぐらいなら、私が複製出来るかもしれません」

　おずおずと、「クーちゃん」。

「精度が必要なものでしょうから、全部、とはいかないでしょうけれど」

「それなら、必要な部品を考えないといけないな」

「…………そうだ」

　ぽん、とユウは手を叩たたいた。

「じゃあ、私のとソッチのとでニコイチにしちゃえばいいじゃない」

「ニコイチ？」

　少年が聞き慣れない言葉に首を捻ひねる。

「私とソッチの部品をあわせれば、部品の数は二倍以上になるわけでしょ？　そしたらクーちゃん神様の複製もいい感じに増やせると思うけど？」

「ああ、ふたつの物をひとつにする、ってことですか…………でも、いいんですか？」

「ふたり乗り…………いや、三人乗りにしてくれれば問題なし」

「いやそうじゃなくて」

「だって、休戦中の上に共同戦線張ってるんでしょ？　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　そう言うと、ユウはひょいひょいと自分の青いロボットのコックピットに入り、術式の起動護ご符ふに触ふれて、機能を停止させた。

「二十秒以内に退去してください、収縮して危険です」

　優しいが物ぶつ騒そうなことを言う合成音を聞くまでもなく、ユウはコックピットから降りた。

　まるで、出来の悪いＣＧ合成のように、それまで鍾しよう乳にゆう洞どう一いつ杯ぱいに横たわっていたロボットはすうっと縮小して、片手で持てる程度の大きさになる。

「はいこれ」

　と、元のサイズに戻ったそれを、ユウは霧人に手て渡わたした。

「…………あなた、意外に…………いい人、なんですね」

　ぽつん、と不思議そうに霧人に言われ、ユウは「大人の女」っぽくにっこりと笑った。

「ようやく判ってくれたみたいね」
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　そして夕方。

「なるほどのぅ」

　ユウの家のプレハブである。

　神世からひょっこり戻ってきた「虎とら神がみさま」はようやく起き上がれるようになった「りり」と「くぅ」および「とらたん」からの説明を受けて、うんうん、と頷うなずいた。

「間ま違ちがいない。それはな、今邪じや神しんが善神になろうとしている事にまつわる『宿しゆく痾あ改変』が起こしておる事じゃ。ああなっては我々では手が出せぬ」

　とちんまりした神様は溜ため息いきをついて、専用の小さな座布団に腰こしを下ろした。

「しかしまあ、ユウの事じゃ、きっと上手くやるであろう」

「あのさー」

　と三み毛け猫ねこ頭の「りり」が尋たずねた。

「ユウねーちゃん、怪け我がしたり、死んじゃったりとか…………ないよね？」

「馬ば鹿かっ、りりは何でそーゆー物騒なこというかなー？」

　隣となりに並んだ「くう」がその頭をぽかりとひっぱたくが、

「可能性は、ある」

　といつになく真面目な表情で「虎神さま」は答えた。

「何しろ、数万年クラスのコケの生えた邪神がいきなり愛と恋こいの神になるのじゃ、驚きよう天てん動どう地ちの出来事には違ちがいない……じゃが、まあ、多分大丈夫じゃろう」

「なーんで判るの？」

「勘かんじゃよ、勘」

「かん？」

「くぅ」が頭を捻るが、「りり」はああ、と手を打った。

「あ、知ってる！　古いＣＤ屋さんで山積みになってる奴やつ」

「違うわ馬ば鹿か者もの」

　やれやれ、と溜息をつきながら、「虎神さま」は判りやすい言葉で説明してやることにした。

「第六感じゃ。我ほどの神になれば、何か悪いことが起こるとここ」

　とこめかみの辺りを指さし、

「ここにな、ぴーんと来るのじゃ」

「え？　そーなの？」

　二匹ひきの子猫は顔を見合わせる。

「お前らもここ数日、妙みように寝ね付つけなかったりしたじゃろ？」

「ああ、そうか、あの嫌いやな感じかー」

「我ほどにもなれば、もっと色々感じることができるのじゃ」

「ふーん。神様、やっぱ凄すごいやー」

「すごいやー」

　子猫二匹は素直に「虎神さま」に尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「うむ、もっと褒ほめるが良いぞ」

　などと反そっくり返る「虎神さま」であるが、隣に座った「とらたん」が「しかし、本当に大丈夫でしょうか？」と非常に常識的な問いかけをしてくると、さすがにシリアスな顔にならざるを得ない。

「こればかりは…………ユウの運の強さを信じるしかないのぅ」
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　太平洋上、沖おき縄なわ本島沖数十キロの海上に浮うかぶ「ルルイエ５」ではようやく、五つある「玩具おもちや」の起動手順のうち、第四シークエンスに突とつ入にゆうしようとしていた。

　作戦室とは別に、広大な船倉内に張り出しとして作られた広大なシステムルームでは、つい半日前まで埃ほこりが積もるぐらい放置されていたとは思えないほど、活気に満ちた人々で溢あふれ、てきぱきと各手順が進行していく。

「各システム、通電確認」

「プログラム、正常に進行中」

「６番から22番まで電圧安定」

「クロック数、予定通り上がっています」

「肉体覚かく醒せいまであと三時間」

「覚醒用ピンに電源接続」

「電源、接続」

　レバーがゆっくりと押おされ、同時に船倉深くに安置された人型兵器の首の辺りに、左右から巨きよ大だいな電極が近づき、放電を始める。

　音こそ完全防音なので伝わってこないが、その輝かがやきが、スモークガラスを四方に張ったシステムルームを青白く照らした。

「脳幹メモリ、クロック数獲かく得とく、起動開始しました」

「各システム正常に機能中、破は壊かいされた物はありません」

「よし、電源接続終しゆう了りよう」

　逆方向にレバーが引き戻もどされる。

「リンゲル注入開始」

「高濃度栄養液ハイカロリーサプリ注入」

「脳内システム、チェック開始」

「プログラム稼か動どう用電圧、チャージ開始」

「脳波、異常なし」

「臓器、異常なし」

「血圧、脈みやく拍はく、安定してます」

「基本フェイズ終了。これより『守護者ザ・ガード』モニターフェイズへ移行します」

　オペレーターの声と同時に、モニターにようやく「玩具」ならぬ「守護者」の全身像が、青地に白い線画で映された。

　全身にウェットスーツを着せ、ガスマスクを被かぶせたゴリラのような姿だ。

　それを囲むようにウィンドウが開いて、監かん視しカメラからの映像が映る。

　スンの高原、彼ら「教団」と敵対する空の神を封ふうじた太古の都アラオザルの門を守る邪じや神しんの眷けん属ぞくのひとつを、それはクローニングによって複製したものであった。

　その偉い大だいな分厚い胸はゆっくりと上下を初めた。

「おお…………」

　スタッフの間に溜ため息いきが漏もれる。
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　焚たき火の熱で部品が変形してもらっては困るので、霧人はそこから離はなれたところでブロック玩具をいじることになった。

　光源は例のライト型ランタンである。

　科学者のような、職人のような真しん剣けんきわまる無表情で、少年は何度もブロック玩具を組み合わせ、分解する。

　話がまとまった後、ユウが百円ショップで買ってきた精密ドライバーセットが分解組み立てに役立っていた。

「あ、これじゃハマらないのか…………片方がペグで、片方が十字ピンの奴やつは無いから、ここでコネクタ噛かませて…ダメだ、それじゃ距きよ離りが出過ぎてスカスカになるな」

　ブツブツ言いながらも、手は別の生き物のようにブロック玩具を組み合わせ、分解し、ベストの形へと仕上げていく。

　ブロック玩具とはいえ、ここにあるのはロボットを作るためのセットがメインなので、ボールジョイント部分や、手指になるパーツもちゃんとある。

　裏を返せば、それ故にドット絵のように組み合わせるわけにはいかず、ちゃんと「動く」ようにそして全ての部分に一定の「密度」と「強度」が保たれるように作る必要があった。

「…………」

　何も言わず、ユウはそんな霧人をじっと見つめていた。

「クーちゃん」はその横で、これまた百円ショップで買ってきた行楽用アルミシートの上にこてんと横になり、例のタコのかぶり物を枕まくらにすやすや寝ね入いっている。

　魚のマスコット「だごんたん」がとてとてと歩いて、手にした三つ叉また槍やりを器用に使って肩かたにかけた毛布（これは市役所で避ひ難なん民みん用に配っていた物を拝借した）のズレを直してあげてたりするのが微笑ほほえましい。
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「脳波、臓器、共に異常なし」

「了りよう解かい、これより最終シークエンスに入ります」

　オペレーター達が忙いそがしく、そして細心の注意を払はらいながら仕事を続け、ようやく彼らの「守護者」は起動の為ための最終段階へと至った。

　すでに夜の十時を回っている。

「何とか、間に合いそうだな」

　マーシュに対して「十二時まではかかる」と言い切った「技術者エツグヘツド」はぽつり、と無表情に告げた。

「良かったですね、技術室長」

　オペレーターのひとりが手を止めずに微笑んだ。

「マーシュ様、テレビ中ちゆう継けいの準備をなさってましたよ。衛星中継で各支部に出しゆつ撃げきと撃破の模様をお送りするそうで」

「…………やっぱりか」

「技術者」は溜息をついた。

　まだ完かん璧ぺきではない技術を大々的に世間に広めてしまうことを、やはり技術者ならではの感性で、この人物も嫌きらっているところがあるのだった。
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「あの…………」

　おずおずと、背後から声をかけられてユウは振ふり向いた。

「どうしたの？」

　少年は気まずいというか、恥はずかしいというか、非常に複雑な表情を浮うかべて数秒黙だまっていたが、

「そ、その、作り込みにはどうしてもその、メカの設定を細かく術式に入力しなければいけないんだけれど……やり方が、判らないんです」

　と切り出した。

「ああ、そうか」

　憑体に入っているときには基き礎そ知識として術式の扱あつかいは頭に入っているが、分離するとユウも忘れてしまう。

　そして「作り込む」には対象物そのものの構造を密にしておくだけでなく、それがどういう部品でどういう役割を果たすモノか、という「設定」が必要なのだ。

「判ったわ、やりましょう……まだモノは完成してないから、人型を描いて、設定を書き込んでもらえる？　えーと、このチラシの裏に」

「あ、も、もう描いてあります」

　そういって、少年はジーンズの後ろのポケットに突っ込んでいた、裏が白いコピー用紙のチラシと、金色のポッチパーツ、と呼ばれる円形の部品を取りだした。

　このポッチパーツの表面にびっしりと術式の基本型が書き込まれている。

「あ、あの……では、お願いします」

　恥ずかしそうに、霧人が「設定書」と術式の中ちゆう枢すうを手て渡わたす。

「はい♪」

　微笑みながら、ユウはそれを受け取った。

　さっそく広げようとすると、少年は慌あわてた風に背中を向け、再びブロック玩具の組み立てに戻もどっていった。

「…………？」

　と首を傾かしげながら広げてみる。

（へえ、絵も結構上手いんだ）

　デザイン的なことはユウにはよく分からないが、丁てい寧ねいな線で描かれた大まかなロボットのアウトラインと、簡略化されてはいるが、ちゃんと部品の配置や構造の判るラフスケッチ、書き込まれた字の上手さは、照れるどころか、むしろ誇ほこっていい。

（何を恥ずかしがってるんだ？）

　と思ったが、少し考え方を変えてみると、びっしり書き込まれたソレは、レベルこそ段だん違ちがいだが、子供の描いた「僕の考えた宇宙一強いロボット」の絵と余り変わらないのだと気づく。

（ああ、それでか）

　くすっとユウは微笑ほほえんだ。別に妄もう想そうではなく、実際に「そうなってしまう」以上、ただの設計図なのだが、少年にとっては自分の妄想を他人に見せているという恥ずかしさがあるのだろう。

（しかしまあ、よく考えられているというか……あのブロックのオモチャで本当にこういう構造が出来るのか？）

　だが、おそらく少年はやるつもりなのだろう。

　ちら、と霧人の手元を見ると、今ユウが見ている腕うでの内部構造と殆ほとんど同じ物ができあがりつつある。

（大したもんだなあ）

　自分の知らなかった少年の新しい一面に、ユウは素直に感心する。
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　ぴんぽーん。

　垣かきの華はな家のチャイムが鳴って、ユウの母親は「はーい」と明るい声で返事をした。

　すぐに廊ろう下かを走ってドアを開ける。

「えーっと、どなたサマでしょうか？」

　そこに立っていたのは、二十代半ばほどの、落ち着いた雰ふん囲い気きの美女だった。

　目立たないワンピース姿なのが、逆にその美び貌ぼうを際だたせている。

「夜分遅おそくすみません。あの、私…………山やま内うち霧人の姉でございます」

　と頭を下げた。

「いつもウチの霧人がそちらのユウさんにお世話になっているそうで。あの、これ、つまらないものですが」

　と美女は持っていた紙かみ袋ぶくろから、丁寧に包装された菓か子し折おりを取りだし、ユウの母親に手渡した。

「ああ、お話はウチのユウからかねがね伺うかがっております、どうもわざわざ……さ、どうぞどうぞ！」

　とユウの母は山内霧人の姉、実は「猫ねこ姉ねェ」こと猫神を応接間に案内した。

「失礼します」

　するすると、流れる水のような足取りで「猫姉ェ」はユウの家の廊下を歩いていく。

「で、何か…………」

　そっとソファーに腰こし掛かけると、さっそくユウの母親は切り出した。

「あの、実は例の旅行で……」

「ああ、ウチのは大だい丈じよう夫ぶです、ちょっと事情があって島に残ってますけれど」

　にっこりとユウの母親が微笑む。

「本人から電話もありましたし」

「あ、そ、そうなんですか…………」

　何かのアテが外れたような顔になった「猫姉ェ」は、

「いえ、あの、実は弟も島に残っているようで、心配でして………」

「弟さんが？」

「ええ」

「まあ…………」

「どうしているのか、判らないものですから、こちらに来れば何か判るのではないかと思いまして……」

「それは、ご心配ですわね…………今度、娘むすめから電話が掛かかってきましたら、霧人くんのことも聞いてみますわ」

　どうやら、ユウという少女は霧人の名前までちゃんと母親に告げているらしい。

　神様の運命転てん換かん期きの場に居合わせてしまうという、深刻な状じよう況きようながら、猫神は少し、自分の眼鏡が間ま違ちがっていないと知って微笑んだが、すぐにそれを打ち消して。

「ありがとうございます。なにぶん、不出来な弟ですので、ご迷めい惑わくをおかけしてないかと…………」

「いえいえ、ウチの娘こそ、あまり気配りの出来ないたちですので…………」

　片方は「神」、片方は普ふ通つうの人間ながら、ふたりとも「家族」という絆きずなで結ばれた少年と少女を間に挟はさんで頭を下げ合った。

「ともあれ、私、これから海上保安庁に行って弟の事を聞いてみます」

「まあ…………」

「取り敢あえず、避ひ難なん民みんの情報は判ると思いますし」

　と猫神はイヤミにならないように最低限の折り目正しさで頭を下げ、

「それでは、夜分遅く、大した手みやげも無しに申し訳ありません」

　そう言って辞去する。

　最後まで丁てい寧ねいに挨あい拶さつをして、玄げん関かんのドアをくぐった途と端たん、「猫姉ェ」は溜ため息いきと共に、それまで隠かくしていた猫耳をぽん、と飛び出させた。

　いつの間にか、ワンピース姿から、いつもの和服姿に戻もどっている。

「どうやら、彼女とふたりっきりかぁ…………ここで点数上げれば、もう完かん璧ぺきカップル…………いや、それ以前に無事かどうかが問題かぁ…………頭イタイ話ね」

　溜息をつきながら歩き出し、角を曲がる。

「神様ぁ。ノンビリ買い物なんかしてていいのかな？」

「何もせんでじっとしているとろくな事を考えない物じゃ、コンビニぐらいには出かけんと、脳が悪いもので煮に立たってしまうぞ」

　と賑にぎやかな一団とすれ違ちがう。

「？」

　すれ違ってから、ふと猫神は足を止めた。

　ゆっくりと振ふり向く。

　すれ違った相手も、ゆっくりと振り向いた。

　猫神の家にいる子猫たちによく似た風ふう貌ぼうの、ただし三色メッシュと黒くろ髪かみの少女。

　そして、その足下にいるのは、二頭身の虎とらを模したソフビ人形と、その頭の上にちょこねんと乗っかった…………

「と、虎神！」
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「猫神ではないか！」

　互たがいを指さして、ふた柱の神々は声をあげた。

「何でこんなところにいるの！」

「そなたこそ、どうしてこんな所をうろついておる！」

「わ、私はこの家に用事があって…………」

「この家じゃと？　この家は我の…………」

　と互いに言い合った後、沈ちん黙もくが来た。

「まさか…………この家の娘さんって」

「まさか…………最近ユウがつきあい始めたぼうい・ふれんどとやらは…………」




　呆ぼう然ぜんと、神様たちは同時に呟つぶやいた。




「まさか…………！」
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「出来た…………」

　深夜十二時きっかりに、少年はひと言。

　そして、かつて二台のロボットが鎮ちん座ざしていた鍾しよう乳にゆう洞どうの地面には、一度分解され、再び組み合わされてひと回り半ほど大きさと密度を増したブロック玩具おもちやのロボットが置かれた。

「後は…………」

　術式をこめた「核かく」のパーツをふたつ、胴どう体たいの中央にはめ込み、指で触ふれて押おし込むようにしながら起動させる。

　そして、関節を動かして片かた膝ひざをついたポーズにさせると、地面に置き直した。

「巨きよ大だい化かしますので、退去してください」という合成音声が響ひびく中、少年は小走りに走って遠ざかる。

　こまめに薪まきを入れて燃やし続けている焚たき火のあかりに照らされて、縮小して元に戻ったときとは逆に、玩具は本物へと「拡大」されていく。

　やがて、背中が天てん井じようにつくギリギリまでになって、ようやく「拡大」は終わった。

「術式が安定するまで二時間、お待ち下さい」

　合成音声がそう告げた。

「あとは…………待つだけだな」

　と自分の作った「作品」を見上げながら言う霧人に、ユウは、

「じゃあ、少しは横になりなさいな」

　といいながら、紙コップに入った温かいお茶を差し出した。

「…………ありがとう」

　そう素直に言って、少年はコップを受け取り、ひとくち飲んだ。

「あなたは、眠ねむらないんですか？」

　いつの間にか、ユウを指す言葉が「そっち」から「あなた」に格上げされていた。

「私は、さっきまで寝ねかせて貰もらってたわ。今度はそっちの番」

「はい……じゃあ、そうします」

　意外な程、素直に少年はユウの言葉に従った。

「そうだ…………あなたの名前を、まだ聞いてなかったです」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、ユウは口ごもった。

　だが、にっこり笑って、

「ユウ、と呼んで頂ちよう戴だい」

　今、嘘うそはつきたくなかった…………本当はもっと複雑な思いが無意識の中にあったのかもしれないが。







第九章・それでも神様だったとさ
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　テレビカメラの準備が整い、船の中にある「放送室」に、赤いビロードと金細工で飾かざられた演えん壇だんといういつものセットが組まれた。

　マーシュは恰かつ幅ぷくのいい体を、普ふ段だんとは違ちがってゆっくりと重たげに、威い厳げんを持ってカメラの前に現した。

　そして、演壇の上に両手を突ついて、獅し子しが吠ほえるように低い声で切り出す。

「こんばんは、そして、場所によってはおはよう、こんにちは」

　フレンドリーな挨あい拶さつで始めるのは彼のいつものやり方だ。

　微笑ほほえみから、怒いかりの無表情へスイッチングし、一拍ぱくおいてから、言葉を紡つむぎ始める。

「あの憎にくむべきハスターの信者のしかけた罠わなにより、我々は父なるクトゥルーの復活は延期されてしまいました」

「阻そ止しされた」では復活が絶望的に聞こえるので、「延期」という言葉で希望を繋つなぐ。

「さらに、ハスターの信者共は我々に戦いまで挑いどんできました。そのために、多くの同志の人命が失われ、傷つけられました」

　この辺は誇こ張ちようである。ひとりも死傷者が居なくても、誰も気にしない。

　だが、ある特定の目的を持って結束を必要としている団体にとって、これからの感情を盛り上げるのに、「死傷者」という言葉ほど便利な物はない。

「しかし！　我々は受けた侮ぶ辱じよくを、復ふく讐しゆうを果たさねばなりません」

　打ち合わせ通りなら、ここで彼の姿と画面を二分する形で、船倉に横たわる「守護者」の姿がカットインする筈はずだ。

「スンの高原、アラオザルの門を守るボ＝ルゴ。私はトウチョ・トウチョの長老から譲ゆずり受けた細さい胞ぼうの破片からかの偉い大だいなる神の眷けん属ぞくを再生し、この戦いに赴おもむかせることといたしました」

　さりげなくカメラの横に置かれたチェック用モニターを見ると、ちゃんと船倉に横たわるウェットスーツとガスマスクを着けたゴリラのような物が画面分割で映っていた。

「では、今より数十分後、我々の威い信しんをかけた巨きよ人じん同士の戦いをご覧にれましょう！」
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「最終チェック終しゆう了りよう…………『守護者』、いつでも出しゆつ撃げき……可能です！」

　流石に冷静なオペレーター達も、最後のひと言をいうのに間を置きたくなるほど、膨ぼう大だいで繊せん細さいな神経と、集中力を要する作業はようやく終わった。

「技術者エツグヘツド」は大きく頷うなずいた。

「よし、意識はレム状態を維い持じ。作戦室に通達…………『出撃準備』だ！」
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「了りよう解かい、これより『ルルイエ５』は出撃準備に入る」

　作戦室では、その通達を受けたオペレーターが、「守護者」の搬はん入にゆう時以来、使ったことのない機能を再び起動させるべく、目の前にあるプラスティックのカバーの下にある指し紋もん錠じように親指を押おし当てた。

　僅わずかに指紋錠は沈しずみ込み、白い表面にスキャンするための黄色い光のラインが上から下に移動する。

　そして、四よ隅すみを固定していた金具が外され、プラスティックのカバーが下に滑すべり落ちる。

　Ｔ字型の取っ手…………起動レバーに手をかけ、オペレーターはインカムのマイクに声を入れた。

「傾けい注ちゆう、傾注！　これより『守護者』出撃の為ため、『ルルイエ５』は出撃状態へ移行。注水時の状じよう況きように備そなえよ、繰くり返す、注水時の状況に備えよ」

　そして、作戦室の壁かべに掛かかった時計を見つめる。

　秒針が半回転したのを見計らって、オペレーターはレバーを握にぎる手に力をこめ、インカムに告げた。

「これより出撃状態へ移行する…………五、四、三、二、一！」

　レバーが右に捻ひねられてから、ワンテンポ遅おくれて「がごん」という重々しい音と共に、ゆっくりと船全体が右へ、そして前へ、更さらに後ろ、左、と円を描えがくように傾かたむいていった。




☆




　その日、その時間、もしも「ルルイエ５」の周辺にマスコミの関係ヘリが飛んでいれば、自分達が船の沈ちん没ぼつ場面に居合わせたのかと驚おどろいたかもしれない。

　船体全体に巨きよ大だいなタコの絵を描いた「教団」の船は、周囲に海水の渦うずを作り、ゆっくりと小刻みな円を描きながら、豪ごう華か客船はじりじりと沈み始めたのである。

　船は三十分ほどかけて喫きつ水すい線せんを越こえて沈み込み、やがて停止した。

　外洋から、タグボートが三隻せきほどやってきて、舳へ先さきへ向かう。

　舳先の部分に分割ラインが走ったかと思うと、今度はゆっくりとそこから左右に分かれ始めた。

　船の全体から言えば、それは七分の一ほどの巨大きわまる搬はん入にゆう口ぐちだ。

　タグボートの一隻がその中に入っていく。

　数分ほどして、タグボートが出てきた。

　一時停止し、そこからさらに残った二台のタグボートに最初のタグボートから枝分かれしたロープを繋ぐ。

　最初のタグボートの乗員の合図で、三隻のタグボートはゆっくりと波間を走り始めた。

　そして、ゆっくりと、巨大な頭部が船の中から姿を現した。

　不意に、周囲の温度が下がる。

　クローンとはいえ、邪じや神しんの眷属の存在は、自然の世界と相反するのであった。




☆




「！」

　それまで平和な顔で寝ねていた「クーちゃん」の、半はん透とう明めいな前まえ髪がみの一部がひょい、とアンテナのように立ち上がり、同時にご本人も目をぱちっと開けた。

「来ます。巨大な力が」

　その声に、眼だけを閉じていた（憑体は疲ひ労ろうしない）ユウはすっと立ち上がった。

　すでに、霧人は起きている。

「どうやら、出番のようね」




☆




　砂すな浜はまにたどり着くと、タグボート代わりの上陸艇ていはそのまま海岸にあがり、ロープの先せん端たんを今度は、数時間前に設置を完かん了りようしていた八台の大型ウィンチに接続した。

　すぐ側に停車している電源車両の発電機が唸うなりをあげ、力強くコンクリートに固定されたウィンチは砂浜へと横たわったままの「守護者」を引っ張り上げる。

　頭部から肩かたにかけてが砂を盛り上げながら、重々しい地じ響ひびきと共に引き上げられると、ウィンチの周辺のコンクリ地面にひびが入り始め、モーターそのものも焼きつけを起こして煙けむりを上げる。

「ウィンチ停止！」

　の命令と共に、ウィンチは止まり、電源車の電源は投光器へと接続される。

　ぱん、ぱんぱん、という破は裂れつしたような音がして青白い光が白い砂浜に横たわる、巨大なウェットスーツの巨きよ人じんへと向けられる。

「どれくらいであのマイティ・ジョーヤングは目覚めるんだ？」

「ルルイエ５」に居るのとは別の、黒人の現場指揮官が通信兵に怒ど鳴なると、

「あと二十秒以内で覚かく醒せいするそうです！」

　という答えが飛んできた。

「よし、では仕事の終わった者は撤てつ収しゆうだ！　ヘリ部隊に連れん絡らく！　動き出すのは奴やつこさんが三歩以上歩いてからにしろと伝えろ！」

「了りよう解かい！」

　言って、軍用デジタルトランシーバーに向かって伝達する通信兵が「終わりました！」と叫さけぶのにあわせたかのごとく、巨大な身体が身じろぎした。

「おお！」

　動揺とも、感かん銘めいともつかないどよめきが、海岸に待機した『教団』の兵士達に広がっていく。

　さっきまで、死体のように「存在」しているだけだった巨人は明らかな意志を持って、ゆっくりと砂浜に肘ひじを突つき、ゆっくりと身を起こし始めた。

「こいつぁ…………」

　現場指揮官の真っ黒な顔に、子供のような興奮の輝かがやきが宿った。

　ざらざらと、その身体から落ちた砂が滝たきのように砂浜にぶち当たり、煙をあげ、水すい滴てきが水みず煙けむりとなってそれを駆く逐ちくする。

　今まで、恐おそらく恐きよう竜りゆうが滅ほろびて以来、地球上の殆ほとんど誰も聞いたことのない、地響きではない、巨大な生物が立ち上がる音が足下から伝わってくる。

「マイティ・ジョーどころか、ゴジラだぜ…………」

　ゆっくりと巨人は立ち上がると、反転を始めた。

　ホワイトハウスの柱よりも太い足が海をかき回し、その際起こった波が押おし寄よせてきて海岸よりも一メートルほど高い位置に固定されていた電動ウィンチをざばりと包み込み、海の中に引きずり込む。

「て、撤収だ！　撤収ーっ！」

　海岸から数十メートル離はなれた位置にいた指揮官と電源車の一メートル手前まで押し寄せてきた波に、一同が肝きもを潰つぶしたのをせき立てるように、同じ思いらしい現場指揮官の怒ど号ごうが響ひびいた。




☆




　巨人は数分かけて、海岸線を小さな津つ波なみで水みず浸びたしにしながら反転すると、ゆっくりと歩き始めた…………と言っても、それは遠目で見た場合で、その一歩は十数メートルに及およぶから、時速に直せば八十キロを超こえているのだが。

　一歩ごとに地面が震ふるえ、台風用に強化された民家、コンビニを問わず、全ての建物の窓ガラスが粉ふん砕さいされ、アスファルトは丁てい寧ねいに整えられた砂地のように足あし跡あとをうがたれる。

　そして、あらかじめ測定部隊が割り出した「最も安全な場所」を選んで数十歩。

　真っ黒な熱帯雨林が「守護者」を出で迎むかえた。




　そして、星空が揺ゆれる程の大だい音おん響きようと共に、地面が割れた。




　鳥とコウモリが一いつ斉せいに飛び立つ。




　森の中程に線が走り、そこから左右に分かれるように陥かん没ぼつが始まったのである。

　月の明かりが陥没した穴の中に差し込む。

　周囲を飛び交うヘリに積まれた投光器が穴の中をまばゆく照らし出す。

　機体は赤かった。

　僅わずかに内部フレームに使った青と、基本であるグレーが見えるが、鮮あざやかに印象に残るのは顔や肩かたに差し色として入った黄色。

　敵対する者が生物兵器、という言葉から引用される悪夢の極みなら、こちらは機械兵器という言葉が生み出すロマンそのものの、直線と二次曲線、三次曲線で構成された鋭えい角かくイメージの人型兵器だった。

　それが、片かた膝ひざを突いた状態でゆっくりと浮ふ上じようしてくる。

　まるで、奈な落らくからセリに載のって上がってくる千両役者のように。

　そして、ゆっくりと立ち上がった。

　身長は「守護者」と同じく四十メートル近くはあるだろうか。

　上半身は分厚く、下半身はすらりとしている。

　腕うでの先せん端たん部分には増加装そう甲こうが施ほどこされていて、先へ行くほど太く見えるが、それはむしろ逆に、先に行けば行くほど細く尖とがっていく脚あしと対照を成し、手て脚あしの長さをこそ強調していて、無骨そのものの手指部分マニユピレーターも相まって、むしろしたたかな格かく闘とう家かを思わせる。

　この世に生まれ出るために神の技術が関わっている、戦う兵器と、殲せん滅めつするための兵器は向かい合った。

「守護者」がおっくうそうに片手を上げ、赤いロボットに掌てのひらを向けると、夜目にも尚なお黒い、としか表現できない黒い光球が次々と打ち出された。

　巨きよ大だいなボディからは思いも寄らない俊しゆん敏びんな動きで、赤いロボットは横っ飛びにこれを避さけ、地じ響ひびきと土つち煙けむりを上げて転がりながら、無骨きわまりないハンドガンを腰こしの後ろから取りだし、次々に連射した。

　青白い曳えい光こう弾だんと、灼しやく熱ねつした砲ほう弾だんが次々とウェットスーツの表面に着弾し、「守護者」はのけぞった。

　ヘリからの投光がいくつものラインを引いて、戦場を駆かけめぐる中、しかし「守護者」は姿勢を立て直すと、腕を使った四足歩行で一気に赤いロボットへ接近すると、その胸元へ飛びかかった。

　その下あごの部分へ、ロボットの鋭するどく尖った膝ひざが蹴けり上げられる。




☆




　巨きよ人じんと巨大ロボットの戦せん闘とうが、ホテルの光回線につなげられたレノボのパソコンに展開している。

「うわぁ…………」

　いつもは沖おき縄なわで「工こう房ぼういちか」の主あるじをしている少女は、展開されている光景に呆あきれたような、感動したような声をあげた。

「こら凄すごいわ。長生きはするもんねー」

　毎日チェックしている造形関係のある掲けい示じ板ばんで「凄いことやってる！」という書き込みを見つけて、ブラウザクラッシャー覚かく悟ごでリンクにつなげたところ、この騒さわぎである。

　信者の中でも比ひ較かく的てき「薄うすい」者がデータを横流ししているのか、それとも中ちゆう継けいしている技術者の中に信者ではない者が混じっているか…………マーシュが知れば裏切り者捜さがしに躍やつ起きになりかねない事態だ。

　が、取り敢あえず、今現在、全世界におけるかなり数の人間がこのサイトにアクセスして、リアルタイムで落ちてくる画像に夢中になっている。

　光ケーブルで接続している少女のパソコンでさえ、処理落ちや処理待ちがしばしば起こるほどである。

「しかしまあ、上手く組み合わせてるわねー。上手い『見立て』だわ。どっちかがオレニクルとかやってるのかしら？　まあ、男の子の方は模型やってるらしいから…………でもおかしいわね、あんな部品、あったかしらん？」

　などとブツブツ言いつつ、猫ねこと虎とら、双そう方ほうの神と取引している少女は、イベント前日だというのにますますその中継動画に夢中になって、サイドテーブルに置かれた飲み物や食べ物に手をつけることすら忘れている。




☆




（意外と速いわね）

　コックピットの中「接続」された垣華ユウは一見鈍どん重じゆうに見える相手の動きの素早さと的確さに舌を巻いていた。

　とにかく早く動けるように「設定して」あるこのロボットだが、巨大なものが動く、というのは実は嫌いやになるぐらい手て間ま暇ひまが掛かかる。

　手も足も、重い「物体」であることに変わりはなく、それを動かすには「反動」が必要なのだ。

　実を言うと人間も含ふくめた全ての生物は手脚を動かすときに何らかの反動を必要とする。多くの場合それが認識されないのは、肉眼で気づくにはあまりにも些さ細さいな動きに見えてしまうからである。

　たとえば、人間は腰こし掛かけた状態で、額を押おさえられると、もう立ち上がることが出来ない。これは立ち上がるという動作の初めが「頭を前に傾かたむける反動」で成り立っているからだ。

　地球上で生物が動くと言うことは「反動」を利用して重力に対するバランスを崩くずすことを最初にせねばならないのである。

　速く動く、ということはそのバランスの崩ほう壊かいを早めることで、常に事故の起こる確率を巨きよ大だい化かさせていくことと同義なのだ。

　作家の古橋秀ひで之ゆき氏がかつて喝かつ破ぱした、「三倍速い、ということは三倍コケやすい」という言葉もここに由来する。

　そのギリギリのバランスをとる為ために、ユウの乗るロボットの足首は、作戦行動中の今現在折りたたまれて細く尖っている。

　これで重火器の反動が何とかなるのは、それこそ神様のお力添ぞえ故だが、そのスピードと中・長ちよう距きよ離り兵器でさえ、相手に対してはさしたる効き目がないらしい。

　先ほどの銃じゆう撃げきはもちろん、今さっき背中に折りたたんでいた長距離砲ほうを伸のばしてほぼゼロ距離でぶち込んだというのに、相手のウェットスーツのような胴どう体たいの表面はもちろん、古いガスマスクをかぶったような頭部にさえ…………いや、正確にはそのギリギリ手前で謎なぞの障しよう壁へきに阻はばまれて傷ひとつ付けられない。

「ダメだ、これだけ近くで撃うってるのに！」

　霧人も悲鳴をあげている。

　システムに直接接続されているおかげで、ユウは自分の後ろのコックピットで射手ガンナーをやっている霧人の焦あせった顔が判った。

　情けなく歪ゆがんでいないあたりに、ユウは安あん堵どと喜びを感じ、そんな自分の暢のん気きさに苦笑した。

（まるでこれじゃ、バカップルの片割れじゃないか）

　そう考えながらバックステップで相手の横よこ殴なぐりの拳こぶしを避さけ、ふと気づく。

　さっき、相手が踏ふみ込んできたときに膝ひざで蹴けり上げたが、その部分が凹くぼんでいる。

「どうやら、格かく闘とう戦なら何とかなるみたいね」

　声に出してユウは呟つぶやいた。

「霧人君！　例のおっきな剣けん、使うわよ！」

「え？」

　霧人の声を聞きながら、ユウは機体を大きく後ろへジャンプさせた。




☆




「…………」

　鍾しよう乳にゆう洞どうの入り口で、「クーちゃん」はその戦いを見ている。

　どちらかが一歩踏み出す度に地面は揺ゆれ、空気が震ふるえる…………彼女がモデルにした「可愛かわいらしい魔ま法ほう少女」としての人格は今にも逃にげ出したいと身体を震わせていたが、その優しい「心」と「魂たましい」がそれを拒きよ絶ぜつしていた。

「ごめんなさい…………」

　神通力を失った彼女は、そう呟いて、戦いを最後まで見守るしかないのだった。

　その足下で、何を思うか魚マスコットの「だごんたん」がまん丸の眼でその風景を見ている…………いや、ひょっとしたらぽかんと開けた口同様、何も考えていないのかもしれなかったが。




☆




　左右の腕うでにある増加装そう甲こうの中から分割された柄つかの部分を、そして、太ふと腿ももの部分に装着された装甲を組み合わせると、巨きよ大だいな刃やいばを持った槍やりの様な刃は物ものが完成した。

「下半身の制せい御ぎよはコレまで通り私がやるから、霧人君は刃物の扱あつかいをお願い！」

「あ…………は、はいっ！」

　霧人の返事を待たずに、ユウは機体を走らせた。

　相手の真っ正面に斬きりかかる…………と見せかけて、サイドステップ、

「今よ！」

「はいっ！」

　そのまま霧人は二本のレバーを操って、右からの逆ぎやく袈け裟さ斬ぎりを叩たたき込んだ。

　相手に左ひだり脇わき、腕の付け根に確かな手て応ごたえ。

　ウェットスーツ状の体表が切り裂さかれ、火花が散ったが、同時にその下にあった肉体のあまりの硬かたさに刃部分よりも柄の方が負けて、途と中ちゆうからへし折れて宙に舞まった。

「殴なぐって！」

　さらに踏み込みながらユウが怒ど鳴なる。

「！」

　返事をする暇いとまもなく、霧人は片方のレバーを思いっきり前に倒たおした。




☆




　重々しい音を立てて、「守護者」の顔面からガスマスク状の頭部装甲が吹ふき飛んだ。

　飛んだ装甲はバラバラになりながら背後の海まで飛んで、水柱を上げる。

　そこにあるのは、地球上の生物の頭部ではなかった。

　機械でもない。

　投光器の輝かがやきに照らされた頭部は、ヒトの握にぎり拳大の紫むらさき色いろのガラス玉の集積物だった。

　眼も、鼻も口もない。

　これが「守護者」であった。

　その顔面に、ユウ達の操るロボットの拳が打ち込まれたが、じゃらりという音が雪崩なだれのように響ひびく中、拳はすっぽりと頭部に飲み込まれ、しかるのちに拳の分だけ膨ふくらんだ頭部が縮むと同時に、巨大な竹をへし折るような音が連続して起こり、ロボットの拳はグシャグシャに砕くだかれた。

　異様に長い腕が、ロボットの分厚い胸を殴りつけ、ロボットは二転三転して地面に土つち煙けむりのカーテンと深い溝みぞを刻みながら、小さな山の中腹にぶつかって動かなくなった。

「きゃあ！」

　その破片のひとつが、スク水少女神の真ん前に落下して、その衝しよう撃げきと土煙に飛ばされて、華きや奢しやな身体は思わず後ろへ向けて転がり、手放された杖つえが天てん井じようで跳はね返って「がこ」とその脳天に落下した。

「あたたたた…………」

　頭を押おさえながら、スク水姿の神は立ち上がった。

　そして、収まった土煙の向こうに対たい峙じする、二体の巨きよ人じんの姿を見る。

「いけない！」

「クーちゃん」は思わず叫さけんだ。

「あれは…………アラオザルの門を守るボ＝ルゴ！　あれじゃあ勝てない！」

　その瞬しゆん間かん、少女神は「？」と首を傾かしげた。

「私…………思い出してる？」

　それは、邪じや神しんとしての記き憶おくであり、知識であった。

「…………」

　スク水姿の少女神は、手にした長杖ワンドをじっと眺ながめた。

「もしもそうなら…………私が何とかしなきゃ！」

　数秒間戸と惑まどい、そして高々とそのピンクの杖を少女神は頭上に掲かかげた。




☆




　頭部装そう甲こうが吹き飛ぶ数秒前。

「マーシュ様！　物もの凄すごい反はん響きようです！」

　インターネットと衛星回線を通じて全世界の信者達にこの模様は実じつ況きよう中ちゆう継けいされている。

　また、マーシュ自身も作戦室でヘリや別に上陸して遠景から中継をするように命じられた中継部隊の映像を見ていた。

　そこへ、下の通常業務を行う通信室から係員が飛び込んできたのである。

「インターネットのアクセスは五〇〇万を突とつ破ぱ、励はげましと絶賛のメールが五千通を超こえました！」

「そうか」

　満足そうに頷うなずいて、ふとマーシュは気がついた。

「待て…………我が『教団』のインターネット接続可能なメンバーの数は、確か一〇〇万人も居なかったはずだが？」

「は…………？」

　元広告代理店出身のその係員は、マーシュの言わんとしているところが理解できずに首を傾げた。

「君は、ちゃんと脳が動いているのかね？　暗号を使わねば入ることが出来ないはずのサイトで、暗号を知っている人間の数以上のアクセスがあるということがどういうことか？」

　つとめて、穏おだやかな声でマーシュは言ったが、こめかみに太い血管が浮うかぶところまではどうしようもなかった。

「いいから、早くセキュリティの穴を埋うめてきたまえ！」




☆




　ゆらゆらと「守護者」は、解放された頭部を揺ゆらしながら、動かなくなった赤いロボットへと近づいていった。

　巨きよ大だいな手が、ぐい、とロボットの頭部を掴つかみ、持ち上げる。

　だらりと力の抜ぬけたロボットは、完全に無む抵てい抗こうである。

　そして「守護者」は少し首を傾げるようにして疑わしくその姿を見ていたが、どうやら本当に機能を停止したと認めたのか、反対側の腕うでを後ろに振ふりかぶった。

　十分に力を溜ためて、殴なぐりかかろうとするその瞬間、




　ちょいちょい。




　細い、小さな手…………その指先が「守護者」の肩かたを叩たたいた。




　一いつ瞬しゆん、「守護者」の動きが固まり、ゆっくりと後ろへ向く。




「それ以上、やったら『メ』！」




　腰こしに手を当てて「怒おこってますよ」というポーズで形のいい細い眉まゆを逆立てているのは…………なんと「クーちゃん」だった。

　身長数十メートルの「守護者」の肩を叩く、ということは、彼女もまた、同じ大きさになっていることになる。

　事実、そうだった。

「守護者」よりも頭ひとつ低いものの、そのスケールはまさしく同一のものであった。

「さ、それを静かに置きなさい！」

　言われるままに「守護者」はロボットをそっと地面に置いた。

「よろしいです」

　うん、と大きく頷いて「でもまだ怒ってますよ」という態度と表情は崩くずさず「クーちゃん」は黙だまって地面の一角を指さした。

「守護者」は、その意味するところを理解して、そこにちょこんと（というには地じ響ひびきと土つち煙けむりが物凄かったが）正座した。

　たとえコピーとはいえ、「守護者」のオリジナルは邪じや神しんの眷けん属ぞくであり、人間達と違ちがって目の前にいる巨大スク少女が一体何者なのかを間違えなかったのである。




☆
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「電圧あげろ！　こうなったら脳に直接信号を送り込んで……」

「だめだ、さっき殴られたときに脳に直結していたシステムも破は壊かいされたらしい！」

「心臓にショックを与あたえて脳波を一時止めてしまえ！」

「ダメです、反応ありません！」

　船倉深くにあるコントロールルームは大おお騒さわぎになっていた。

「一体、どうしたというのだ！」

　モニターで見ていたマーシュが飛び込んできたが、こちらも恐きよう慌こうの真っ最中にあって、殆ほとんどのオペレーターが彼が来たことに気づきもしない。。

「判りません、頭部装そう甲こうが破壊された時点でコントロールの効率が落ちているのは事実ですが、それでも七十％は維い持じしていたはずです！」

「技術屋エツグヘツド」は爆ばく発はつ寸前、といった顔で、それでも理性を持って報告しようと努力していた。

「おかしい、暴走ならともかく、我々以外の命令を聞くなんて……」

〈当然です〉

　不意に、何処の国のものでもない、しかし何処の国の人間でも理解できる言葉が響ひびいた。

「！」

　声は彼らの頭上からした。

　思わず見上げたマーシュ達の視線の先に、頭にデフォルメしたタコのかぶり物、スクール水着に長杖を片手に持った少女が、神々しい表情で浮かんでいた。

　最初にあの召しよう喚かん儀ぎ式しきの場に出てきた時の無力さは消え去り、そこにいるのはまさしく「神」としての気配を放っていた。

　その証しよう拠こに、その場にいた誰もが少女の姿を見、言葉を聞くばかりで、反論も行動も起こさない…………いや、起こせないのだ。




〈ポ＝ルゴは我が眷属の一員。私の言うことを何よりも最優先させるのは当りまえです〉

「…………う、嘘うそだ…………ほ、本当にお前…………いや、あなたが…………あなたこそが…………」




　だが、辛かろうじてマーシュだけが言葉を紡つむぐことが出来た。




〈永く不在にしていた故、あなた達の先祖が、そしてあなた達が私を邪神と崇あがめ、期待したことは仕方がないでしょう…………ですが、私は変わり、そして力をたった今、取り戻もどしました〉

　そして、少女はじっとマーシュを見つめた。

〈あなたは…………の子孫ですね。すまないことをしました。深海にいるあなたの先祖たちも含ふくめて、出来る限りの償つぐないをしましょう〉

　だから、とスク水少女神は続けた。

〈戦いを収めなさい…………あなたたちの神としての命令です〉










　ああ、神の仰おつしやることに、誰が逆らうことが出来ますでしょうか？







第十章・正体結局バレたとさ







☆




　ユウと霧きり人とが森の入り口で気絶から醒さめると、夜は明けていて、全ては終わっていた。

　ふたりが気絶している間に、破は壊かいされまくった森も島のあちこちも元通りに直され、ロボットの中からふたりは救い出されていたのだから、目が覚めて一いつ瞬しゆん、全て夢だったのではないかとふたり揃そろって顔を見合わせたほどだ。

「本当に、ありがとうございました」

　ぺこっと「クーちゃん」は頭をさげた。

　頭上にのっかった、羽の生えたタコのかぶり物も「や」と触しよく手しゆの一本をあげ、「だごんたん」も「アリガトー」と声をあげた。

「おふたりのおかげで、神の力を取り戻すことが出来ました」

「じゃあ…………」

　ユウの顔が明るくなるのへ「はい」と「クーちゃん」は頷うなずいて、

「はい、これからは本格的に愛と恋こいの神として頑がん張ばります！　まずは神世の方におじゃまして、本格登録を済ませてから、邪じや神しんだった頃ころの私を崇めていた人たちを説得して回ろうと思います」

「そうか…………良かった」

　にっこりとユウは笑う。

「あ、霧人さん、これ…………直しておきました」

　と「クーちゃん」は元のサイズに戻った例のブロックロボを霧人に手て渡わたした。

「また、いずれご挨あい拶さつに伺うかがいますね」

　本当に、ありがとうございましたと、頭を下げる「クーちゃん」の背後から「神様、そろそろ…」という意味の英語が聞こえた。

　恰かつ幅ぷくのいい白人の男が、恭うやうやしく頭を下げている。

「あ、判りました、マーシュさん、今行きます」

　にっこりと微笑ほほえんで、「では」と「クーちゃん」は頭をさげて背中を向けると、とたたた……と森の外を走る道路に止まっていたリムジンに乗り込んだ。

　名残なごり惜おしそうに窓から手を振ふりつつ、スク水の神様…………じゃなかった、愛と恋の神様に無事に転職した元邪神さまは去っていった。

「来たとき同様、何ともあわただしい話だな」

　思わず地のしゃべり方でユウが呟つぶやく。

「…………でも、良かった」

　と霧人は微笑んだ。

「…………」

　ちら、とその横顔を見て、ユウは何とも言えない幸せな気分になった。




☆




「ヨカッタネ、くーチャン」

　リムジンの後部座席で、「くーちゃん」の肩かたに乗っかった「だごんたん」の言葉に、静かに少女神は頷いた。

「事務処理と説得が終わったら…………真っ先にあのふたりにお礼をしなきゃ」

　ちっちゃな拳こぶしを握にぎりしめ、少女はうん、と頷いた。




☆




「さて、私はそろそろ…………」

　帰ろうかな、と言いかけた瞬しゆん間かん、ユウの頭の中に赤い光が明めい滅めつした。

「え？」

　ぐら。

　それまでしっかりと大地を踏ふみしめていた脚あしが、まるで他人のもののように頼たよりなくなり、視界がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　慌あわてて現在の憑体よりしろの状態をチェックすると、全ての部分が真っ赤になっていた。

　長時間の稼か動どうと、戦せん闘とうの連続がとうとう破損をのっぴきならないレベルにしてしまったらしい。

「ま、マズイ…………」

【この憑体は、現状を維い持じできません。各種システムを停止、強制分ぶん離りします】

「ま、まて！　もう少し、もう少し後にしろ！」

　思わず叫さけんで走ろうとするが、よろけて倒たおれそうになる。

「危ない！」

　霧人が慌てて支えてくれるが、それが今は困る。

「どうしたんですか？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　いきなりよろけた上に、意味の判らないことを言い出した美女に、霧人は必死に呼びかける。

「頼たのむ、霧人、離してくれ！」

　叫んだつもりだが唇くちびるがもう動かない。

　がっくりと膝ひざを突つき、少年に寄りかかるようにしながらユウの意識が一いつ瞬しゆん薄うすれ、次の瞬間、足下に小さな人形が転がるのが見えた。

「…………」

　いつもの、眼鏡越ごしの視界。

　呆ぼう然ぜんとした少女の耳に、もっとも恐おそれていた声が聞こえる。

「ゆ…………ユウ、さん？」

　それは、憑体の名乗った名前の意味ではなかった。




　ゆっくりと、顔を横に向ける。




　驚きよう愕がくに凍こおり付いた少年の顔が、間近にあった。

「…………」

　自分が、今、どんな顔をしているのかユウには判らなかった。

「き、きり…………と」




　凍り付いた数秒間が過ぎた。




　よろよろと、少年はユウから離れた。




「嘘うそだ…………」




　少年は、何度も首を横に振りながらじわじわと後じさった。




「霧人…………」




　ユウは立ち上がりながら少年に手を伸のばそうとした。
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　その手を掴つかまなければいけない。

　真っ白になった頭の中で、そう考えていた。

　その指先が、少年の手首に触ふれる…………その寸前、少年は身を翻ひるがえして森の奥おくへと走り出した。

「待ってくれ！」

　ユウは追いすがろうとしたが、長時間憑体の中に入っていたせいか、それとも強制終しゆう了りようの影えい響きようか、身体は酷ひどく重くて、少女の脚はもつれてその場に倒れ込んだ。

「まってくれ、霧人、話を、話を…………！」

　すりむいた掌てのひらを伸ばすが、もう届く距きよ離りではない。




「待ってくれ！」




　視界が、さっきとは別のもので歪んだ。




　眼鏡の下を、光るものが流れる。




　朝日の差し込む森の入り口から、まだ暗い森の奥へと、少年の後ろ姿は消えてしまった。







うらにわのかみさま３・邪じや神しん様におねがい（終）







あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしております。




　ようやく「うらにわのかみさま」第三巻をお送りします。

　今回はＨＪと言われて私が思いつくもう一つのものを突っ込んでみました（笑）

　ＨＪといえば私らの世代にとってはアヴァロンヒル、そしてＴＲＰＧでありました。

　中でも「クトゥルー神話」をベースにしたクトゥルー物は、異い彩さいを放っておりまして。

　思い出すなあ、ＲＰＧマガジン。

　あの雑誌に紹しよう介かいされていたゲームや、プレイヤー＆ゲームマスターのやり方、考え方、知識などは、今にして思えば毎月小説のアンチョコを読ませて貰もらっていたような物で、実際のプレイヤーそして時々はマスター仲間である三人の友人たちと同じく「無ければ神野オキナはこの世にいない」と言い切れる物でありました。

　その中でも一、二を争う傑けつ作さく「クトゥルフの喚よび声」は結局、一度しか遊んだことはありませんでしたが「自分のむごたらしい死を演出する」という面白さは今思い出しても凄すごいものでしたよ、ええ。

　まあ、ネタの加工方法は「早い物勝ち」方式なので褒ほめられた物ではないでしょうが…………ラヴクラフト御おん大たいには、あの世とやらではなるべく顔を合わせないようにして逃にげ回ろうと思っております。

　ただ、これはクトゥルー神話の一編として書いたのではなく、あくまでも「うらにわのかみさま」世界のクトゥルー神でありますので、誤解無きよう。




　もう一つのネタは「オレニクル」でグーグル検けん索さくしてみてください（笑）。さすがにデンマークの某ぼう玩具おもちやメーカーに怒おこられると怖こわいので、その辺はアレしてナニしております（笑）

　今回は書いている最中に親が入院したり私も病気したりでドタバタしてました。

　ここに本が出ているのは、ＨＪ文庫の編集の皆みなさんと、イラストレーターの龍炎狼牙先生のおかげです。ＨＪのＨ編集長とＭさん、そして龍炎先生には深く深く感謝を。

　そして、この本を古本ではなく、定価で購こう入にゆうしてくださった読者の皆様に深い深い感謝を。本当に、皆さんのおかげであります。




　では、また…………。










　さて、今回は私の作品にしては珍めずらしく「引き」で終わっております。次回、如何いかが相成ります事か、最終巻「とらとねこと君と僕（仮）」をどうぞお楽しみに。








二〇〇七年四月　　　

神野オキナ
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